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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。

























　いったいこの生き物はなんなのだ。










『あたし死ぬの』

　蓑みの虫むしがそう言った。

　正確には蓑虫ではない。病に倒たおれた少女だ。

　毛布を重ねてかぶせただけではすぐにはいでしまうので、きっちり身体からだに巻き付けてやっているのだ。それが、少し蓑虫に似ている。

　まだ十にもならない少女の声は、老人のそれのようにしわがれていた。

　しぬの、と言いつつも、彼女はそれがどういうことなのかまるで理解していない様子だった。ただ、乾かわいてひび割れた唇くちびるから、ぼんやりと言葉を押し出している。まるで夢の中にいるかのように。夢の中にいた方が幸せなのかもしれないが、彼は苛いら立だたしかった。

　だが。

『しぬのね……』

　次の瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん彼女の目が潤うるみ、瞬まばたきとともに涙なみだが一粒つぶ、二粒と頰ほおを流れた。後は堰せきを切ったようだった。彼女は震ふるえ、泣きじゃくり、意味のわからない言葉を呟つぶやき、首を振ふり、髪かみをかきむしり、その手を伸のばし、ちょっとした恐きよう慌こう状態に陥おちいった。

　まただ、と彼は思った。

　少女は唐とう突とつに泣き、意味もなく微ほほ笑えみ、彼にはその行動の予測がまったくつかなかった。さっき諦あきらめたかと思えば今度は死にたくないと泣き叫さけぶ。理解に苦しむ生き物だった。それでいて放ほうっておくことはできない。まあ、実際のところ彼女を放っておけないのは彼女の問題ではなく彼の問題だったのだが、彼はとりあえず自分の問題には目を瞑つぶり、何もかもを彼女のせいにした。




　いったいこの生き物はなんなのだ。




　彼は苦々しい思いとともにもう一度同じことを考え、それでもその小さなひからびた手を握にぎった。結局のところもはや彼にできるのはそのくらいしかなかったのだ。彼は彼女を救えない。この小さな命一つ、救えないのだ。絶望するよりはマシだったので、彼はあらゆるもの、つまりわけもわからずしぬのねと呟く彼女に怒いかり、また事実を理解して絶望する彼女に怒り、それをぶつけるように握る手に込める力を強くした。

　強く手を握られ不意にきらめいた少女のアイスブルーの目に、彼の何ものかを堪こらえた顔が映っていた。




　時が流れて、その生き物はそれなりに成長して、それでも幾いくらかは子どもっぽいままで、やっぱり不可解な行動をとり、彼のすぐ隣となりで生きていた。ああ、腐くされ縁えんとはこういうことか、と彼は最近思うようになった。だからきっとこれからもなんだかんだで自分の隣にいるんだろうと。まあ、あの時捕つかまったのが運の尽つきで、これはもう仕方がない。諦めた。

　だが、そうではなかったのだ。

　これは腐れ縁などではなかった。

　離はなれて、二度と会わなくなるのは、腐れ縁とは言わない。

　その決断をした時、彼は寂さびしいと感じる自分に気付いて、思わず少し笑った。

　そして目の前にあった罪のない椅い子すを蹴けり飛ばし、それだけですべてを飲み込んだ。
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　リティーヤは死んでいた。

　研究室の椅子に腰こし掛かけ、頭だけを共用の長机の上に載のせ、腕うでを下にだらんと垂らして、精神的に死んでいた。

　第一発見者はテヨルだった。リティーヤの先せん輩ぱいで、チョコレート色の肌はだをした女性魔術師だ。テヨルはばたばたと慌あわただしく研究室に入ってきたが、リティーヤを見るなりぎょっとして立ちすくんだ。

「な、何やってんだい」

「…………」

　リティーヤはドアの方に顔を向けていたのでテヨルの姿を見ていたが、死んでいるので返事はしなかった。

「ちょっと、リティーヤ」

「…………」

「こら」

　ぽか、と頭を叩たたかれた。

　リティーヤは機械的に口を動かした。

「あたしは死んでるのでお返事できません。そっとしておいてください」

「…………どうしたのさ」

「いーんですいーんです。あたしは死人です」

　リティーヤはうじうじと言い、額を机にこすりつけた。

「あ、リティーヤここにいたの」

　リティーヤは新たにかけられた声にぎくりとして思わず顔を上げた。入ってきたのは、この研究室の長おさである高位魔術師、ロードマスターだった。大陸最大の魔術師組織《学アカ園デミー》の副学長という肩かた書がきにも拘かかわらず、彼は今日もぼろ切れのような恰かつ好こうをしていた。よれよれのシャツはズボンからはみ出し、継つぎの当たった上着は肩に引っかけただけ、勿もち論ろんタイなんて影かげも形もない。顔は伸ばしっぱなしの髪とヒゲと瓶びん底ぞこのような眼鏡めがねでほとんど隠かくれていたが、彼の心が今好こう奇き心と悪戯いたずら心でいっぱいだというのは浮うかぶ笑えみから一目でわかった。

　彼は弾はずむ声で尋たずねてきた。

「どうだった？　ほら、論文の第二回中間発表──」

「やめてえええええええええっ」

　リティーヤは絶ぜつ叫きようして耳を塞ふさいだ。

「中間発表？」

「うん。ほら、専門課程修しゆう了りようのための論文。あれの中間発表会だったんだよ」

　耳を塞いでいるのにテヨルとロードマスターの会話は漏もれ聞こえてくる。リティーヤは耳を塞いだままぶんぶんと首を振った。

「聞こえないっ！　むしろなかった！　発表会なんてなかったもん！　ああああっ、今日という日を抹まつ消しようしたいっ！」

「……で、この有様はなんですか」

「噂うわさによると相当にひどい出来だったみたいで。指導部がカンカンになって……いや、あれは怒りを通り越こして衝しよう撃げきのあまり精気が抜ぬけていたというか。まあ、とにかくそういうことらしいよ。ね、リティーヤ」

「あたしは知らないって言ってるじゃないですかああああああ！」

　リティーヤは諦め、耳を塞いでいた手を離して叫んだ。ロードマスターは何が楽しいのかへらへらと笑っている。

「君でも発表会失敗して落ち込んだりするんだねえ。じゃあ早さつ速そくだけど報告してよ。どうひどかったの？」

「塩持って待ち構えてる相手に傷口を見せろってんですか!?」

「いやいや、心外だなあ。ボクは忙いそがしい執しつ務むの合間を縫ぬって、ヤムセの代わりに話を聞いておいてあげようとしてるんだよ」

「準備手伝ってくれなかったくせにこんな時だけ教育者面づらしないでくださ──いっ!?」

　テヨルが、持っていたファイルで無造作にリティーヤの頭を叩いた。テヨルは小こ柄がらながら結構力が強い。かなりいい音がした。

「んな、何をするんですかっ」

「手伝ってもらえなかった、って言ったって、ぎりぎりまで準備してなかったのはあんただろ」

「う」

「それにロードマスターは一応室長なんだから、あんたの研究の進行状じよう況きようを確かく認にんするのは義務みたいなもんだよ。さっさと報告しな」

「ううっ」

　リティーヤは呻うめくことしかできなかった。テヨルの言葉はまったく正しいのだが、テヨルの後ろでべえと舌を出しているロードマスターは全然正しくない気がする。

「それから」

　テヨルはくるりと振ふり向き、まだへらへらと笑っていたロードマスターの鼻先に指を突つきつけた。

「リティーヤはうちの研究室の人間なんです。あんまり恥はずかしい発表させないでください」

「ええっ!?　それボクの責任？」

「ヤムセもバドもいないんですよ。私は忙しいですし」

　テヨルはしばらく前から治ち安あん維い持じ局に復職していた。十日ほど前に起こった襲しゆう撃げき事件の後始末に追われ、ほとんど研究室に来ない。リティーヤが彼女と顔を合わせたのは二日ぶりのことだ。

「ボクだって忙しいんだよ。リティーヤの面めん倒どうまで見ろって言うの？」

「……午後は暇ひまそうにハトに餌えさやってましたね」

「ちょっとした余よ暇かじゃないか。最近手厳しいよ、テヨル」

「これまで少し甘やかしすぎてたんです。リティーヤへの示しもつきません。いいですか、私はこれから会議でたぶんもう戻もどれませんから、後はお願いします」

　言うだけ言うと、テヨルは部屋の奥にある自分の机から書類を取り上げて出て行った。

「テヨルが冷たい……」

　ロードマスターはぴしゃりと閉じられたドアを眺ながめて悲しげにそう呟つぶやき、リティーヤは長机にだらしなく顎あごを載せて言った。

「忙しいんですよ、たぶん凄すごく。防衛態勢見直すとか、そういう話ありましたもん」

「まあね。ところで──」

　ロードマスターはリティーヤの方を振り返り、にっこりと笑って言った。

「そろそろ報告してもらおうかな。中間発表会のこと」

「…………」

　空は晴れていたが冬の日は短く、窓の外に迫せまっている夕暮れ時の明るい日差しも、すぐに消えてなくなることだろう。

　リティーヤは抵てい抗こうを諦あきらめ、ランプに火を入れることにした。




　本来彼女の指導をすべきヤムセは、三日前から《学園》にいない。

　任務を受けて、《風と八月党》の本ほん拠きよ地ちのある大陸西部へ向かったのだ。

《風と八月党》は、十日ほど前に《学園》本部を襲撃し、〈昼〉の台座の地図を奪うばおうとした集団だ。《学園》は彼らの最終的な目的を阻そ止しすることには成功したが、やられっぱなしでは《学園》の沽こ券けんに関かかわる。《風と八月党》は《学園》に比べればごく小さな、新しい組織で、彼らにいいようにされて黙だまっていたのでは他ほかの組織や《学園》の支し援えん者、協力者たちに対して示しがつかないのだ。

　そこで《学園》は正式な抗こう議ぎと報復のために魔術師のチームを西部にある《風と八月党》の本拠地へ送り込んだ。渉しよう外がい担当官でよその魔術師組織との交渉事や荒あら事ごとを主な仕事とするヤムセの名前も、当然のようにそのメンバーリストに入っていた。

　で、三日前いきなりリティーヤの前からいなくなった。

　それは本当に突とつ然ぜんのことで、リティーヤは最初、また先生は甘いものでも食べに行ったんだろうなあ程度に思っていた。だがなかなか彼が戻らないので、あちこち捜さがして困り果て、最終的には研究室に来たロードマスターから事情を教えてもらったのだ。話を聞いてリティーヤは愕がく然ぜんとした。ヤムセが任務でふらっと学外に出るのはそう珍めずらしいことでもなかったが、リティーヤは論文の中間発表を三日後に控ひかえている。正直、ヤムセの助けなしでは結果は見えていた。

　──中間発表会の詳しよう細さいな結果を聞いたロードマスターがさすがに顔を青くするのを横目で眺めつつ、リティーヤは今いま頃ごろ先生はどこで何をしているやら、と考えていた。

　そして、彼が帰ってきた時、自分はどんな顔で迎むかえたらいいのだろうか、と。




　結局ヤムセが帰ってきたのは、中間発表会から、ちょうど十日後のことだ。予定より随ずい分ぶん早い帰着だ。そういう場合は大たい抵ていろくでもない事態が発生して任務を果たせず帰き還かんせねばならない時なのだが、今回もやはりそうだった。

《風と八月党》の本拠地が、すでにもぬけの殻からだったらしいのだ。

　ロードマスターからその辺りのことを教えられたリティーヤは、あああああ、まずいなあと思った。任務失敗となれば、ヤムセは絶対に機き嫌げんが悪い。そして、その機嫌の悪い彼に、リティーヤは最悪な報告をしなければならないのだ。

「なんだこれは」

　ヤムセは荷物も置かず研究室にやってきた。いつにも増して不機嫌そうに眉み間けんに皺しわを寄せた彼に、リティーヤは求められるままにおそるおそる中間発表会の報告書を渡わたし、返ってきた答えがそれだった。

　リティーヤは、両手の指先をもじもじとつつき合わせ、視線をさりげなく逸そらして答えた。

「え～と……中間発表会の報告書です……先生いなかったから」

「それはわかっている。そうではなくて、話していたテーマとまったく違ちがうのは何故なぜだ？」

「うん……その、だって色々質問したかったのに、先生が発表会直前で姿くらますから、まとまらなくて……気がついたら……」

「気がついたらテーマが『《始原のキツネ》のペットとしての有用性』なんてものになるのか!?」

「だから先生がいきなりいなくなるのが悪いんじゃないですか！」

　リティーヤもついつい声を荒あららげてそう叫さけんだ。

　すると珍しいことに、ヤムセが言葉に詰つまった。彼も、さすがに直前になっての不在は申し訳なく思っていたらしい。

「……わかった。とにかく、これから一週間でテーマを練り直すんだ。指導部にもう一度チェックしてもらう」

「う……はい」

　報告書を突っ返されて、リティーヤは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。専門課程修了までにかかる年数は人それぞれで、三年足らずで正魔術師になる者もいれば、その倍かかる者もいる。だが、この一年目の終わりの中間発表会でこうまでつまずく人間は、あまりいない。リティーヤだって、さすがにちょっとまずいかな、と思っている。

　やっとオーバーコートについた雪を払はらい始めたヤムセを見上げ、リティーヤは少しだけ唇くちびるを突き出した。

「せんせー、ちゃんと手伝ってくださいよ」

「わかっている」

「勝手にどっかいったりとかもうごめんですからね」

「……わかっている」

　呟くように答えるヤムセの目には一種の真しん剣けんさがあって、リティーヤもそれで納なつ得とくすることにした。彼だって、好きであちこち引っ張り回されているわけではないのだ。頼たよりにしている時に突然いなくなられるのは、リティーヤとしては非常に困るが。

　リティーヤは、まず論文の資料集めのために研究棟とうの書庫へ行くことにした。ヤムセが先にドアを開け研究室を出て、リティーヤも彼の後を追い──その時、彼の背中が、夢にまで見た虹にじドロさんの背中に重なり、一いつ瞬しゆんぎょっとして立ちすくむ。

　虹ドロさんは、七年前の冬、死にかけていたリティーヤを助けてくれた命の恩人だ。

　指導教官であるヤムセと初めて出会った時、リティーヤは、ヤムセの中に虹ドロさんの名残なごりのようなものを見み出いだしていた。

『おまえもいるか？』

　たとえば、リティーヤの方にドロップの袋ふくろを出した彼のその言葉。

『ここがおまえの死に場所か？』

　たとえば、壮そう絶ぜつな寒さの中で彼がリティーヤに問いかけたあの言葉。

　あらためて思い返すと、彼と虹ドロさんには重なるところが多い。多すぎる。

　それでも彼を虹ドロさんだと今まで考えて来なかったのは、リティーヤが虹ドロさんに出会った二一五年の冬、ヤムセ自身が極地遠えん征せいの調査隊に参加していたと言っていたからだ。

　ところが、ここに来て事情が変わった。

　リティーヤがたまたま見つけた遠征隊の記録に、彼の名前がなかったのだ。

　勿もち論ろん、だからといって、即そくヤムセが虹ドロさんである、などという図式は成り立たない。ちょっとした手違いで名前が載のっていなかっただけかもしれないし、もし本当に遠征隊に参加していなかったとしても、彼が虹ドロさんだとは限らないのだ。

　それでも。

　今、リティーヤは九ヶ月前の自分の直感をたびたび意識している。

　だが、ぎょっとして立ちすくむのはそのせいではない。彼が虹ドロさんかもしれないと疑っているせいではない。

「どうした」

　リティーヤがついてこないことに気付いてヤムセが振ふり返った。リティーヤは急いで首を振り、彼の隣となりに並ぶ。

　そうしてまた歩き始めた彼の横顔をちらりと見る。

　不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せ、目をやや細めたしかめっ面つら。大抵変わらないその顔に、ごく稀まれに微かすかだが笑えみが浮うかぶことがある。面めん倒どう臭くさがりで傲ごう岸がん不ふ遜そん、傍ぼう若じやく無ぶ人じんを体現したような男で、リティーヤが虹ドロさんに抱いだいていた優やさしい人物像とは似ても似つかない。

　それでも、彼の姿が虹ドロさんと重なる時、リティーヤはあまり嫌いやな気分がしなかった。

　それがごく当たり前のことのような気がして、パズルのピースがぴたりと当てはまったような感じがして──心地ここちよくすらあったのだ。

　出会った頃には、想像もしなかった心境だ。

　自分のその心の動きに気付いたからこそ、リティーヤは驚おどろき、立ち止まってしまったのだ。

「……変なの」

「何か言ったか」

「いいえなんでも」

　自分は、彼を信しん頼らいし、好ましく思っていたのだ──自分自身で考えていたよりも、ずっと。

　だが。

　もしも万が一リティーヤの予測が正しかったとしたら──彼はどうして今まで何も言ってくれなかったのだろう。ヤムセにも虹ドロさんの話はしているのだ。これまで、自分がその虹ドロさんだと言う機会は幾いくらでもあったはずだ。

　もしかして、忘れているのだろうか？

　いや、ヤムセが虹ドロさんであったのなら、彼はその時リティーヤのそばにいた《キツネ》と戦ったはずだ。《キツネ》とのことまで忘れるわけがない。行き倒だおれた子どもなどごく当たり前の存在だから、忘れられても仕方ないが──。

　いやいや、本当は違うなとリティーヤは思う。

　忘れられても仕方ない、なんてリティーヤは思っていない。

　彼がリティーヤを助けようとしたあの数日にわたる時間は、リティーヤだけではなく、彼にとってもまた、重要な意味を持つはずなのだ。助ける者と、助けられる者と──それ以上の何かが、あの時、彼らの間にはあったはずなのだ。

『あたし……しぬのね……？』

　確かな、繫つながりのようなものが。

　少なくともリティーヤはそう思っていた。

　ところが、彼はそれを忘れている可能性がある。

　彼にとっての自分の存在はその程度のものだったと、彼にとってはリティーヤとの繫がりなど最初からなかったと、言われたようなものなのだ。

　これはちょっと許せない。

　リティーヤは悲しいような、腹立たしいような気分になって、虹ドロさんと確定したわけでもないヤムセを睨にらみつけた。その視線に気付いて、何故自分が睨まれねばならないのだとヤムセは顔をさらにしかめていた。





２






　先の襲しゆう撃げき事件以来、学内には慌あわただしい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　なんでも、襲撃時に《風と八月党》が残していった魔術的な仕し掛かけがあったとかで、治ち安あん維い持じ局の魔術師たちが中心になってその解除を進めているのだ。テヨルも大おお忙いそがしで、発表会以来姿を見せていない。

　とはいえ、リティーヤの日常は変わらない。

「うう……なんにも思いつかない……」

　今日も今日とて、リティーヤはふらつきながら朝の研究棟の廊ろう下かを歩いていた。ここしばらくは論文テーマのことばかり考えていて、夜もあまり眠ねむれない。今朝はついに夢にまで論文が出てきた。提出期限と定められた一週間が長いような、短いような……まあ、なんだかんだ言っても、あと四日しかないのだが。

　ふらふらと研究室の鍵かぎを開けようとしたところで、異変に気付いた。

　鍵が開いている。ひょっとして、昨夜かけ忘れていたか──リティーヤはそう思いながら中に入った。入ったところでぎょっとする。

「おはよ」

　ロードマスターが、長机のそばに置かれた椅い子すに足を組んで座り、優ゆう雅がにコーヒーを飲んでいた。それだけならばリティーヤもここまで驚かない。

　彼はいつもの小こ汚ぎたない恰かつ好こうではなかった。

　無ぶ精しようヒゲは剃そり落とし、髪かみも適当な長さに切り、櫛くしを入れている。着ているのもよれよれのコートではなく金モールで飾かざられた純白の礼服で、目に眩まばゆいほどだった。

「……どしたんですかそれ」

「式典があるんだよ。抜ぬけ出したいけどね、うまい口実が見つからなくて」

「……仮装大会かと思いました」

「前にも見てるじゃないか、ボクの正装」

「見てますけど、毎回思います。っていうかロードマスターのそれはもう詐さ欺ぎですね」

「……詐欺じゃないもん。人間性が表れてるもん」

「それで、どうしたんですか、今日は。朝来るなんて珍めずらしいですね」

　ロードマスターは暇ひまそうに見えても副学長の一人だ。激務に追われて、学内にいても研究室に顔を出すことはそう多くない。彼は、長机に置いてあったクッキー缶かんからクッキーを摘つまみながら答えた。

「ヤムセに会いに来たんだ……ん？　これおいしいね」

「先生が買ってきた限定販はん売ばいのやつですよ。あ、先生なら今日は午後からです」

「えー……しょうがないな。後で来ようかなあ。でも《道ガイド標ポスト》の分ぶん析せきもあるし……」

「《道標》……」

「ああ、見つかったんだよ」

　一瞬それが何を意味するかわからなくて、リティーヤは間の抜けた顔をした。口を開け考え込んで、何やら聞き覚えのある言葉だと気付く。そう、覚えはある。

《道標》。

　長ちよう距きよ離り移動魔術を使う際に、必要不可欠な儀ぎ式しき具だ。

　かつて移動魔ま術じゆつが全盛を極きわめた《ヘビの一族》の時代、彼らはあまりに便利になりすぎたその魔術から自分の身や、財産や、家や、都市を守るために、幾いく重えにも魔術障しよう壁へきを張り巡めぐらせ、よそ者が簡単には自分の領域に転移してこられないようにした。だが一方でその障壁に対たい抗こうするため、幾重にも張られた障壁を感知し、それらを避さけて目的地に辿たどり着く方法も編み出した。

　それが《道標》だ。これを目的地に置いておけば、その名の通り道標となって、障壁を避けて術者を目的地へと導いてくれる。

「ふーん。どこで見つかったんですか」

「学内」

「は？」

「《風と八月党》が仕掛けていったんだ。脱出用に最低もう一個は確保してるだろうなあ」

「……え」

　リティーヤはそれがどういう事態を意味するのかに気付いて言葉を飲み込んだ。

「《道標》で学内に長距離移動しようとたくらんでいたんだ。彼らの次の侵しん入にゆう方法ってわけさ。こっちに情報与えないために、前回の脱出では使わなかったんだろうね」

　リティーヤはやっと金かな縛しばりから解けて、声をあまり大きくしないように注意して言った。

「ちょっと、それってまずいんじゃないですか？　あの人たち、今度こそ《地図》とか持っていくつもりですよね」

「うん。あとキミもね、たぶん」

「いや……そんな悠ゆう長ちように構えていていいんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。封ふう印いんはしたから。ボクと他ほかの《Ａエース》位魔術師で」

　あんだけ厳重に封じたら大丈夫だよー、とロードマスターはあっけらかんと言った。

「《風と八月党》にも、大した魔力の持ち主がいるんだろうなとは思うけどね。《道標》を使うにはその《主マスター》になる必要があって、それにはとても強力な魔力が必要だから。あ、でもね、《道標》にはいろんな情報が含ふくまれるんだよ。情報は大たい抵てい暗号化されてるけど、解読に成功すれば、それがどこから来たのかもわかるんだ」

「……つまり？」

「つまり、ひょっとしたら彼らの別の本ほん拠きよ地ちの情報もわかるかも、ってことだよ。この間空から振ぶり食くらったのとは別の、ね。で、彼らのお引っ越こし先がわかれば、あらためて魔術師を送り込める。全員捕つかまえるなりなんなりすれば──」

　そこで、ロードマスターは言葉を切ってリティーヤの顔を覗のぞき込んだ。

「……どしたの？」

　おそらく、彼女がちょっと暗い表情をしていたのに気付いたのだろう。

「……それ、またヤムセ先生が行くんですよね」

「うん。ヤムセって便利屋さんだから──あ。もしかして、ヤムセが心配？」

　リティーヤは真しん剣けんな思いを込めて呟つぶやいた。

「いや……だって先生いないとまた論文の準備遅おくれますよ……」

「…………あー」

「……それに、まあ、怪け我がとかも心配ですし」

　おまけのように付け加えたが、リティーヤだって、《学園》が《風と八月党》に対してどんな態度を取るのかはわかっている。本部をいきなり襲撃され、内部で暴れられたのだ。その上《道標》まで残していった。《学園》は自らにたてつく者を許してはおかない。《風と八月党》を徹てつ底てい的に壊かい滅めつしようとするだろう。

　争いになるのだ、結局は。

　ロードマスターは俯うつむいてしまったリティーヤの顔を今度は下から覗き込み、励はげますように言った。

「大丈夫だよ。どーせヤムセなら傷一つ負わずに帰ってくるって。ボクも行くし」

「ロードマスターも？」

「うん。だって《道標》仕掛けてきたってことは、ボク並みの魔力の持ち主がいるんだもん。ボクが行かないと制圧はできないでしょ？　──あ、そうそう、キミにも話があったんだ」

「え？」

「ほら、キミ、《キツネ》の記き憶おくにある都市を捜さがしてたよね」

《キツネ》とは《始原のキツネ》。大寒波によって絶ぜつ滅めつの危機にあった人類に魔術を与あたえ、《グリーンワードの魔導書》についての知識を与えた、物言うキツネだ。彼はどういうわけかリティーヤにつきまとい、おかげでリティーヤはここしばらく騒そう動どうに巻き込まれているのだが──。

　その《キツネ》の記憶の一部がリティーヤの中に流れ込んでおり、《ヘビの一族》の時代のものらしい都市のイメージが残っているのだ。

「あれね、キミが《キツネ》をどう見ているか、ってことと関連づけた方がいい。《ヘビの一族》の時代の都市なんて山ほどあるんだ、それをいちいち調べてられないだろう？　キミが《キツネ》と関係がありそうだ、って思った遺い跡せきから見ていった方がいい」

「関係……って言っても」

「キミは《キツネ》を何だと思う？」

「え……？」

「答えはたぶんそこにある。じゃ、頑がん張ばってね」

　ロードマスターは愛あい嬌きようたっぷりに片目を閉じると、立ち上がって、研究室を出て行った。




『《キツネ》を何だと思う？』

　その問いは非常に基本的なものだった。

　まず、第一に《キツネ》は人間ではない。当時人間には使えなかった魔術をもたらしたのだから、絶対に人間ではない、それ以外の何かだ。

　第二に、《ヘビの一族》でもない。《ヘビの一族》は寒さにひどく弱く、そのためにすでにこの大陸から姿を消している。見た目は魔術で誤ご魔ま化かせたとしても、〈昼〉魔術が失われ、魔術で暖を取ることができなくなった以上、吹雪ふぶきの日でも平気な顔で現れるあの男が《ヘビの一族》であるとは考えにくい。

　人類でも、《ヘビの一族》でもない。

　彼はいったい何者なのか。

　勿もち論ろん、これまでも散々議論はかわされてきた。《キツネ》は《ヘビの一族》の変種だとか進化した形だとかいう説もあったし、その見た目通り知ち恵えある動物であるという説もあった。

　リティーヤには、《キツネ》が常にキツネの姿をとるのはただの目め眩くらまし以上の意味があるように思えた。時折見せる獣けものじみた仕草や、考え方が気になることがあるのだ。それは人間ならば勿論不自然に映るが、獣ならば自然なことだ。

「キツネの姿が本ほん性しよう……ってこと？」

　そうだ。

　リティーヤは唐とう突とつに気がついた。彼が人間の姿をとってリティーヤの前に現れたのは、ほんの九ヶ月ほど前のことだ。七年前リティーヤのそばに現れた時も、二世紀前《学園》創設者たるラガロの前に現れ魔術を教えた時も、彼はキツネの姿をとっていた。そのほかにも彼が現れたという記録は幾いくつかあるが、どれも物言うキツネの姿だった。人間のあんなふうな少年の姿ではない。あんな姿ではなかったのだ。

「あたしの前にだけ？」

　リティーヤは椅い子すに座り、資料を前にして、呆ぼう然ぜんと呟いた。

　リティーヤの前にだけ、彼は人間の少年の姿で現れたのだ。リティーヤと同じくらいの少年の姿で。

　リティーヤと、釣り合おうとするかのように。

　ふと視線を落とすと開いたまま読みかけのページが目に入った。そこに描えがかれた物言うキツネの絵を見つめ、リティーヤはその絵に手を伸のばし、指でそうっとなぞった。

「……だとしたら、やっぱりあんたの本性はキツネなのね」

　そう考えればしっくりくる。人間の言葉を喋しやべり、人間の見た目をとることはあっても、彼は本質的に人間とは異なる。人間の論理は通用しないし、噓うそも、誤魔化しも、意味をなさない。噓や誤魔化しなんてものはむしろ彼の方が大得意で、容易たやすく人間を騙だましてしまう。

　彼は、まるで物語に出てくるキツネのようにずるがしこく、敏びん捷しようで、それなのに憎にくめない。

　そして彼は《ヘビの一族》ではないが、《ヘビの一族》の都市にいた。《ヘビの一族》と関係があった。

「《ヘビの一族》と……キツネ。《ヘビの一族》と動物……？」

　何か摑つかみかけてきたような気がして、リティーヤはいっそう考えに集中した。

《ヘビの一族》と動物といえば、真っ先に思いつくのは使い魔だ。彼らは鳥やリスなどの動物の意識を乗っ取り、自らの手足のように操あやつることができた。そのための様々な実験が繰くり返され、今でも一部の地域ではその実験の影えい響きようで変異してしまった種が──。

　──変異してしまった種が？

　ぞく、とした。

　リティーヤは立ち上がり、椅子を蹴け飛とばすようにして書しよ架かに飛びついた。そこから目当てのファイルを引き出し、乱暴にページをめくる。

　そして、その手が止まる。開かれたページに目が釘くぎ付づけになる。

　ファイルは、南部のある遺跡についての報告書で、開いたのはちょうど発はつ掘くつ隊による遺跡のスケッチが載のっているページだ。《学園》と現地研究機関による共同発掘だったようだ。リティーヤは行ったことがないが、《ヘビの一族》の研究施し設せつだったというような話を聞いている。

　それは、人間の感覚では、研究施設というにはあまりに美しい遺跡群だった。

　一枚目のスケッチはぽつんと一つだけ描かれた、薔ば薇ら色いろの尖せん塔とう。

　二枚目は、建物を守る石の獅し子し。三枚目は優ゆう雅がに曲がりくねる自然のままの川を、小高い丘おかか何かから眺ながめ下ろした風景。そこから察するに、その遺跡は内陸部のかなり奥深いところにある──。

　リティーヤはその薔薇色の尖塔を、石の獅子を、川を、何度も見直した。

　そしていてもたってもいられず、立ち上がって研究室を飛び出した。

　ファイルから取り外した一枚のスケッチを手に摑んで。
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「ああ、捉つかまって良かった。電報ですよ」

　ロードマスターは研究室から廊ろう下かに出たところで事務員に声をかけられ、畳たたまれた紙を渡わたされた。それにざっと目を通し、眉まゆをひそめる。

「うわ」

　事務員はすでに廊下の向こうに去っており、周囲には聞きとがめる者もいなかったので、彼は声に出してぶつぶつと文句を言った。

「まったくもー。来いとか気軽に言ってくれるよねー」

　紙を畳んで隠かくしに入れ、全部無視してしまおうかとも思ったその時、自分が今着ているものに気付いた。純白の礼服。そう、これから記念式典に出席しなければいけなかったのだ。

「……式典よりはいいかなー」

　呟いて、彼は研究室に隣りん接せつする実験室を覗のぞいた。案の定そこにはまだ人ひと気けはなく、広い空間に、椅子やテーブル、教きよう壇だん、黒板、実験器具といったものが几き帳ちよう面めんに配置されている。

「うん、ここでいいや」

　ロードマスターは室内に入るとドアを閉め、壁かべ際ぎわの棚たなから魔術実験用の顔料を幾つか取り出すと、比ひ較かく的てきスペースのある教室の奥に図形と原始文字を描き始めた。複雑な図形とシンプルな線の原始文字が組み合わされ、次し第だいに美しい模様が床ゆかに描き出されていく。完全に記き憶おくしている図形と文字だから、彼はほとんど何も考えずにすいすいと手を動かした。

　そして、そこへ──。

「ロードマスター！」

　リティーヤが飛び込んできたのだ。




　リティーヤは興奮のあまりとにかくこの発見を誰だれかに伝えなくてはならないという使命感に燃えていた。だがヤムセもテヨルもどこにいるのかわからない。ロードマスターは確か式典に出席するとか言っていたが、そう時間も経たっていないし、もしかしたらまだ研究棟とう内ないにいるかもしれない。

　そう思って、研究室を飛び出して、とりあえず廊下をきょろきょろと見回してみた。

　勿論ロードマスターはすでにいなかった。なんだかんだで二十分以上経っていたのだし、当然といえば当然だ。それでも諦あきらめきれず、リティーヤは周囲を見回し──。

　実験室のドアが、僅わずかに開いていることに気付いたのだ。

　そこは普ふ段だん鍵かぎがかけられているはずだったが、ロードマスターならば合い鍵くらい持っているだろう。彼かもしれない、いや彼だ。リティーヤは勇んでドアを開けた。

「ロードマスター！」

　叫さけぶと、実験室の奥で屈かがみ込んでいたロードマスターが驚おどろいたように顔を上げた。

　リティーヤは彼の顔が引きつっていることにも気付かず、テーブルと椅子を避さけて彼の方へ駆かけ寄った。

「見つけたんです、ほら、例の都市がどこか──」

「う、わ、待ってリティーヤ、そこ踏ふんだら──」

「そこ？」

　ロードマスターも驚いていたようで、その忠告は一いつ瞬しゆん遅おそかった。

　リティーヤは足あし下もとを見下ろした。

　床に、赤と緑と白と紫むらさきの線が描かれていた。魔術を発動させるための原始文字も見える。複雑な、美しい図形が、リティーヤの今まさに突つっ立っている床の上に描かれていた。

「……え？」

　そして、その線は純白の光を放ち始めた。

「ええええええええ!?」

「あちゃあ……」

　ロードマスターが手で顔を覆おおったが、リティーヤの位置からでは光に埋うめ尽つくされて見えなかった。

「何これえええええええええええっ！」

　叫ぶと同時に、きん、と耳鳴りがして聴ちよう覚かくが一時的に奪うばわれた。視界はすでに白く埋め尽くされている。風のない室内にいたはずなのに、急に肌はだを冷たい風が叩たたく。吹ふき飛ばされそうになり、慌あわててそばのロードマスターにしがみつこうとしたが、手は空を切った。

　身体からだのバランスが崩くずれる。

「っ！」

　リティーヤは顔が床と激げき突とつする寸前に、手をついてなんとか身体を支えた。それでも掌てのひらと肘ひじを擦すってしまう。傷の痛みと服を傷いためたことに顔をしかめ、身体を起こして周囲を見回す。吹き飛ばされそうなほど強かった風はいつの間にか止やんでいた。

　そして、そこは、すでに実験室ではなかった。

　訪おとずれたこともない、ひんやりとした薄うす暗ぐらい室内だった。

　壁かべも天てん井じようも繫つながっていて、一つの岩がん盤ばんをくりぬいたもののようだった。丸まる天井は結構高く開放感があるが、壁はかなり迫せまっていて、狭せまい。リティーヤの自室とあまり変わらないくらいだろうか。床は石そのままで、ひどく冷たかったので、慌てて立ち上がった。

　部屋の中央には石の台が置いてあり、その中央のくぼみに、リング状の物体があった。白い石から、数匹ひきのヘビが絡からみ合ったようなデザインが彫ほり出されている。工芸品としても十分に美しく、ヘビの鱗うろこの一枚一枚まで見事に彫られ、目には光の加減によって色を変える宝石がはめられていた。内部から僅かに燐りん光こうのようなものを放っていたが、眺めるうちに消えていく。

　部屋が、暗くなる。

「え」

　その時になって、リティーヤは室内に光源がそのリングしかないことに気付いた。窓もない。慌てて部屋を見回し、壁際に置いてあった蠟ろう燭そくとマッチに飛びつく。急いで擦ったマッチは幸いにして湿し気けってはおらず、蠟燭に火を移すと同時に、リングの光が消え去った。

　リティーヤは蠟燭を燭しよく台だいに据すえ、それを手に、もう一度室内、特に中央に置かれたリングを見つめた。そうして長く混乱した時間を過ごしてから、ようやく小さな声で呟つぶやいた。

「……長ちよう距きよ離り移動魔術？」

　おそらくそれが答えだろう。だからこそ見たことのない場所がいきなり目の前に広がっているのだ。それに、この美しいリングには、見覚えがある。

「えっと……そうだ、《道標》？」

　ロードマスターは長距離移動魔術の使い手で、リティーヤも彼の《道標》を一度見たことがあった。確か、こんなふうな形をしていたはずだ。

　つまり、ロードマスターは今目の前にある《道標》の主であり、障しよう壁へきを抜ぬけてこの土地にリティーヤを送り込んだというわけなのだ。

　送り込んだという──。

「ってしまったあああああああああ！」

　おそらくあの時ロードマスターはここへ移動するつもりだったのだ。それで準備を整えていた。そこにリティーヤが飛び込んで、誤って転移されてしまったのだ。

「どこここ……!?」

　もう何度繰くり返したかわからないが、リティーヤはまた周囲を見回した。まったく覚えのない場所だった。少なくともロードマスターの目的地だったのだから学内ではないだろう。学内なら、徒歩でも馬車でも行ける。そういう手段では時間がかかる場所へ行こうとしていたに違ちがいない。

　そして、もう一つの異常事態に、リティーヤは気付いてしまった。

　そこには、いつまで経っても彼女しかいないのだ。他ほかに誰か潜ひそんでいる気配もないし、隠かくれる場所だってない。一応そばにあった重々しい鉄のドアを押し開けてみたが、その向こうも闇やみが広がるばかりで誰もいる様子はない。ロードマスターはいない。

　そして、何分待っても、彼はやって来なかった。

　リティーヤが間違って転移されたのは目の前で見ていたのだから、すぐに追いかけてきてもおかしくはないのに。

「……なんで……!?」

　絶望的な気分で、リティーヤは呟いた。




　午前中に突とつ然ぜん時間が空いて、ヤムセは研究室にやってきた。リティーヤの論文の様子を見ておきたかったのだ。

　だが、研究室に着くなり彼は閉口した。ドアは開けっぱなしで、中には誰もいなかったのだ。どうせすぐに戻もどるつもりだったのだろうが、ドアくらい閉めていかねば幾いくらなんでも不用心だ。彼はリティーヤが残していった本やファイルに気付いて、床に落ちたそれらを拾い上げ、机の上に戻した。

　文句の一つも言いたくなって口を開いたら、なんとなく、その言葉が零こぼれ出た。

「……勝手に行くなと言ったのは、おまえだろうが」

　ばん、と。

　その呟きを遮さえぎるようにドアが開いた。

　ヤムセはなんとなくリティーヤが来るのが当たり前のような気分でそちらを振ふり向いた。バドは学外だし、テヨルもロードマスターも忙いそがしい。その思い込みには一応根こん拠きよがあった。

　だが、そこにいたのはリティーヤではなかった。

　一人の男と、イヌだった。

　男はヤムセと並ぶか、まだ高いくらいの長身で、がっしりとした肩かたの上に太い首と日に焼けた顔が載のっている。コートについた雪を気にするでもなく研究室に入ると、長机の上にあったものを払はらい落としてそこに腰こし掛かけた。

　そうして、にやりと笑いかける。

「よお」

「ヴォルド先生……」

　遅おくれて入ってきたイヌが、ちゃ、ちゃ、と爪つめの音をさせて机の下に潜もぐり込んだ。

　ヤムセは彼の姿を目にした時から瞬まばたきを忘れていた。目が乾かわいていることに気付いて一度目を閉じ、それからまた開く。目の前の光景は変わってはいない。

「どういう……ことですか」

　ヤムセの声は掠かすれていた。彼が動どう揺ようを表に出すことは珍めずらしく、ヴォルドはまた、嬉うれしそうに笑って煙草たばこを取り出し火をつけた。

「あのな」

　彼はヤムセの顔にわざと紫し煙えんを吹き付けた。ヤムセは彼を見つめていた。その胸に見える失われたはずの徽き章しようを。その腕うでにつけられた濃のう紺こんの地に白と銀の刺し繡しゆうが入った腕わん章しようを。闇夜に浮うき上がるようなその刺繡は剣けんを表し、その下に引かれた二本の金のラインは腕章に示される機関の長おさであることを示す。剣が表すのは治ち安あん維い持じ局と対ついをなす、《学園》の守り手。ただしこちらは防ぼう諜ちよう専門で、目的のためには手段を選ばないと恐おそれられる、その──。

「こういうときになんて言うか、きっちり教えたろ？　ご帰き還かんを心よりお待ち申し上げておりました、ってな──」

　その内部調査局の長の印。

　ヤムセは知らず声を荒らげていた。

「戻れるわけがない！　あなたは──」

「だが戻ってきたぜ、愛すべき古巣によ。なあ？」

　ヴォルドは弟子でしの頰ほおに手を当て、ぴたぴたと叩いた。
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『あの人をどうにかするには、もっと……決定的なものを摑つかまなければならない』

　そう言ったのは、グレイビルだ。

　魔導書調査委員会の長であるグレイビルは、なんとかしてリティーヤの身み柄がらを完全に手に入れようと考えている。リティーヤは〈昼〉の魔ま力りよくを持つ世にも珍しい存在で、魔導書調査委員会こそが〈昼〉の石板の謎なぞを解明すべきだと考えるグレイビルにとっては、彼女は喉のどから手が出るほど欲しい研究材料なのだ。

　ところがリティーヤは魔力環境研究室の人間であり、何度手を出しても結局はその室長であるロードマスターにはね除のけられる。ロードマスターは《Ａ》位魔術師で副学長でもあるから、彼がついている限りリティーヤに手を出すことは難しい。前回など、下手につついて委員会の方がぼろを出してしまい、ついにリティーヤの調査から締しめ出された。

　だから、グレイビルはあえてそのロードマスターに手を出すことにした。

　彼について調べ上げ、とにかく弱みになりそうなことがないか探し出すことにしたのだ。元元ロードマスターはその出生やら来歴やらに謎がある人物だ。《学園》に来た時にはもうかなり高度な魔術を修得していたし、年ねん齢れいすらはっきりしない。叩たたけば埃ほこりの出てくる相手、グレイビルはそう考えた。

　で、命令が下ったのが、リティーヤの調査が中断されて暇ひまそうにしていたゼストガだ。勿もち論ろんおおっぴらに調べるわけにはいかないから──魔導書調査委員会の人間に副学長の身辺を調べる権限などない──こっそりと、他の任務に紛まぎれて、だ。

　ところが調査のため学外に出て一週間もしないうちに内部調査局から調査員が送り込まれてきた。ゼストガがどうも任務とは関係のなさそうな動きをしていると、どこかから報告があったらしい。

　とにかく、そうして派は遣けんされてきたのが、以前から顔見知りだったバドだ。

　バドは魔力環境研究室の魔術師で、《Ｋキング》位ではあるもののゼストガの中では目立たない人物と認にん識しきされていた。その彼がどういうわけか内部調査局調査員としてゼストガの前に現れた。

　で、それが──十日ほど前のことだったろうか。

　今、ゼストガは、バドの監かん視しの下もと、まだロードマスターの調査を許されていた。




　大陸南部の都市ベリス。

　その日ゼストガは随ずい分ぶん早く起きて、宿の食堂に来ていた。駅から近い代だい償しようのようにベッドが狭せまく、よく眠ねむれなかったのだ。コーヒーを飲みながらテーブルに地図を広げ、今日の予定を確認する。

　かた、と目の前の椅い子すが引かれた。

　バドが来たのだ、と思い、ゼストガは顔を上げた。

　バドは確かにそこにいた。三十代の男性魔術師で、中背だが華きや奢しやな体形をしている。

「……どうしたんですかいったい」

「色々あるのだ」

　バドは落ち着かない様子で口元を撫なで、椅子に座った。

　彼は、トレードマークになっていた似合わないヒゲを剃そり落としていた。似合わないから剃った方がいいと思っていたし、確かに実際そうだったのだが──。

「思いの外、その……」

「なんだね、はっきり言いたまえ」

「……いえ、良いと思いますよ」

　ヒゲを剃っただけだが、随分雰ふん囲い気きが違っていた。何より若く見えるし、そのせいか、くたびれた感じの中にも鋭するどさが垣かい間ま見みえるようになった。ただ、頰が瘦こけているからか、以前よりもきつい感じがする。

　バドは興味もなさそうにふんと鼻を鳴らし、食事の注文をして、テーブルの上に広げられた地図に顔をしかめた。

「片づけたまえ。飯を食えん」

「僕は食べ終わりました」

「ゼストガ」

　バドはゼストガに視線を据すえ、一いつ切さい逸そらさずに言った。

「俺は朝と冗じよう談だんが嫌きらいなのだ。知っていたかね？　知らなかったら覚えることだ。そして金輪際そういう冗談を言うな」

「……わかりました。まあでも皿が来るまで聞いてください」

　ゼストガは広げた地図の一点を指した。

「今日はこの遺い跡せきに行きます。ロードマスターが管理責任者なんです」

「聞いたがね。管理しているというだけでか？　もう少しマシな手がかりはないのか？」

「これはそれなりにマシな手がかりですよ。いいですか、ロードマスターはこの遺跡に大変執しゆう着ちやくしています。二〇五年の夏を皮切りに、二一五年までの十年間に計二十六回もこの遺跡を訪おとずれています」

「責任者なんだから当然だろう」

「責任者になるのは二一五年の春ですよ。ロードマスターが《Ａ》位魔術師になった年ですね。いいですか、あの遺跡は本来ならばロードマスターの専門外です。あの人は生態系の──」

「待て。どんな専門分野だろうと、《ヘビの一族》の時代の遺跡に足を運ぶのは、魔術師ならば普ふ通つうのことだ。《ヘビ》は人類にとって魔術の先達だろう」

「それで発はつ掘くつもあらかた終わった遺跡に二十六回？　妙みような数字ですよ」

「…………」

　バドは黙だまった。彼を鼓こ舞ぶし、またほんの少し試ためすために、ゼストガはその静かな冷たい目を覗のぞき込んだ。

「バドさんは内部調査局の方なんですから、疑わしい人物について調べるのは当然のことですよ。ロードマスターほど謎が多い人物は《学園》には他ほかにいません。研究室の長を疑わなければならないのは辛つらいことでしょう、勿論。でもそれがあなたの仕事なんです。《Ｊジヤツク》位の僕が何をしたところで──多少内規を犯おかしたところで、大した問題にはなりません。でもロードマスターは違ちがいます。彼は《Ａ》の位階にあり、副学長という責任と権力のある立場にありながら、それを利用して内規に反した行こう為いをとっています。それを明らかにするんです──僕とバドさんとで。そのために、あなたは僕を見み逃のがしているのでしょう？」

「…………ゼストガ」

　バドは静かな、水たまりか何かのようにゼストガを映すだけの目を向けて言った。

「俺は君の身辺調査で来た。それは変わらない」

「勿論それで構いませんとも。でも忘れないでください、僕はあなたが気にしていることを明らかにできるんです。ロードマスターは信用に値あたいするのか。これは重要な問題です。あなたたちの研究室全体にとっても──」

　バドが諦あきらめたように視線を逸らすのを見て、ゼストガは自分が賭かけに勝ったのだとあらためて確信した。十日前、身辺調査のためバドが現れた時、ゼストガはロードマスターに関する疑念をはっきりと彼に伝えた。それは一つの賭けだったが、最終的にはこうしてバドは監視という名目の下に彼を自由にさせている。それは、バドもまた、ロードマスターの秘密を知りたがっているということだ。どこかで出し抜ぬかれ、情報だけかっさらわれる可能性はあるが──というか、バドが考えているのはそういうことだろう──ゼストガとて、その肚はらの読み合いに負けるつもりはなかった。

　ゼストガは先さき程ほど指し示した地図の一点を再び指した。それはこの都市の市街図だった。

「だから僕らは今日ここに行くんです──この、フロスト街区遺跡に」




　遺跡はベリス市内にある。

　正確には、ベリス市が《ヘビの一族》の時代の遺跡群の上に建てられたのだ。《ヘビの一族》の支配していた南部にはよくあることで、古王国の首都フレアバタンの旧市街がその典型だ。ただしフレアバタンの旧市街と違って、このベリス市では遺跡群のほとんどは解体され新たな町の建築資材に転用されていた。

　それでも、不気味な有ゆう翼よくの像、水を絞しぼったぞうきんのようにねじくれた塔とう、左右非対たい称しようのいびつな橋など、《ヘビの一族》の時代の名残なごりが、近代建築の中に突とつ如じよとして現れることがあった。

　歓かん楽らく街の外れにあるフロスト街区にも、そういった、当時のままに残された遺跡が一つある。

「寒い」

　バドは口をへの字にして言った。

　朝一番の歓楽街は大たい抵てい静かで寒々しいものだが、フロスト街区はそれを通り越こしてわびしさすら漂ただよわせていた。人ひと気けはまったくなく、凍こおり付くような空気はまだ十分には暖められていない。

　元々この都市は幅はばの広い川の両岸に発展してきた。フロスト街区はその西岸南なん端たんにあり、すぐ西には河か川せんの浸しん食しよくによる切り立った崖がけがせり出している。狭い、細長い区画には貧相な造りの建物が肩かたを寄せ合うように建ち並ぶが、ひときわ目を引くのはそれらの建物ではなく、崖だった。街区の西の端はしをなす白い崖に、両開きの巨きよ大だいなドアが取り付けられているのだ。それも、幾いくつも。

「遺跡に用かい？」

　通常の四倍の面積があるドアを見上げていると、不意にそういう声が聞こえてきた。ゼストガは声の聞こえた方を素す早ばやく振ふり返り、バドも不自然にならない程度に素早く対応した。

「ああ」

　バドがそう答え、相手の姿をよく観察する──それは、民家の前で木箱に腰こし掛かける、一人の男だった。防寒のためだろうか分厚いマントのフードを目ま深ぶかに被かぶり、前まえ屈かがみに、俯うつむき加減でバドらの方を眺ながめている。顔はよく見えない。木箱の上に置かれたカードを見ると、一人で占うらないかゲームに興じていたようだった。足下には大きな缶かんがあり、中で火を焚たいている。寒空の下で外にいるのだから、ひょっとすると辻つじ占い師か何かかもしれない。それにしてももっと繁はん盛じようする時間帯にいるべきだろうが。

　バドはゼストガの肩を叩たたいて言った。

「こいつがどうしても見てみたいっていうもんだからね。古い壁へき画がだかなんだか──俺にはよくはわからないが。あんたはこの辺りの人かい？　少しは詳くわしいのか？」

「さあ、旅行者よりは詳しいかもしれないね。壁画は柱の間だ。広くて暗いから、迷わないように気をつけることだ」

　男はしわがれた声でそう語った。バドは何気ないそぶりでゼストガを遺跡の方へ押し出した。

「ありがとう、気をつけよう」

「出てこなかった人間もたくさんいる」

「……それは物ぶつ騒そうだな。どういうことだい？」

「そのままだよ。昔から、あんまり奥に行くと危険だって言われていた。知らなかったかい？　最初に人がいなくなったのは、魔術師たちの発掘隊が入るよりも前の話だけれどね」

　数すう羽わの鳥が舞まい降り、男の足下でさえずり、彼は懐ふところからパンを出してそのくずを放ほうった。

「……最初の一人は少年だった。本当に知らないのか？　少年と、一匹ぴきのキツネの話だよ……」

「面おも白しろそうですね。聞かせてくれませんか？」

　ゼストガがバドの手を押しのけて、男に話しかけた。男は肩を揺ゆらした。笑ったのだ。

「ふふ、面白くはないよ。ただの、昔話だからね……」

　バドは渋しぶい顔をしたが、ゼストガはその話を聞き終えるまで、そこから動かなかった。




「面白い話です」

「よくある話だ」

　バドが不ふ機き嫌げんそうに言い、ランタンを掲かかげて闇やみを追い払はらった。

　岩がん盤ばんに幾つかうがたれた入り口の一つから、彼らは遺跡の中へ入っていた。

　広い空間だった。

　二つきりのランタンでは到とう底てい奥までは見み渡わたせない。天てん井じようも高く、壁かべは徐じよ々じよに内側へ向かって迫せまり、どうやら闇の中で丸天井を形成しているらしかった。壁へき面めんには赤と金の絵の具で植物をモチーフにした模様が描えがき込まれている。壁が天井に変わる辺りには、壁から抜け出そうとするかのようなポーズを取った半獣半人の像が彫ほり出され、躍やく動どう感と悲ひ哀あいを感じさせた。床ゆかは、磨みがき込まれたのか長年の使用によって摩ま滅めつしたのかはわからないが、凹おう凸とつがほとんどなく、つるつるとして顔が映るほどだった。

「キツネにそそのかされて、少年が遺跡の奥へ入り、結局出て来なかった、それだけだろう。これだけ広くて、外の光も入って来ないのなら、奥まで行けば戻もどってこられない。キツネがいなくても同じだ。キツネの話はおまけだ、わからないのか？」

「しかし、ここはロードマスターがあれだけ執しゆう着ちやくしている遺跡です。そこに《始原のキツネ》が関係するというのならば──」

「君は自分の容姿が人の記き憶おくに残りやすいということを理解していないのか？」

「は？」

　ゼストガはいきなり思ってもいなかったことを言われ、目を丸くして彼の方を振り返った。バドは神経質そうに周囲をランタンで照らし、ゼストガの持ってきた内部の見取り図を片手に、現在位置を確かめているところだった。

「それだけ派手な外見をしていて、聞き込みなどするものではない。君がしていることは内規違い反はんに問われる可能性があるのだ。後から問題になって、追つい跡せき調査でもされた日には一発でばれるぞ」

「ああ。確かに僕は目立ちますね」

　ゼストガは自分の銀ぎん髪ぱつに指を絡からめ、ランタンの灯あかりを反射する毛先を眺めて頷うなずいた。整った顔には甘い雰ふん囲い気きが漂うし、口調も丁てい寧ねいで、発音も上流階級の人間のように洗練されている。これではいやでも記憶に残るだろう。対して、バドは割と地味な方だ。白っぽい金きん髪ぱつに血色の悪い肌はだの色が特とく徴ちようといえば特徴だが、強きよう烈れつなものではない。物の言い方も声の調子もごく普通で、思い返せば先程の会話でもこの辺りの人間のしゃべり方をしていてまったく違い和わ感かんがなかった。オーバーコートは《学園》の支給品だが、魔術に縁えん遠どおい一いつ般ぱん人はそうと気付かないことが多い。数日も経たてば他の記憶と入り混じり、よくわからなくなってしまうだろう。

「バドさんは、随ずい分ぶん慣れているんですね、こういうことに」

「…………君より注意深いだけだ」

「そうでしょうか。まあそうかもしれませんが。でも、なんだかそうしていると──」

　ゼストガは自分でも妙みようなことを言っていると思いながら、肩をすくめて笑った。

「本当に、内部調査局の調査員みたいですね」

「……調査員だよ、そう言っただろう」

「ええ、聞きましたしそれはわかってますけど。ついこの間まで指導部にいたようには見えなくて。まるでずっと調査員だったみたいに慣れてます」

「……ずっとじゃない。もう長いこと離はなれていたし、このまま離れていられると思っていた」

「え？」

　ゼストガはその答えを得られなかった。

　訊きき返すゼストガの声に重なって、闇を切り裂さく悲鳴が聞こえたのだ。

「！」

　彼らは顔を見合わせ、声の聞こえた方向を知ろうと耳を澄すませた。声はもう一度聞こえたが、何度も反はん響きようを繰くり返し、どこから聞こえてきたものか正確にはわからなかった。だが、とにかく奥だ。ゼストガとバドは奥へ、慎しん重ちように走り出した。

　だが、もう一度その声が聞こえた時、バドは確信めいたものを込めて呟つぶやいた。

「おい、何か俺は嫌いやな予感がするのだが」

「奇き遇ぐうですね、僕もです」

　ゼストガも、揺れるランタンに照らされる足あし下もとと道順に注意しながらそう返した。

　最初の丸天井の広間を抜ぬけて、その奥にある、柱の間と呼ばれる空間に出る。こちらは最初の広間よりもさらに数倍広く、柱が百本近く並んでおり、基本的には外の入り口はどう通ってもこの広間に行き当たる。さらにそれを抜けると短い通路を経て小部屋に至り、小部屋には扉とびらが四つあった。どれも鍵かぎがかかっており、普ふ通つうの見学者はこれより奥へは行けない造りになっている。

　その扉の一つを指し、バドが言った。

「この向こうだ」

「どうしてわかるんです？」

「……我々の嫌な予感が当たっていれば、この扉の向こうしかない」

「……はあ」

　ゼストガは懐から鍵束を取り出し、その扉を開けた。鍵は、内部の見取り図とともに、現地の管理事務所の事務員に賄わい賂ろを摑つかませ、借り受けたものだ。

　扉の向こうからは、すう、と外気よりさらに冷たい空気が流れ出て、首筋を掠かすめた。

「……妙な雰囲気のところですね」

「やっぱりそうだ。声が聞こえる」

　開いた扉の先からは、確かに先さき程ほどよりもはっきりと、悲鳴が聞こえてくる。

　少女の声だ。やや高く──彼らは二人とも、聞き覚えがあった。嫌な予感が当たっていたことを知ったゼストガは走り出す前に愕がく然ぜんとして怒ど鳴なった。

「でもどうしてここにいるんです？　扉は全部鍵がかかってますよ！」

「この奥に……その、出入り口があるはずだ。おそらくそこから入ってきたんだ」

「バドさん、そんな造りまでご存じなんて、ここに来たこと──」

「いいから行くぞ。手て遅おくれになる」

　バドの手にはいつの間にか拳けん銃じゆうが握にぎられていた。大口径のリボルバーで、護身用にしては少々ごつい。バドはゼストガの問いに答えないまま、声の聞こえる通路の奥へ駆かけ出した。

「ちょ──バドさん！」

「鍵をかけろ」

　バドの声が通路の奥から返ってきた。ゼストガは扉を閉め、鍵をかけてから慌あわててそれを追った。

　そして、出会ったのだ。

　妙な生き物に襲おそわれて、泣き叫さけぶリティーヤに。
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「来ないでええええ！」

　リティーヤは精せい一いつ杯ぱいドアを押さえていた。ドアの向こうからは爪つめでかちゃりかちゃりと引っ搔かく音や荒あらい呼吸音や呻うなり声が聞こえ、さらにドアの隙すき間まからは巨きよ大だいな獣の前ぜん腕わんが入り込み、その鋭するどい爪が獲え物ものを引っ掛かけようと虚こ空くうを搔いている。腕うでだけを見るとクマに似た生き物に見えるが、この辺りで一般に見かけられるクマよりは遥はるかに小さい。あと何故なぜか長い体毛に交じって小さなヘビが大量に生えて、好き勝手な方向にうごめいている。

　ぴち、ヘビの吐はいた毒液が服にかかって、リティーヤはまた悲鳴を上げた。

「ひいっ、ひいいいいいいっ！」

　今彼女はドアを押さえつけ、うごめくヘビやクマの爪に触ふれないよう、必死で身をよじって耐たえていた。そこは最初にリティーヤが転移してきた小部屋だった。

　何故こんな事態になったのかというと──。

　小部屋のドアを開けて、ロードマスターがいないことに呆ぼう然ぜんとしていたら、この獣に襲われ、間かん一いつ髪ぱつで部屋に逃にげ込んだもののドアの隙間に手を突つっ込まれたのだ。

　以来、もう二十分はこの状態である。幸運だったのは、相手が自分より多少軽い、ごく小さな個体だったことと、ドアが内開きだったから押さえていれば良かったことと、ちょうど滑すべった足が止まる位置に《道標》の台座があったことだ。あるいはこのドアをちょっと動かして隙間を広げてやれば、相手も腕を抜いてくれるかもしれない。が、そんなことをして、もしも中へ入られたらと思うと、怖こわくてとてもできたものではない。ごく微び妙みような力関係の結果、今の状態が維い持じされているのだ。

　だが、長くは続かない。

　力を入れていた全身は痛み始め、足もがくがくと震ふるえてきた。

　もう、どうしたらいいのか──。

　その時突とつ然ぜん、ドアの向こうから連続した炸さく裂れつ音がして、凄すさまじい悲鳴が上がった。獣けものが上げた声だと気付いて、リティーヤは思わず腰こしを浮うかした。力が緩ゆるみ、ドアが一いつ瞬しゆん先程より開く。

「しま──」

　中へ入り込まれる、そう思った時、何故かドアを押し返していた力は忽こつ然ぜんと消えて、挟はさんでいた腕が抜けた。

「へ？」

　リティーヤがまた体重をかけたので、ドアは今度こそがちゃりと音を立てて閉じられた。

「……へ？」

　完全に密室になった室内へ、外から何か音が聞こえ、それが今度は遠のき、聞こえなくなった。リティーヤは唾つばを飲み込み、油断せずにドアに耳を押し当てた。

　ぐわんぐわんとドアが鳴った。

　驚おどろいて耳を離したが、手は押さえたままだ。耳を離してみてわかったが、どうやらドアはごんごんと打ち鳴らされているだけらしい。下手に近づきすぎたせいで、耳を聾ろうする音に聞こえたのだ。

　そのドアを打ち鳴らす音がノックの音だと気付いたのは、知り合いの声が聞こえてきてからだった。

「無事かね？」

「バドさんっ!?」

　そんなバカな、と思い、声を上げたリティーヤの鼻っ面つらに、突然開いたドアがぶつかってきた。思わず力が緩んだところで、ドアを開けられたのだ。

「ひ……く……っ」

　しゃがみこみ、痛みにもだえるリティーヤを見て、バドは心配そうに尋たずねた。

「怪け我がをしたのか？」

「……ええおかげさまで！」

　叫んで顔を上げると──。

　ランタンに照らし出される顔が、予想したそれと少し違ちがった。

　顔色の悪さも神経質そうな表情も変わらない。

　だが。

「ひ、ヒゲは、バドさんっ！」

「……俺のヒゲがどうして君らはそんなに気になるのだ」

「君ら？」

　その時、もう一つランタンが近づいてきて、バドの後ろで止まった。

　リティーヤはそちらを見上げ、バドの後ろに立つゼストガを見つけた。

「え」

　目が合い、ゼストガは、あの穏おだやかな笑えみを少しだけ皮肉っぽく歪ゆがめて言った。

「……相変わらずのようですね、リティーヤさんは」




　小部屋の外の壁かべとドアには血がべったりとついていた。あの獣の血だという。

「手負いで逃がした」

　バドは血の跡あとが点々と続く通路の奥をランタンで照らし、そう呟いた。リティーヤはバドに言われて火を消した蠟ろう燭そくを部屋の隅すみに戻もどし、ブーツに血がつかないよう気をつけて通路に出ると、二人の知り合いを交こう互ごに眺ながめた。ゼストガは足あし下もとの血を照らし、顔をしかめている。

「何故あんな生き物がいるのですか」

「話すと長いのだ。血の臭においで近寄ってくる種もいる。先にここを離はなれる」

　バドはそばにあったドアを開けて中の安全を確かく認にんすると、そこにゼストガとリティーヤを導いた。中はまた別の、幅はばの広い通路になっており、バドはさっさと先に立ってその奥へと歩き始めた。

　ゼストガはその背を追いかけて詰きつ問もんするように問いかけた。

「バドさん、やっぱりここ来たことあるんですね？　いったいどういうつもりで──」

「あ、待ってください、ロードマスターが迎むかえに来てくれると思うんです、だからあんまり動くとはぐれて──」

　バドは前方を見み据すえたまま言った。

「ロードマスターなら自分で判断できる。とにかくここは危険なのだ」

「バドさん、僕の方の質問は？」

「後だ、先にリティーヤ、答えてくれ。何故ここにいる？」

「それは──」

　ゼストガが我に返った様子でリティーヤの方を振ふり返った。

「そうだ、ロードマスターと一いつ緒しよに来たんですか？　転移ですね？　あの部屋に《道標》があったんですね？」

「う……その、間ま違ちがって、ロードマスターが転移しようとしていたところに入っちゃったみたいで。で、あたしだけ……」

「どうしてそれであなただけがここにいるんです？　ロードマスターが追ってくるでしょう？　──いえ、そもそも、どうしてロードマスターはこの遺い跡せきに来ようとしていたのですか」

「そんなの知りませんよお！」

「おそらく何か横やりが入ったのだ」

　バドが前を歩きながらそう言った。通路はやはり岩がん盤ばんを人工的にくりぬいて造られており、三人くらいは余よ裕ゆうを持って並べたのだが、バドはそうしなかった。用心のためだろう。曲がり角や十字路のたびに随ずい分ぶん注意深くしている。

「幾いくらあの人でも君をここに放ほうり出したままというのはおかしい。何かはわからんが、トラブルだろう……それから、ゼストガ。言っておくが、ここの敷しき地ちに《道標》があることは学長もご存じだ。ロードマスターの失点にはならんぞ」

「……わかりました。しかしロードマスターが転移してくるところだったというのは、どういうことですか。バドさん、あなたならその答えを知っているのでは？」

「…………」

　失点？　リティーヤはあらためてこの奇き妙みような組み合わせの二人を眺めて首を捻ひねった。

「それで、どうしてバドさんとゼストガさんが一緒にいるんですか？　バドさん、何か任務で学外にいたんですよね、それとゼストガさんが関係あったんですか？」

「彼は一人だとへまをするから俺が監かん視しに派は遣けんされたのだ」

「……ちょっとバドさん、そういう言い方ってないでしょう、誤ご魔ま化かすならもうちょっと言いようが……」

「君が若く未熟なのは事実だろうが」

　それに対してさらにゼストガが反論しようとした時。

　バドが突然、ランタンを持っていない方の手を掲かかげて立ち止まった。

　通路の前方から、むっとする腐ふ肉にくのような臭いが漂ただよってきた。

　バドは背後のリティーヤらに合図して、手近のドアに張り付き、それを音をさせないよう慎しん重ちように開けた。小部屋で、奥に別のドアがある。彼らはそこへ静かに入り、ドアを閉めた。バドがランタンの火が見えないよう覆おおいを下ろしたので、ゼストガもそれに従った。そして暗くら闇やみの中、息を殺して一言も喋しやべらずにじっと待っていた。

　……やがて、外の通路から、ずる、ずる、という何か濡ぬれたものを引きずるような音が聞こえてきた。くすくすという、子どもの笑い声のようなものも聞こえる。音と声は次し第だいに近づき、そして遠ざかっていった。

　バドは音が聞こえなくなり、腐ふ臭しゆうが薄うすまってから、ようやく覆いを上げてランタンで周囲を照らした。

　リティーヤはいつの間にかかいていた掌てのひらの汗あせをスカートで拭ぬぐった。

「い、今のは……」

「この遺跡に棲すみ着いているやつだ。人の声に聞こえるが、人ではない。気をつけろ」

「…………」

　なんなのだ。ここは。

　リティーヤは同じく呆ぼう然ぜんとした様子のゼストガと視線を合わせ、互たがいに何も知らないのだということを確認した。それからその二人の視線は部屋の様子を確認しているバドへ、自然と集まる。声に出して訊きいたのはゼストガだった。

「バドさん、ここはなんなんですか」

　バドは部屋の安全を確認すると、荷物の中からベルトとホルスターを取り出し、それを腰に巻いて、それまでずっと手にしていた拳けん銃じゆうをやっとホルスターに収めた。

　それから、諦あきらめたように嘆たん息そくしてこちらを向いた。

　その顔色は、いつもよりさらに白く見えた。

「……ここには、《ヘビの一族》の時代の守護者たちが、まだ残っているのだ」

「守護者、って……」

「生命のあり方をいじられたものたちだ。見ただろう、あのクマとヘビ、それに……さっきの。あれは全部そうだ。遺跡の中に入ったものを殺すために、ここに押し込められている。だからこそ、ロードマスターが管理責任者となって、見張っているのだ。……まあ、あの人はここを抜ぬけ道に使うこともあるようだが、普ふ通つうの人間にとっては化け物の巣そう窟くつだよ」

「……で、でも、魔術があれば……」

「ここはあの守護者たちを少しでも弱体化できるよう、特とく殊しゆな結界に包まれている。気付かなかったのか？　ここで魔術を使えるのはロードマスターだけだぞ」

「あっ、それでさっき……」

　リティーヤはクマ（のような生き物）に襲おそわれた時、咄とつ嗟さに魔術を使ったのだ。だがうまく発動しなかった。

「どうせまた失敗したんだと思ってたんですけど、あれって結界のせいだったんですね」

「……いや、そこはできれば何か変だと気付いて欲しいんだが」

　バドがうんざりした顔で言い、立ち上がった。

「とにかく行くぞ。なんとかしてここを抜けんと──おい、ゼストガ、地図は？」

「え？」

　ゼストガは訊き返した。

　しん、と沈ちん黙もくが降りた。

「だから、地図だ。さっき渡わたしただろう、リティーヤを──」

「……そう、でしたか？　いや、しかしあれはバドさんがまだ」

　男二人は慎重に自分の記き憶おくを探さぐりながら言い、リティーヤは嫌いやな──最悪の予感に、冷たい汗が流れ落ちるのを止められなかった。




　地図は、見つからなかった。

　おそらく入り口付近で受け渡しの時にばたばたしていて落としたのだろうということになった。入り口まで戻ればなんとかなるはずだ。いや、入り口まで戻れたら地図はいらないのだが。

「…………バドさんは、ここに来たことがあるんですね」

　重苦しい沈黙を破ったのはゼストガだった。バドは疲つかれたようにその場に腰こしを下ろし、額を押さえていた。

「二度だけだ」

「記憶している道もありますね」

「ある。だがここから先はあやふやだ。声を追ってきたから、道順をいちいち確認できなかった。こちらからでも入り口に戻もどれるはずだが──」

「確実に記憶している道に出られますか？」

「無理だ。あのドアの前の通路を通らねばならんのだ。あそこはもう化け物だらけだろう。さっきのやつも血の臭においに引き寄せられていったのだ」

「……わかりました。では先に進むかロードマスターを待つかですね」

「でもさっきのところに集まった動物がこっちにも来るかも……」

「では先に進むしかありません」

　バドはゼストガの出した結論に抗あらがうように顔を上げたが、出てきた反論はあまり強い調子のものではなかった。

「……道を間違えるかもしれん」

「その時は間違えたところまで戻ればいいんです」

「戻れれば、な」

　バドはそう言いながらも、立ち上がってランタンをかざした。再び腐臭が近づいていたのだ。

「今度はやり過ごせないかもしれない。急ぐぞ」

　リティーヤはバドとゼストガに挟はさまれるようにして、その場を速すみやかに離はなれた。
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　だが、散々歩き回って、辿たどり着いた先は迷宮の入り口ではなく丸まる天てん井じようの小部屋だった。入ってきたドアの他ほか、出入り口はない。

　行き止まりだ。

　バドは室内をランタンで照らし出すと、疲れた顔で溜ため息を吐ついた。

「だから間ま違ちがえると言っただろう」

「だから戻ればいいんですよ」

　バドとゼストガがごちゃごちゃ言うのを放ほうっておいて、リティーヤは部屋の隅すみに座り込んだ。

　もう一時間は歩きっぱなしだったのだ。

　はあああ、と長く息を吐き、早はや鐘がねを打つ心臓を服の上から押さえる。

「こ、怖こわかった……」

　あの後、例のくすくす笑いが三度聞こえた。クマに似た生き物と一度遭そう遇ぐうし、それから翼つばさのない鳥のような生き物と出くわし──どれも思い出したくない。リティーヤはぶんぶんと首を振ふった。

　突とつ然ぜん、頰ほおにぺたりと冷たいものが押し当てられた。

「っ！」

「どうぞ」

　悲鳴を上げそうになったが、押し当てられたのは水すい筒とうだった。ゼストガが差し出してくれたのだ。

「あ、ど、どうも」

　リティーヤは視線を合わせているのが落ち着かなく、さっと水筒を受け取り、水を一口二口、口に含ふくんだ。これからどれくらいこの遺い跡せきにいるのかわからないから、あまりたくさんは飲めない。

「遺跡の規模はそう大きくはないはずです。大だい丈じよう夫ぶですよ」

「……わ、わかってます。バドさんが説明してくれましたもん」

「…………」

　ついついつっけんどんな口調になってしまい、リティーヤはしまったと思った。

「あ、そ。その」

「バドさんなら他の道を探すって様子を見に行きましたよ」

　言われて気付いたが、バドは室内にはいなかった。ということは、二人きりだ。

　思い出さないようにしていても、その言葉は記憶の淵ふちから蘇よみがえってきてしまった。

『駆かけ落ちでもしましょうか』

　彼と顔を合わせたのはあの誘さそいを断って以来だ。その時の彼の顔、声、溶とけかけていたアイスクリームの甘い匂においまでが頭の中で再現され、リティーヤは緊きん張ちようし、混乱する。喉のどが渇かわき、掌に汗を搔かく。あの時はできたのに。あの時は、平気な顔で言えたのに。

『あたしは逃にげたくない』

　リティーヤは唇くちびるを嚙かんで己おのれのふがいなさを叱しつ咤たした。

　だがゼストガはあまり気にした風も見せず、室内を見回している。

「また祭さい壇だんですね」

　彼の言う通り、小さな部屋の片かた隅すみに、先さき程ほどからしばしば見かける石の台のようなものがあった。台の上には燭しよく台だいがあり、そばには燭台から落ちたらしい四本の蠟ろう燭そくが転がっている。この蠟燭も二世紀前のものだろうか？　それとも、数十年前にここに入った発はつ掘くつ隊のものか。

　そして燭台の奥に、小さな石が置いてあった。

　水色の、平べったい石で、表には原始文字が刻まれている。

　ゼストガはその石を拾い上げて呟つぶやいた。

「……夜とか、冷気とかを表す言葉ですね」

「それでこんなに寒いんですか、ここ？」

　リティーヤは腕うでを擦こすって呟いた。こんなところに来るはめになるとは思っていなかったから、制服姿なのだ。今までは歩き回っていたから多少は暖を取れたが、立ち止まってみるとかなり寒い。長く日が差し込んでいないからかもしれない。

「それはどうかわかりませんが。ええと、確かここは〈夜〉の魔ま力りよくについての何か特殊な研究所だったらしいですね」

「研究所？」

「そうです。ひょっとしたら、ここを造った《ヘビの一族》は、研究成果を人類に渡さないためにあの獣けものたちを放ったのかもしれません。自分たちが滅ほろびる前に……」

「……ふーん……」

「僕は選せん択たく肢しを提示しただけですから、それを選ばなかったリティーヤさんが気にすることはありません」

　リティーヤはハッとして顔を上げた。小さな祭壇を一いつ緒しよに覗のぞき込んでいたので視線は間近でぶつかる。

　ゼストガの整った顔に浮うかぶのは、以前と同じ穏おだやかな笑えみだ。

　ただし口元が皮肉めいた感じに歪ゆがめられている。

「気を遣つかわれるのは迷めい惑わくです。金輪際妙みようなそぶりはやめてください」

「……は、い……」

「それとも」

　ゼストガはリティーヤの顔に手を伸のばし、その頰を思い切り摘つまんだ。

「い、いひゃたっ」

「後こう悔かいしているんですか？」

「は、はあ!?」

　リティーヤはゼストガの手を振り払はらった。ひどくつねられたせいで、頰が熱い。たぶん、赤くなっているだろう。

　ゼストガは、その腫はれている頰に触ふれた。

　リティーヤはまたつねられるのかと警けい戒かいを強めたが、今度はその指先は頰を撫なでるだけだった。痛くなった頰を刺し激げきされ、リティーヤはびくりと震ふるえる。ゼストガは彼女がまた手を振り払う前に離れ、立ち上がって言った。

「二度と僕はリティーヤさんを誘いません。後悔しても、もう知りませんからね？」

　自分自身を皮肉り、嘲あざけるような笑みだった。

　彼の笑みを歪ませているのはリティーヤだ。リティーヤが、ゼストガの誘いを断ったからだ。

「……後悔なんて」

　声が掠かすれていたのを気付かれただろうか。ゼストガの目から彼の感情が入り込んできて、自分の心の隅すみ々ずみまで見み透すかされてしまう気がして、リティーヤは逃げ出したくなった。心しん拍ぱく数すうが上がって呼吸がうまくできなくなる。目を閉じるか逸そらすかしてしまいたくなる。

　だが最後にはそういう自分を胸の中で叱しかりつけ、彼を見上げたまま言った。

「後悔なんてしませんもん。あたしは立派な魔術師になるんですから」

　──ゼストガは、不意にその笑みからとげとげしい皮肉っぽい歪みを消した。

「……リティーヤさんが」

　そして、悲しげな目でリティーヤを見つめ、

「立派な魔術師になるなんて」

　もう一度手を伸ばし、

「無理に決まってるじゃないですか」

　今度はリティーヤの両頰をつねりあげた。

「いっ！」

「だいたい立派の定義はなんですか？　ロードマスターとか言ったら今のうちに抹まつ殺さつしておきますからねっ！　あんな人この世に二人以上は必要ありませんっ！」

「いひゃっ、いーひゃーいっ！」

　リティーヤはゼストガの手を振り払おうとして身をよじった。途と端たんにバランスを崩くずし、後ろに転びそうになる。身体からだを支えようと背後に闇やみ雲くもに手を伸ばし──。

　その手が、滑すべった。

「あっ!?」

　石の床ゆかに敷しかれていた絨じゆう毯たんの上に手を置いてしまったのだ。絨毯は二世紀を経て随ずい分ぶんもろくなっており、リティーヤが体重をかけたところから裂さけた。リティーヤは身体を支えきれず床に思い切り背中を打ち付ける。ゼストガは寸前に彼女の頰から手を離はなしており、舞まい上がった糸くずや塵ちりなどを防ぐため口元を手で覆おおい、迷惑そうに眉まゆをひそめた。

「何をやっているんですか。その絨毯だって重要な遺物かもしれませんよ」

「あ、しまった……！」

　リティーヤは自分の手の下で裂けてしまった絨毯を見た。絨毯は元々鮮あざやかな赤だったのだろうが、今はやや茶色がかった色に退色していた。羊毛か何かで、非常に手の込んだ幾き何か学がく模様が織り込まれている。

「うう、貴重そう……なんでこういうのがまだ残ってるのよ……」

「そういえば祭壇もそのままですね。ここはまだ発掘隊が入っていなかったのかもしれません」

「えっ！　じゃあ未調査品に傷つけたってことですか？　そ、それってほんとにまずいんじゃ」

「しかし二世紀前から誰だれも入っていないというふうには……おや、ここに識別番号が振ふられていますよ」

　床の片隅には、確かにゼストガの言うように白いインクで数字と記号が記されていた。では、ここも一応発掘対象にはなっているのだ。

「でも、残ってた……？」

　いったいそれはどういうことなのだろう。リティーヤはあらためて絨毯に視線を戻もどした。

　そして、突とつ然ぜんあることに気付いて、その絨毯の端はしを摑つかみ、持ち上げた。

「あ、そんなに乱暴に扱あつかうとまた──」

「ゼストガさん、これ！」

　絨毯の下、石の床に、絵が描えがかれていた。

　赤、黄、青、緑、紫むらさき、そして白。

　絨毯で隠かくされていた正方形の床いっぱいに、極ごく彩さい色しきの世界が広がっていた。まるで子どもの絵のような、自由奔ほん放ぽうな筆ふで遣づかいと色遣いだった。四方には柱と床、それに天てん井じようが、その内側にはリティーヤの身長ほどの扉とびらが描かれている。扉はぴたりと閉とざされ、その上には植物が大だい胆たんに描き込まれていた。蔦つたが絡からまり、花が開き、水すい滴てきが光り、生命の喜びに溢あふれている。

　ただ、極彩色の扉の片隅に、真っ黒く塗ぬりつぶされた箇所があった。そこだけが生命感がなく、まったくの闇やみだった。

「絨毯は、これを隠してたんですか？」

「というか、守ってた……のかも。ほら、空気にさらされてると退色しちゃうじゃないですか」

　リティーヤは言い、絨毯をすべて丸めて横にどけた。褪あせていた絨毯に比べ、床の絵は遥はるかに鮮やかで、当時の色彩を留とどめていると思われた。

「…………」

　絵を見つめていたゼストガが、急に腕を伸ばしてその絵に触れた。リティーヤは慌あわてて彼の手を摑む。

「ちょ、ゼストガさん何やってんですか！　せっかくこんな綺き麗れいに残ってるのに！」

「いえ、ちょっと思い出したことがありまして。この遺い跡せきに入る前に、地元の方から教えていただいた話があったんですよ……聞きたいですか？」

　見上げるとゼストガは悪戯いたずらっぽく笑った。




　まず、少年がいた。

　それから、キツネがいた。

　少年の素す性じようはわからない。いつの間にか遺跡の近くに住み着いていたという。彼は遺跡に潜もぐっては、発掘品を業者に売って生活していた。遺跡は暗く深く、また奥には恐おそろしい化け物がおり、大人ですら近寄ろうとはしなかったが、少年は身軽ですばしこく、また賢かしこくもあったため、化け物をやり過ごし、いつも無事に戻ってきた。少年を真ま似ねる者もいたがうまくはいかず、大たい抵ていは這ほう這ほうの体ていで逃にげ帰る結果となった。少年を妬ねたみ彼から直接発掘品を奪うばおうとする者は、それ以上のひどい目にあった。少年の知ち恵えと敏びん捷しようさはことごとく彼らの上を行った。

　ある時、少年は遺跡で一冊の本を見つけた。その日は他ほかに収しゆう穫かくもなく、本など大して高くは売れまいと思ってがっくりして帰ったが、意外なことにそれは高値で売れた。その時になって、少年はその本が魔導書というものだと知った。そして、魔術師という存在に出会った。

　少年は魔術師と魔導書に興味を覚えた。自分もまた彼らのような魔術を使いたい、そうすればもっとたくさんのことができるようになるだろう。これまで自分の持てる知恵と身体を使って精せい一いつ杯ぱいに生きてきたが、今度はそれ以上のことができる。その可能性の広がりに彼はとりつかれた。

　さて、少年は一匹ぴきのキツネを連れていた。これは少年がこの町に現れた時からそばにおり、片時も離れなかったという。

　このキツネが、少年に語った。僕が魔術を教えてあげようと。




　そこまで聞いて、リティーヤは、なあんだと言った。

「それラガロとキツネの話の変形じゃないですか。大陸中にありますよ」

「いいから黙だまって聞いてください」

　ゼストガはリティーヤの鼻先に指を突つきつけ、彼女を黙らせると話を再開した。

「少年はキツネに魔術を習い、やがてそこらの魔術師の遥か上を行く魔術師になりました。そうすると、今度はキツネが遺跡の一番奥へ行こうと少年を誘さそうのです。そこに凄すごいものがあって、そこに行けば少年でも〈王〉になれると言って」

「〈王〉……？」

「少年はキツネに従い遺跡の奥に行きました。そうして、その行き止まりの部屋にあった扉を開けて、隠された真実の部屋に辿たどり着いたのです。少年は素す晴ばらしい魔術の秘密に触ふれて、〈王〉になることができました。ところがいざ戻ろうとすると、あったはずの扉は絵になっていました。絵の扉では戻ることはできません。そうして少年は結局戻って来ず、キツネだけが戻ってきて、そこを永遠に去ったのでした……この後に続く話では、少年の分身が大陸中に散らばって争いを繰くり広げるらしいんですけど、まあ、こっちは後世に別の話が交ざったんでしょうね。前後の脈みやく絡らくが感じられませんから」

「…………」

　リティーヤは黙り込んだ。後味の悪さに黙ってしまったのではない。確かにそれは最悪だが、それ以上に気になることがあった。

「……絵の扉？」

「そう。絵の扉ですよ」

　ゼストガは得意そうに言い、描かれた極彩色の扉を見下ろした。

「まさしくこれです。きっと、ここに辿り着いた人間が創作した話なのでしょうね」

「…………でも、じゃあ」

　リティーヤの目は扉を見つめていた。その蔦の一本一本、美しい花びらの一枚一枚。それらの陰かげに隠されてしまいそうな、扉を見つめて言った。

「キツネはどうやって戻ってきたんですか？」

「キツネ？　最初から中に入らなかったのかもしれませんよ。それにこれは創作でしょうから」

「創作じゃなかったら？」

　今度はゼストガが黙り込んだ。今までこの話が創作ではない、などとは思わなかったのだろう──そう、ラガロと物言うキツネの出会い以来、この手の話は幾いくつも作られ、語られ、様々なバリエーションが生まれてきた。

　だがそれらのすべてが創作とは限らない。

「もしも創作じゃなくて事実で、少年が帰って来なかったとしたら、この物語を語ることができたのはキツネだけです。キツネは少年といつも一いつ緒しよだったんでしょう？　なら少年が〈王〉になるその時まで、きっと一緒だったはずです。そのキツネがあたしたちの知る《キツネ》なら、きっとそうします」

　リティーヤの頭には、今まで自分の人生に散々関かかわってきた男の、キツネに似た顔が浮うかんでいた。もしもこの物語の中のキツネであり語り手である存在が彼ならば、この物語の最大の見せ場である少年の没ぼつ落らくを見み逃のがすはずがないのだ。

「そして、そうであるなら、キツネは戻って来なくちゃいけないんです」

「しかし、出入り口はありません」

　ゼストガが、嗄かれた声で呟つぶやいた。彼は驚おどろきに目を見開き、これまでとは違ちがう、緊きん張ちようした様子で扉を見つめている。

「何かあるはずです。キツネが出たのなら。キツネにはくぐり抜ぬけられて、少年には抜けられない、そういう──」

　ふ、とリティーヤの目がそれを見つけた。

　それは、扉の片かた隅すみに食い込んだ闇だった。

　四角くくりぬかれたような闇は、もう一枚の扉なのではないか？

　リティーヤはその扉に手を伸のばした。少年が抜けられず、キツネならば抜け出せる、そんな大きさの扉へと。

　指先が、黒い扉に触れた。

　いや、触れはしなかった。何故なぜならそこにあったのは扉ではなく、向こう側から覗のぞく闇だったからだ。扉と思ったものは扉ではなく、扉の描かれた床ゆかをくりぬいた本物の穴だったのだ。

「！」

　リティーヤは身体からだが吸い込まれるような感覚を覚えて慌てて手を引っ込めようとした。だが一いつ瞬しゆん遅おそく、まるで誰だれかに腕うでを引っ張られたように、手から穴の中へ吸い込まれてしまう。

「いっ」

　穴は小さく、リティーヤは頭と肩かたを縁ふちにぶつけた。腕を引っ張られる感覚はまだあって、穴の中から抜くことができない。

「何やっているんですか！」

　ゼストガは叫さけんでリティーヤの身体を摑つかみ、穴から引きずり出そうとした。ところがなかなか腕は抜けない。そして、リティーヤが床にもう一方の手をつき、力をかけ、もがくうちに──。

　床が、抜けた。

「うげ」

「リティーヤさんっ」

　身体の下に虚こ空くうが口を開き、色いろ鮮あざやかに着色された床の残ざん骸がいとともに、リティーヤは闇の中に投げ出された。




「ふ……ふは、あはは……」

　リティーヤはもう笑うしかなかった。足あし下もとには闇が広がるばかりだ。先さき程ほど、からんと高い音を立てて床の残骸が地面にぶつかったが、その滞たい空くう時間から考えるに、そう遠いところに底があるわけではないようだ。落ちて無事でいられるほど近くもないが。

　そして、今彼女の身体をその地面との衝しよう突とつから守っているのは、ただ一本の腕だった。

　ゼストガが、穴の縁から身体を乗り出して、リティーヤの左腕を自分の右腕で摑んでくれているのだ。

「……っ、笑ってると落としますよ……っ」

　縁から顔を覗かせたゼストガが苦く悶もんの表情でそんなことを言うので、リティーヤも慌あわてて笑いを引っ込め、彼の右腕に右手を伸ばし、両手でその腕に摑まることに成功した。

　だが、その時、ゼストガの顔に驚きの表情が浮かんだ。

　リティーヤはつられて、彼の視線の先を追う。ゼストガの腕を摑んだまま、首を捻ひねり、地面も見えない暗くら闇やみへ目を向ける。

　闇の中に小さな光が見えた。

　光は僅わずかに青みがかって、明めい滅めつを繰り返し、そのたびに徐じよ々じよに大きくなっているようだった。いや、リティーヤらの目が慣れて、大きく見えるようになってきただけかもしれない。

　やがて、光の中に、灰色の塊かたまりが見分けられるようになった。

　それは、石の台座と、石板だった。

　距きよ離りがあるので台座がどれほどの大きさか正確なところはわからない。だがリティーヤはそれに類るい似じしたものを以前にも見ていたから、それがリティーヤが乗れるほど巨きよ大だいなものであると直感できた。巨大な、石板と台座。

「《グリーンワードの魔導書》……？」

　畏い怖ふを含ふくんだ声で囁ささやいたのはゼストガだった。彼もリティーヤと同じように、その青みがかった光の中に現れたものを──いや、それに類似したものを、見たことがあった。

　古王国首都フレアバタンの、地下でのことだ。

　そこで彼らは一緒に《グリーンワードの魔導書》の〈昼〉の台座を見ていたのだ。

　だが、今台座には石板がぴたりと隙すき間まもなく収まっている。〈昼〉の石板は台座から離はなれているから、これは〈昼〉の台座ではない。

　その時、光がひときわ強く輝かがやき、それと同時に触れただけで凍こおり付きそうなくらいの冷たい風が、穴の底から吹ふき上がってきた。

「っ！」

　リティーヤもゼストガも身を縮めるようにして耐たえた。だが肌はだを伝うのは冷気だけではない。鳥肌が立ち、収まらない。吐はき気がして、目眩めまいがする。手を離してしまいそうになって、リティーヤは慌ててゼストガの腕をきつく握にぎった。

　魔術師は自身の、あるいは自然界に存在する魔ま力りよくの動きを支配して、自然ならざる現象を引き起こす。今は、その魔力の動きに異状があった。

　静せい寂じやくと冷気を生み、あらゆる熱を、エネルギーを奪うばう〈夜〉魔力。

　あの台座から、強きよう烈れつな〈夜〉魔力が放たれ、元々魔力に敏びん感かんな魔術師たちを打ちのめしたのだ。

「……っ、力、が」

　リティーヤは激しい吐き気と酩めい酊てい感に襲おそわれ、ゼストガの腕を摑む手から力が抜けていくのを感じた。握あく力りよくが弱まり、目の前の腕にしがみつくことすら困難になってくる。まずい。

「リティーヤさんっ」

　ゼストガも同じ魔力の影えい響きようだろう、苦しそうに顔を歪ゆがめている。それでもかろうじてリティーヤの手を摑み続けようとするが──。

　先程リティーヤに吹き付けていた風が、今度は再びリティーヤを吸い込む流れに変わった。

　引っ張られるような感覚が強くなり、しかも噴ふき出した汗あせでずるりと右手が滑すべった。

「！」

　滑り、離れていこうとした手を、しかし伸ばされた別の手が摑んだ。

　穴の縁から覗いたのは、バドの顔だった。

　リティーヤは右手をバド、左手をゼストガに摑まれ、なんとかその穴から身体を引き揚あげることに成功した。

　リティーヤが引き揚げられ、床の上に倒たおれ込むと同時に、砕くだけていた床の残骸が穴の底や周囲から集まり、また元のように一つの扉とびらの絵となった。

　その残る継つぎ目に手を置き、先程まではいなかった四人目の人物が呟いた。

「封ふう印いんがもろくなってたみたいだ」

　彼は続けて不思議な響ひびきの単語を数語呟き、手を動かしていく。声と手の動きに合わせて、継ぎ目は消え、やがて絵は完全に元に戻もどった。床が抜けたことなどまったく想像できない。

　魔術での修復と封印を終えた男は立ち上がり、呆ぼう然ぜんと座り込むリティーヤに顔を向けた。

「まったく、捜さがしたよ」

　綺き麗れいに整った白い顔、白い髪かみ。礼服のままの彼がそこに立っていた。

「ロードマスター……」

　ロードマスターは、困ったように微び笑しようを浮かべた。




「僕らはあの底に〈夜〉の台座があるのを見ました。魔力も感じました。間ま違ちがいありません」

　一度廊ろう下かに出て、ロードマスターの案内で別の部屋に移るとすぐに、ゼストガがそう言ってロードマスターを問い質ただし始めた。リティーヤは先程の疲ひ労ろうと体調不良から回復できず隅すみに座り込んでいたが、ゼストガの声に彼らの方を振ふり返った。

　ロードマスターは、先程のちょっと困ったような笑え顔がおのままだった。

「ねえバド、どうやったら言い逃のがれできるかな」

「無理です」

　バドは疲つかれた様子でリティーヤとは反対側の壁かべにもたれ、先程の騒さわぎで失った荷物がないか確かく認にんしていた。問われて答える時も顔を上げもしない。

「でもバドがあんなところにリティーヤたちを置いていくからー」

「俺のせいにしないでください。俺だって扉の場所までは知らなかったんですから」

「うーん、封印してたんだけどなあ」

　ロードマスターはぶつぶつ言っている。ゼストガは緊きん張ちようした面おも持もちで話を続けた。

「ロードマスター。この遺い跡せきはあなたの管理下にあります。その遺跡に〈夜〉の台座があったのです。知らなかった、は通用しません。あの封印はあなたによるものです。《学園》への報告は一いつ切さいなされていませんね？　あなたは〈夜〉の台座をこの遺跡に隠かくしていた。これを事実と認めますね？」

「えーと、ゼストガ君だっけ？　ちょっと落ち着こう。うん」

「事実と認めるのですね？　では僕が取れる行動は一つだけです。告発します」

　ロードマスターは長々と溜ため息をつき、バドはしかめっ面のまま荷物の確認を続けていた。リティーヤは息を吞のみ、立ち上がって叫んだ。

「ゼストガさん！　待ってください、何言ってるんですか、告発なんてそんな──」

「やっとしっぽを摑みましたよ、ロードマスター。やはりあなたは危険人物です」

　ゼストガはリティーヤの話など聞いていなかった。彼自身、この発見に興奮していたのだ。

　だがそれまで我関せずといった態度をとっていたバドが唐とう突とつに口を挟んできた。

「リティーヤ。出ていたまえ。奥の部屋ならば安全だ」

「バドさん、あたしだって研究室の人間です、無関係じゃないんです！　それに、今回もどうせゼストガさんの後ろにいるのって魔導書調査委員会でしょう？　あそこがあたしをどうこうしようってロードマスターにちょっかいかけてるんですから、放ほうってなんかおけません！」

「リティーヤ。とにかく外に出ているのだ。君の利益ならこちらも考えている。ただ、この場は君がいるとまずい。話がややこしくなるだけだ」

「でも──」

「リティーヤ」

　強くはないがきっぱりとした調子で名前を呼ばれ、リティーヤは反論を飲み込む。バドはリティーヤのことを嫌きらいだと公言してはばからないが、研究室の先せん輩ぱいとして信用できる人間であるのは確かだ。彼がそう言うのならば、ここにリティーヤがいると話しにくいこともあるのだろう。政治的なことかもしれない。仕方なしに、リティーヤは示されたドアの方へ行った。バドがドアを開け、リティーヤが中へ入ると質問のタイミングも与あたえずにドアを閉めた。

　最後にちらりと見えたバドの目が、妙みように冷たく感じられた。
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　内部調査局がごたごたしているのは、ヤムセも知っていた。

《学園》がユローナの捕ほ縛ばくに成功したのが、今から九ヶ月前。だがたった数ヶ月でユローナは厳重な監かん視し態勢をあざわらうかのように脱だつ走そうし、自由の身となった。あまりにスムーズなその逃とう亡ぼうに、内通者がいるのではと当時から噂うわさされていた。

　そして、最近になって内部調査局の局長が更こう迭てつされた。

　それと同時に数人の局員の処分が発表され、また何ヶ月も前から行方ゆくえ不明になっていた局員がいることがわかった。

　公式発表では誤ご魔ま化かされていたが、事情に通じた者たちの間では、内部調査局の人間がユローナの逃亡に関かかわっていたのではないか、という話が流れた。行方不明になった者がユローナに内通していた可能性があったのだ。局長はこれを知り、発覚を恐おそれて内通者を自分たちで処分した──。

　とにかく、真相がどうであれ、内部調査局の局長と局員が処分され、局内は大混乱に陥おちいった。

「で、内部調査局をこのまんま放置しておくわけにもいかねえ、ってんで、俺が指名された」

　ヴォルドは一本目の煙草たばこをヤムセの飲みかけのカップの中に落とし、二本目の煙草に火をつけた。ヤムセはその傍かたわらで椅子に座っていた。

「……混乱した局内を立て直すために、ですか」

　確認のために呟つぶやきながら、ヤムセはヴォルドの現げん役えき時代の噂を思い出していた。とにかく強ごう引いんなやり方で知られていた。敵もやたらに多く蛇だ蝎かつのごとく嫌われていたが、狙ねらった獲え物ものはどんな手を使っても捕つかまえ、必要な情報を吐き出させ、徹てつ底てい的に利用し、必ず目的を果たしたから、恐れられてもいた。内部調査局が今のように恐きよう怖ふの対象となり強大な権限を持つに至った基き礎そは、すべてヴォルドが局を支配した十年間にある。

　だが、ヴォルドは十年前ユローナとの交戦によって重傷を負い、その後一年あまりで後こう遺い症しようのために局を去り引退した。

　ヤムセが弟子でし入りしたのは、その後の話だ。

「先生は……現場を離はなれてもう随ずい分ぶん長くなります」

「だからこそだろうよ。局内はてめえが考えてる以上にがたがたで、根本から改革が必要だ。それを実行するにゃ、現役局員じゃあしがらみが多すぎて信用できねえ。人材も不足してる。だからオルドゥナは俺を選んだ」

　学長の名を出してヴォルドは言い、しかめっ面つらをした弟子の頭を乱暴に撫なでた。

「なんだ、随分な顔だな。ちったあ嬉うれしそうにしやがれ。イヌみてえにしっぽ振れよ」

　当の飼いイヌは、彼の腰こし掛かける机の下で、しっぽを振ることもなく目を閉じているが。

「……内部調査局の人材不足は、ヴォルド先生が引退前にひと暴れしていったからだというもっぱらの噂ですが」

「ああ？　あれか」

　ヴォルドが指に挟はさんだ煙草から灰が落ち、ヤムセは腿ももに落ちたそれを無意識に払はらい落とした。

「あれはなあ、俺じゃあねえよ」

「？　しかし──」

「俺に敵対してた人間ばっかり、行方不明になったり処しよ罰ばつされたりしたってやつだろ。俺が権力手放す前に始末したって噂なんだろうけどな、あれは俺じゃねえの。だいたい、あのころ俺はまだ医い療りよう棟とうのベッドの上だぜ」

　楽しそうに笑って、彼は煙草を吸った。

「しかしそう都合良く──」

「バドだ」

「────？」

　ヤムセは耳を疑い、それからヴォルドを疑った。今、目の前の男の口から出た名前がこの話題とどう関係するのかわからず、唐突に話が飛んだようにすら思えた。

　呆然とするヤムセに、ヴォルドは楽しそうに言うのだった。

「俺の引退お膳ぜん立てしやがったんだよ、あいつ。周り中敵だらけだったからな、あそこで辞やめたら難なん癖くせつけて叩たたき潰つぶされるのがオチだ。それで俺が渋しぶってたら、あいつが勝手にやったんだ。全部済ませたからさっさと引退しろだとよ。言うに事欠いてとんでもねえ」

「……まさか」

「三年間俺の補ほ佐さ役だった男だ。あいつは怖こええぞお」

　ヤムセは、理解できないまま、長机を囲む椅い子すの一つを見やった。それはストーブにほどよく近く、いつも冬場にバドが好む椅子だった。

　バドは、しばらく前から任務で《学園》を離れている──。




　遺跡の石室を、床ゆかに置かれたランタンの灯あかりが照らしていた。

　バドがドアを閉め、ロードマスターの方を振ふり向いて言った。

「答えは決まっています」

「でもさ、他ほかに何か手がね」

「ありません、そんなもの」

　バドは言いながら壁かべ際ぎわに置いた荷物の方へ歩いていく。ゼストガはそちらを振り返りもせず、ロードマスターを見つめている。いつもは白いその頰ほおが、今は興奮と緊張のために赤く染まっていた。ロードマスターは若い顔を眺ながめ、半分諦あきらめたような声で言った。

「えーと……これから提案することは、君のためでもあるんだけど」

「いいえ、取引はしません」

「いや、もうちょっと考えた方が本当に君のためだと──」

　その時、バドは荷物を手に取ったところだった。彼はちょうどゼストガの斜ななめ後ろにいて、ゼストガはそちらにまったく注意を払っていなかった。

　だから、自分が何で殴なぐられたのかもわからなかった。

　突とつ然ぜん後頭部に衝しよう撃げきを受けて彼は前のめりに倒たおれ、驚きよう愕がくして背後を振り返った。

　バドが、荷物を手に立っていた。それを見て、ゼストガも、バドが先さき程ほどまで中身を確認していた荷物で彼の頭を殴りつけたのだとわかった。まだ視界が揺ゆらぎ、焦しよう点てんが定まらないながら、ゼストガはバドを見上げた。

「バドさん……？」

「大だい丈じよう夫ぶです、彼は一いつ切さい漏もらしていません。そんな機会は与えていません」

　バドは荷物を床に落とすと、腰こしのホルスターからリボルバーを引き抜ぬき、驚愕の表情を浮うかべたままのゼストガの眉み間けんに無造作に狙いをつけ、躊躇ためらうそぶりすら見せず撃げき鉄てつを起こした。ゼストガが倒れたせいもあって距きよ離りは腕うで一本分以上離れていた。遠すぎて狙いを外すということもなければ近すぎて銃じゆうを奪うばわれることもない、絶ぜつ妙みようの距離だった。

「彼を始末すれば秘密は守られます。ご命令を、ロードマスター」

　ロードマスターは憂ゆう鬱うつそうに頭かぶりを振り、ゼストガは言葉を失い、彼を見つめるバドは完かん璧ぺきに落ち着いて、いつも通り顔色が悪くて、いつも通り神経質そうだった。

　銃口は僅わずかもぶれなかった。
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　ロードマスターはなだめるように言った。

「ええっと、バド。そういう問題じゃなくてさ」

「手紙は手を回して握にぎりつぶしました。電報を打たせてもいません。外部の者との接せつ触しよくはありません。残念ながら完璧です」

「まさか最初からこうするつもりで僕をこの遺い跡せきに誘ゆう導どうしたんですか!?」

「まさか」

　バドは、今いま更さらそんな説明が必要か、とでも言いたげな顔をした。

「俺はただ君の監かん視しで来ただけだ。ずっと言っているだろう？」

「では、僕に協力するような態度を取ったのは──」

「魔導書調査委員会が本気になったらどれくらい情報が漏れるものか、ちょっと確かめたかったんだよねー」

　ロードマスターは申し訳なさそうに言った。

「内部調査局に君の動きを報しらせて君を職務違い反はんで押さえてもらうのは簡単だったけど、毎回君みたいに簡単に見つかる子ばっかりじゃないからさ。ちょっと泳がせてみたかったんだ。で、調査局に復帰したバドに協力してもらって……まあ、こういう事態になっちゃったのはほんと申し訳ないというか……」

「ロードマスター。よろしいですね？」

「いやいや。よろしくないって。ボク命令してないよね？」

　ロードマスターが心底困った顔で答えた、その時。

　ドンドンドン！　と激しく奥のドアを叩く音が聞こえてきた。リティーヤを押し込めた部屋だ。バドがドアと地面の隙すき間まに瓦が礫れきを押し込んでおいたのでそう簡単には開かないが、古びた木のドアはぎしぎしと絶え間なく鳴り、今にも壊こわれそうだった。

　中からは、リティーヤのせっぱ詰つまった声が聞こえてくる。それを無視して、バドは僅かに苛いら立だちを込めて、もう一度ロードマスターに言った。

「では、許可で結構です。それがお嫌いやなら黙もく認にんでも」

「……あー。ありがたいんだけど、これはやっぱり──」

　ひときわ強くドアが叩かれ、そしてついに傷いたんでいた木材ごと蝶ちよう番つがいが弾はじけ飛び、リティーヤがドアと一いつ緒しよに部屋に倒れ込んできた。

　彼女は擦すり傷だらけになりながら、必死に顔を上げて叫さけんだ。
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「バドさんっ、何してんですか!?」

　バドはゼストガから視線を外さなかった。勿もち論ろん銃口も。




「あれだ、うん、冷静に話し合おう」

　ロードマスターが今にもバドとゼストガの間に飛び込みそうなリティーヤの腕を摑つかんで言った。バドは銃口を逸そらしていないし、ゼストガは座り込んだ姿勢のままだ。リティーヤは混乱していた。

　リティーヤにとってバドは研究室の先せん輩ぱいだ。指導部で専門課程の学生相手に講義を幾いくつか受け持っていて、胃痛持ちで、リティーヤを毛け嫌ぎらいしていて、でも筋の通った言動をするから、リティーヤは彼のことが嫌いではなかった。なんだかんだで頼たよれる先輩だと思っていた。

　何故なぜ、その彼が、ゼストガに銃を突つきつけているのだ。

「バドさんどうしちゃったんですか！」

「リティーヤ、奥にいろと言っただろう」

「本気でゼストガさん殺すつもりなんですか!?」

「本気になったのは魔導書調査委員会の方だ」

　何分も同じ姿勢で銃を構えているはずだが、バドの腕や指が震ふるえることはなかった。ただ、少し疲つかれた様子で、リティーヤを叱しかる時のように、諦め混じりの顔で語った。

「彼らはロードマスターを本気で狙ねらってきたのだ。ロードマスターが処分の対象になれば、もう君を守れる者は誰だれもいなくなる。ヤムセでも、俺でも無理だろう」

「やだっ、そんなの、だからってこんなのやですっ！」

　叫ぶリティーヤの腕を引き、彼女を押しとどめたのは、ロードマスターだった。

「ねえバド。君の考えはわかるけど、ここでその子を殺したって、グレイビルに火をつけるだけだよ。そうしたら、彼は自分が討うち取られるまで戦うのをやめない。ところがボクは彼をそこまで徹てつ底てい的に潰したいわけじゃない、適当に共存したいんだ」

「まだそんな調子の良いことを考えているのですか？」

　バドはリティーヤに対する時とは違ちがって、きつく、突き放すように言った。

「共存など無理です。これは生存競争です。あなたは俺より長い期間《学園》にいて、まだわかっていないのですか？」

「──うん、わかってないかもね。ボクは物わかりが悪いんだ。でも、幾らここで引き金を引くのが《学園》のやり方だって言われても、従うわけにはいかないよ。だって、それはボクのやり方じゃないんだもの。ねえバド、ボクはキミに人を殺させたくない。それだけはダメだ」

　リティーヤは自分を捕とらえるロードマスターの腕を摑んだ。これまで飄ひよう々ひようとして意図のはかりきれなかった彼の言葉が、今は完璧に自分の心情と一いつ致ちしていた。ロードマスターはリティーヤの不安や動どう揺ようがわかるのか、自分の腕を摑む彼女の手をもう一方の手で押さえ、励はげますように叩たたいた。リティーヤは彼と一緒にバドを見つめた。バドはまだゼストガから視線を逸らさない。

「勿もち論ろん、俺もしたくはありませんがね。しかしあの研究室の中で、こういうことができるのは俺だけですから」

「やだ！　やだやだやだ、バドさんだってそんなことしちゃダメです！」

「リティーヤ、黙だまっていたまえ」

　バドはそう言い放ったが、ロードマスターはリティーヤの手に重ねた手に力を込め、はっきりと言った。

「ボクも今回はリティーヤに同意見だ。これは、キミにしては短たん絡らく的すぎる。室長として、キミに愚おろかな道を取らせるわけにはいかないよ」

「…………しかし、」

「ボクだけの問題じゃないのはわかってる。でも、ここは、ボクに任せてくれないかな」

「…………」

　バドが、僅かに迷うような表情を見せた。それを逃のがさず、ロードマスターはリティーヤを置いて、さっさとゼストガの方へ歩み寄った。

「さ、話はおしまい。えーと、キミ、立てる？」

　バドは射線上にロードマスターが入る前に拳けん銃じゆうを下ろしていた。リティーヤの見守る前で、撃げき鉄てつを中ちゆう途とまで戻もどしシリンダーを回転させ、暴発を防ぐため装そう塡てんしていない薬室を上に持ってきてから、あらためて撃鉄を静かに、完全に戻した。

　その一連の動作の後、銃がホルスターにしまわれるまでを見届けて、リティーヤもようやく、つめていた息を吐はき出し、その場に座り込んだ。

「……良かった……」

「良いものかね」

　バドは先さき程ほどまでグリップを握っていた手を見つめ、それから忌いま忌いましげに視線を上げた。

「どうするんです、ロードマスター」

　苛立ちを多分に含ふくんだバドの問いに、ゼストガを助け起こしたロードマスターが肩かたをすくめて答えた。

「どうって、どうしようもないでしょ。キミはこのまんまこの子連れて《学園》戻って。喋しやべるなって言っても無む駄だだろうし、脅おどしても記き憶おく覗のぞかれたらおしまいだよ。それなら放ほうっておこう」

「なら、最初から素す直なおに彼を《学園》に連行すればこの事態は──」

「でも、この子を職務違反で押さえても、いつかはグレイビルに知られたよ。遅おそかれ早かればれるのなら、それは今でいい。……っていうかなんかねー、実はヤムセのこと嗅かぎ付けられたっぽい」

「なんのことです？　やつはまた何かやらかしたのですか」

「やらかしたというか前からアレだったというか。内部調査局関連なんだけど、聞いてない？」

「俺はすぐに学外任務を受けてしまいましたから、学内のことは……」

　ゼストガを立ち上がらせると、ロードマスターは彼を放ってバドとぼそぼそと話し始めた。ゼストガは一度は立ち上がったが、ふらりとよろめいて壁かべにもたれた。見ればその額を血が一筋流れ、こめかみを伝って頰ほおまで垂れていた。リティーヤは立ち上がり、彼の方へハンカチを差し出した。

　ゼストガがハンカチを見つめて訝いぶかしげにしていたので、リティーヤは額の辺りを指して教えてやった。

「その、血、出てます」

「ああ……」

　ゼストガはハンカチを受け取らず、袖そで口ぐちで血を拭ぬぐった。顔色が悪く、唇くちびるもほとんど色がない。自分が命を狙われた時の恐きよう怖ふを思い出し、リティーヤは思わず気き遣づかうように彼を見ていた。

　その視線に気付いて、ゼストガが非常に嫌そうな顔をした。

「なんですか」

「いや、だって、その……気分悪そうなので、まだショックなのかなーとか……」

「……僕だってこれまでそれなりに危険な目に遭あってきました。今気分が悪いのは純じゆん粋すいに殴なぐられたからです」

「あ、さいですか……」

「…………」

　ゼストガは不ふ機き嫌げんそうにふいと視線を逸らした。

　まだロードマスターと話し合いを続けるバドと、ゼストガを交こう互ごに見て、リティーヤは心からほっとして言った。

「でも、とにかく、良かった……」

　ゼストガも、小声で、不本意そうに応じた。

「まあ、そうですね。……庇かばってくださって、ありがとうございます」




　話し合いが終わったロードマスターが、リティーヤらの方を振ふり返った。

「ええっとね。ゼストガ君とやら。キミね、バドと一いつ緒しよに帰ってね。まあ報告とかは好きにしてくれていいけど、ボクもキミを殺さないだけで他ほかのことは全部やるから。個人攻こう撃げきとか覚かく悟ごしておいてね──ってことで、リティーヤ」

「はい？」

　ロードマスターは笑え顔がおでリティーヤの肩に手を置いた。リティーヤはこれまでの彼への悪感情を間ま違ちがいだったと認めつつあった。以前北部で彼に置き去りにされて散々な目に遭ったことは事実だが、結局のところ、今回バドを止めてくれたのは彼だったわけで──。

　ロードマスターは満面の笑みで言った。

「ゼストガ君がキミに手ぇ出したってのは最大限活用させてもらうから」

「ああ、は……はあっ!?」

「手を出してはいません！」

　ゼストガとリティーヤの動揺を眺ながめつつ、バドが総そう括かつして言った。

「君はリティーヤに恋れん慕ぼしたが、思いを遂とげられなかった。ゆえに、研究室を潰つぶして彼女の身み柄がらを自分の所属する魔導書調査委員会で保護しようとしたと……まあ、筋書きとしてはそんなところか」

「筋書きって……あたしの、ほら、なんていうか、名めい誉よとかそういうのはどうなるんですか！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、リティーヤ。そんなものは最初から地を這はっている」

「バドさぁあああああん！」

「君は不思議な人間だな、リティーヤ」

　バドは感心した、というよりは、単に呆あきれたような顔で言った。

「俺はそこの男を殺そうとしたのだぞ。怖こわくないのか？」

「あ……」

　リティーヤはぽりぽりと頭を搔かいた。

「確かに凄すごく驚おどろきましたけど……でも、ヤムセ先生も割と危険人物だし。いちいち怖がるってこともないかな」

「…………あいつと一緒にしないでくれ」

　ゼストガがリティーヤを押しのけるようにして会話に入ってきた。

「繰くり返しますが僕はリティーヤさんに手を出していませんからね」

「そうだっけ？　でも、事実がどうかなんて些さ細さいな問題だよ、知らなかったの？」

　ロードマスターがさらりと怖いことを言い、バドを振り返った。

「じゃあ、後はよろしくね。ボクは長ちよう距きよ離り移動魔術でリティーヤと先に帰るから。キミらは頑がん張ばってこの遺い跡せき脱だつ出しゆつしてね」

「途と中ちゆうで襲おそわれたら彼だけ放置していきます」

「うーん。まあ、適当に助けてあげてよ。適当に」

「ではその範はん囲いを超こえる場合には捨てていきます」

「いいよ、それで」

「なんですかそれは！」

　叫さけんだのはゼストガだった。

「長距離移動魔術で、僕やバドさんも一緒に帰き還かんできるんじゃないですか？」

「えー。なんでそこまでしてあげないといけないの？　キミ、ボクにとって不利になる報告するんでしょ？　それならキミが《学園》に報告する前に手を打っておかないと」

「な……」

「別にこっちとしてはバドも連れていってもいいんだよ。でも監かん視し対象であるキミを置いてバドも転移したら、職務放ほう棄きになっちゃうでしょ。それは良くないからね、仕方なくバドは置いていくの。キミはバドに置いていかれないよう気をつけた方がいいよ、地図の写しはバドに渡わたすから」

「……っ、つまり僕らでこの化け物だらけの遺跡を抜ぬけろ、と!?」

「大丈夫だって。バドはちゃんと用意してきてるから、生きて戻れるよ──意図的に引き離はなされなければ」

「バドさん信用していいんですか!?」

「信用するのは君の勝手だが俺は想像しうる最悪の場面で裏切るぞ」

「断言しないでくださいっ！」

「はいはい、行った行った」

　ロードマスターは言い争いを続ける男たちを部屋から通路へ追い出し、文句を言いかけたゼストガに彼の荷物を放ほうった。そしてドアを閉じる瞬しゆん間かんにふと手を止めて、バドの顔を眺めて尋たずねた。

「で、そのヒゲはどうしたの」

「……またですか」

「また、って言われてもボクが訊きいたのは今が初めてだよー。何、いい加減貫かん禄ろくつけようなんて無駄な努力だったって諦あきらめた？」

「……今日付けでボスが戻もどりますから」

「あ」

　なるほど、と呟つぶやくロードマスターを置いて、バドはドアを閉めた。

「……ボスとか、今日付けとか、なんのことですか？」

　残されたリティーヤはロードマスターに尋ねた。

「うん。バドがボスって呼ぶのはヴォルドのことなんだけど、知ってた？」

「あ、それは。確か前に上司だったとか」

「そう。内部調査局でね。で、ヴォルドは人がいやがることをするのが大好きなんだ」

「まあ、そうですね。……ん、じゃあ、もしかして戻るっていうのは──」

「そ。バドもこれまではのらりくらりと逃にげていたけど、上司命令となればもう逃げられない」

　リティーヤは、ヴォルドが《学園》に戻ることに驚くよりも、バドに同情して呟いた。

「……つまりヒゲですね」

「そう、ヒゲだよ。無む理り矢や理り剃そられるよりは自分で剃ったんだろう」

　かわいそうにねえ、とロードマスターは言ったが、同情しているのか単に面おも白しろがっているだけなのか、その微び笑しようを浮うかべた口元からはわからなかった。

「さて、キミは大丈夫？」

「え？　そりゃ、勿もち論ろん……」

　リティーヤはそう答えたが、ロードマスターは彼女の手を取って、軽く握にぎった。

「震ふるえてたから」

「…………いや、でもバドさんはバドさんだったし」

「うん。バドが怖かったんじゃなくて、バドが間違っちゃうのが怖かったんだよね。引き金を引いちゃうのが、怖かったんだ。そうだよね」

「…………」

　リティーヤは俯うつむき、右手をロードマスターに弄もてあそばれるままにした。

　十何秒も経たってから、彼女はようやく、頷うなずいた。

「怖かったです。なんだか、取り返しのつかないことになりそうで」

「うん。バドはね、優やさしい子なんだよ。こういうことができるのは自分だけだ、って言ってたでしょ。あれね、泥どろは自分がひっかぶる、ってことなんだよ。でも、もう大丈夫。良かったね」

「良かったです」

　リティーヤは視線を上げ、一転して悪戯いたずらっぽく笑い、彼の顔を覗のぞき込んだ。

「ロードマスターのこと、もっと凄いどうしようもないアレな人かと思ってました」

「アレ？」

「なんか、鬼き畜ちくというか」

「……うん、まあ、ボクは誤解されやすいんだ」

「誤解っていうかわからないことが多すぎるんですよ。だいたい、この台座のことだってどうして《学園》に秘密にしていたんですか？　それに少年とキツネの話って本当なんですよね？」

「んー……まあ、その、報告しちゃうとどういうふうに使われるかわかんないからねえ」

　ロードマスターは言いにくそうに視線を明後日あさつての方に向け、ぽりぽりと頰ほおの辺りを搔いた。

「少年とキツネの話は、実際に、そういうことなんだと思うよ。あの扉とびらと台座がある以上、ね。でも、少年は帰って来なかったわけで、それってつまり、台座に触ふれた人間がどうなるかわからないってことなんだ。《学園》は、それを確かく認にんするために色々研究しようとするだろうけど──ボクは、アレは人類が手を出してはいけないもののように思ってる」

　だからってボクの一存でこんなふうに隠かくしてしまうのは、いけないことなんだけどね。

　そう言って、ちょっと笑った。

「……じゃあ、少年は、どうなったんですか？」

「さあ──今も、あの闇やみの底にいるのかも」

　ロードマスターはそう言うと少し黙だまり込んだが、すぐにまたふわりと笑えみを浮かべた。綿毛のような軽かろやかな、晴れやかな笑みだった。

「じゃあ、帰ろうか。ボクらの家に」

　リティーヤは頷きかけ──その時になって、ようやく思いついた疑問を口にした。

「そういえば」

「うん？」

「ここってどこだったんですか？」




　ここが大陸南東部ベリス市だと知らされたリティーヤは、興奮気味に叫んだ。

「じゃあすぐですよ！」

「すぐ、って……」

　何が、とロードマスターが尋ねる前に、リティーヤはポケットに入れていた紙を引っ張り出した。それは例の遺跡を描えがいたスケッチの一枚だった。

「これです！　あたし、見つけたんです、前に見たイメージの都市……」

　リティーヤの話を理解した途と端たんに、ロードマスターはしわくちゃになった紙を奪うばうように受け取り、熱心に見つめ始めた。

「……デイロック遺い跡せきだね。《ヘビの一族》が使い魔研究をしていた」

「あたし、あの近くに固有種の調査に行ったんです。その時話聞いてたから、もしかしたら、って」

　リティーヤは自分の声や指や唇くちびるが震えていることに気付いた。興奮していた。スケッチはイメージと違ちがって、薔ば薇ら色いろの尖せん塔とうは一つしかなかったし、石の獅し子しだって目にはめこまれていた大きな宝石がなくなっている。川の流れも多少は変わっている気がする。それでも、雰ふん囲い気きは十分に残している。

「ここだね、リティーヤ」

「そうです！　ここです──この遺跡と、《キツネ》は何か関係があるはずです！」

　リティーヤはスケッチを握るロードマスターの手に自分の手を重ねて、叫ぶように言った。

「行ってみたいんです！」

「……え。今？」

　さすがにロードマスターが驚おどろいた様子で訊きき返し、リティーヤの顔を見つめた。

「はい！」

「……えっと。確かにここから三時間くらいだと思うけど。でも、別の機会にした方が──」

「だって今しかないでしょう、あたしが自由に動けるのなんか！」

　その言葉が、ロードマスターに与あたえた影えい響きようは小さくはなかった。

　彼は不意に笑みを消し、真しん剣けんな顔でリティーヤを見つめた。

　リティーヤも、真剣に彼の顔を見つめた。

「……お願いです」

「…………」

　沈ちん黙もくは、短かった。

　ロードマスターはリティーヤの肩かたに手を置いて、苦く笑しようした。

「わかった。行こう」





２






「なんだ……」

「どうかした？」

　気が抜ぬけたように呟くリティーヤの方を振ふり返って、ロードマスターが尋ねた。

「いや……だって、抜け道あったんじゃないですか」

「うん。当たり前でしょ。面めん倒どう臭くさいもん」

　ロードマスターはとある部屋の壁かべに向かって、複雑な図形を幾いくつか描いているところだった。

「待ってね、今封ふうじ解くから……よいしょ、と」

　ロードマスターが図形の真ん中に手を置き、数語古い単語を呟くと、岩がん壁ぺきの表面が一いつ瞬しゆん光を放った。

　光が消えると、そこには細い通路が出現していた。

「んじゃ行こうか」

　ロードマスターは通路の奥を覗き込んで言った。遠くから微かすかに光が入っているから、この通路がそのまま外に通じているのだろう。通路を覗き込み、リティーヤはぼそりと訊いた。

「……バドさんたちはいいんですか？」

「いいよ。バドも散々ゼストガ君を怖こわがらせてから外に連れてってくれると思うよ」

「…………」

　リティーヤはゼストガに同情しかけたが、まあ、彼がリティーヤの身み柄がらを狙ねらっているのは変わらない事実なので、思い直して通路に入った。

　外の柔やわらかな光は、幾らも行かないうちに大きく、強くなり、闇に慣れた目をつんつんと刺し激げきした。研究室に置きっ放しだったコートは、ロードマスターが遺跡に転移した時に持ってきてくれていたから、それをしっかり身につけ、リティーヤは一歩一歩奥へ進んだ。




　通路は途と中ちゆうから上り坂になって、やがて外から吹ふき込んだ雪が足あし下もとを滑すべらせるようになった。突つき出した木の根などにしがみつき、身体からだを支えながら、リティーヤはなんとか坂を上り切り、陽光の照らす外界へとまろび出た。

　そこは、森の中だった。

　リティーヤらが出てきたのは斜しや面めんに空いた亀き裂れつのようなところだった。マツの木が生え、入り口を巧こう妙みように隠している。この季節は雪が積もるし、それ以外の季節は草が茂しげるから、近寄っても人の目では遺跡への入り口とはわからないだろう。もし入り口がわかって奥まで辿たどり着いたとしても、ロードマスターの施ほどこした封ふう印いんのために遺跡の中には入れない。

　リティーヤは外に這はい出ると、赤くなった手に息を吐はきかけた。手て袋ぶくろなしで上ってきたため、手は氷のように冷たくなり、ちくちくと、痛いようなくすぐったいような感じがあった。

「ここからちょっと行くと知り合いの農場があるんだ。そこで馬を借りられれば──あ、手大だい丈じよう夫ぶ？　ボクの手袋片方貸そうか？」

「うえ、いいですよ！　それすっごい高そうですもん！　汚よごしたり引っかけたりしたら──」

「あのね、手を守るためにあるのが手袋でしょ。手の方が大事だよ」

　ロードマスターはそう言うと、礼装に合わせた上等な白い革かわ手袋をリティーヤの手に強ごう引いんにはめてしまった。農場で別のものを借りるまで、手袋は優しくリティーヤの手を包んでくれた。

　彼らはその後ロードマスターの言葉通り、森を出て近くの農場で馬を借り、さらにしばらく移動した。空気は冷たく、左右が切り開かれた農地であるため吹きさらしの道はひどく風が強かった。空はどこまでも青く、尾お根ねは白く、平地まで続く森は黒かった。

　農場で馬と一いつ緒しよにお古のマフラーと手袋と毛皮の帽ぼう子しを借りたため、リティーヤはそれらにすっぽり埋うまり、馬を走らせた。それは本当に久しぶりの自由な時間で、口元には自然と笑みが浮うかび、口からははしゃいだ声が飛び出した。

「あっ、シカ！」

「うん？　ああ、綺き麗れいだねえ」

「湖！　凍こおってる！」

「うん、まあそりゃあねえ」

「雲！」

「……ん、あのさリティーヤ」

　ロードマスターが馬をだく足にさせて、馬上からリティーヤの方を振り返った。

「雲はね、どこでも見られると思うんだけど」

「……それは、そうですけど」

　リティーヤは同じように速度を緩ゆるめて、照れて僅わずかに赤くなった頰ほおを擦こすった。

「でも、なんだか、気持ちよくて」

「まあ、気持ちはわかるけどね。ボクも久しぶりに学外出たりすると──」

「あ！」

　リティーヤはまた叫さけんだ。ロードマスターが苦笑して尋たずねた。

「今度は何？」

「遺跡です！」

　その言葉に、ロードマスターも前方を振り返った。

　農地の間を通っていた馬車道は、今や涸かれ谷の底を這う小道となっており、徐じよ々じよに勾こう配ばいもきつくなっていた。右手には断だん崖がい絶ぜつ壁ぺき、左手には緩やかな傾けい斜しや地ちが広がり、リティーヤの目はその断崖絶壁の上に釘くぎ付づけになっていた。

　雪も風の強さゆえにさほど積もることもなく、絶壁の上にはところどころひねくれた低木の茂みが見える。そしてその黒い塊かたまりの奥に、薔薇色に色づいた人工物が見えたのだ。

「こっちからだね」

　ロードマスターは道を探し、傾斜地の方に細い道がついているのを見つけた。傾斜地の上まで出て、それからかなり遠くに見える古い石橋を渡わたるのだろう。

　馬を近くの木に結びつけて、リティーヤらは細い小道に分け入っていった。




　薔薇色の瓦が礫れきを見つめ、リティーヤは言った。

「《キツネ》はこの遺跡と関係があります。それは確かだったんです」

「うん、わかるよ」

　ロードマスターは目の前に広がる光景を眺ながめ、腕うでを組み溜ため息をついた。

　石橋を渡った先にはすでに道はなく、茂みの中を搔かき分け、あるいは雪の中を漕こぐようにして、彼らはそこに辿り着いた。デイロック遺跡と呼ばれるその一帯には研究施し設せつが固まって建てられ、また施設で働く研究員のために、研究都市の様相を呈ていしていたと考えられている。

　だが、そこに都市や施設の面おも影かげはすでになかった。

　薔薇色の尖塔も、建物も、彫ちよう像ぞうも、何もかも打ち壊こわされ、一部ではまだ黒い煙けむりを上げてくすぶっていた。

　破は壊かいされ、火を放たれたのだ。

　鳥がさえずる中リティーヤは遺い跡せきを見て回った。破壊と炎ほのおを免まぬがれたものはほとんどなかった。まだそこら中に物の焼けた臭においが立ちこめている。

　リティーヤは遺跡群の外れで、遺跡に隣りん接せつしながらまったく燃えていない木々を見上げて確信した。

「これ、誰だれかが山火事にならないように結界を張って、その中で火をつけたんです」

「だね」

　ロードマスターも頷うなずいた。あちこちに、魔術の痕こん跡せきはまだはっきりと残っていた。おそらく三日と前ではないだろう。

「問題は、誰がやったか、だね」

「《キツネ》だと思います」

　リティーヤはもう一度遺跡を振り返った。

「この前の件で、《キツネ》は、あたしが自分の記き憶おくを取り込んでる、って気付いたはずです。あたしがいつかこの遺跡に辿り着くのもわかっていた。だから、この遺跡をこんなふうに……したんです。どんな手がかりも得られないように」

「デイロック側と協議して、調査隊を派は遣けんしよう。時間をかけて調べた方がいい。まだ何か残っているかもしれないしね」

「きっと残っていません」

　リティーヤは言ったが、その声は絶望に浸ひたってはいなかった。

　あらゆる建物は土台から崩くずされ、煉れん瓦がや石材や木材の山となり、まだ未発はつ掘くつだったすべてのものが秘密を保ったまま灰となった。一つの都市が、その痕跡ごと完全に滅ほろぼされたのだ。

「でも、だからこそ、わかりました。ここは《キツネ》と密接に繫つながっていました。発掘品はデイロックの考古学研究センターにあるはずですから、それを調べればもっとわかることも増えるはずです」

「……現段階での、キミの予想は？　《キツネ》はこの遺跡とどんな関係があった？」

「《キツネ》は」

　リティーヤは答える前に目を閉じ、自分の思考をもう一度なぞった。

《キツネ》は人間ではない。《ヘビの一族》でもない。それ以外の種だが、現状では《キツネ》に類るい似じした種は知られていない。

《キツネ》はこの遺跡と関係があった。この遺跡はリティーヤの知る限りでは《ヘビの一族》が使い魔を研究するために造った研究施設の集まりだ。《ヘビの一族》は使い魔の感覚を借りて遥はるか遠くの出来事を見聞きしていた。また様々な用よう途とのために、使い魔となる動物を改良し、別の種を作り出していた。

　出てくる答えは一つ。リティーヤは目を開き、ロードマスターを見上げて言った。

「《キツネ》は《ヘビ》の使い魔として、この遺跡で生まれたんです。ここがまだ遺跡になる前に」

　ロードマスターはリティーヤを見つめ、微ほほ笑えんだ。嬉うれしそうだったが同じくらい悲しそうでもあって、それらの背後にあるのは諦てい観かんだった。

　何かを諦あきらめて、彼は笑っているのだ。

「……ロードマスター？」

「そう、たぶん、それが正解だ」

　ロードマスターは形良い手をリティーヤの肩かたに置いた。そういえば彼が自分に触ふれる時はいつも肩だとリティーヤはその時気付いた。子どもにするようにではなく、きちんと一人の人間にするように、彼はリティーヤの肩を叩たたく。

「仕方ない。キミを受け入れよう」

「は……い？」

　今まで受け入れられていなかった、とはリティーヤは思っていなかった。そうでなかったらバドとゼストガの件で彼女の心を支えてくれたのは、なんだったのだ。

　だが、彼はリティーヤの肩に手を置いたまま、彼女の目を見つめて言うのだ。

「運命を、受け入れるよ」

　何かを失うことを覚かく悟ごした目で。

「ろ……」

「だから、キミも、真実を、見つけ出すんだよ」

　そして。

　鳥たちが一いつ斉せいに鳴いて飛び立ち、何かの予感を覚えたのか、ロードマスターは不意に北の方へ顔を向けた。リティーヤもそちらを見たが何も異変は窺うかがえず、ただ青い空が広がっているだけに見えた。

「……まずいな」

「え」

「戻もどるよ、リティーヤ。協力して」

　ロードマスターは周囲を見回し、瓦礫の山と化した遺跡の中へと入っていく。比ひ較かく的てき原形を残して焼けた、小さな店かアパートメントとおぼしき建物の戸口をくぐり、屋根と壁かべに守られていた一角に目をつける。

　彼は床ゆかの露ろ出しゆつしたそこに座り込むと、懐ふところから取り出した数種類のチョークで、床に原始文字と図形を描えがき始めた。

「協力って……」

「《学園》は《風と八月党》の残していった魔ま力りよく痕こんのせいでちょっと荒あれてる。それでさっきも転移魔術が不安定になっていて、すぐにはフロストの遺跡に行けなかったんだ。キミも協力してくれないと、今度も転移できないと思う」

「は、はあ……具体的に何をすれば……」

「できた」

　ロードマスターはチョークを懐にしまった。見ると彼の足あし下もとには、すでに実験室で見たのと似た、美しい模様が描かれている。

　ロードマスターはリティーヤの方へ手を差し出してきた。

「精神集中して。一いつ緒しよに、イメージして欲しい。《学園》を」

「《学園》を──」

　リティーヤはロードマスターの手を取った。同時に足下に描かれた線が光を発する。

　その光の中で、ロードマスターの穏おだやかな笑え顔がおが、ちらりと見えた。

「そう。ボクらの、帰るべき場所を」

　リティーヤは目を閉じ、言われたものを頭の中に思い描いた。
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　バドの後について身を潜ひそめ、化け物をやり過ごした。追いかけられた時は逃にげたが、鉢はち合あわせた時はどうしようもなく銃じゆうを使うはめになり、口径の小さな銃しか持ち歩いていなかったゼストガは相手の突とつ進しんを止められず本気で死にかけた。まあ、最終的にはバドが助けてくれたのだが……。

　地図があるのに、行きより時間がかかっている気がする。

　ゼストガはランタンをかざして前を行くバドに尋たずねた。

「わざと遠回りとかしてませんよね？」

「そこまではしていない。地図が悪いんだ」

　バドが地図をひらひらと振ふって答えた。

「わざと近道をはぶいてある。まあ、間ま違ちがった道を進まされてはいないようだから、そのうち着くだろう」

「で、僕が外に出てさらに《学園》に戻るまでもう何日かかかるわけですね。その間にロードマスターは妨ぼう害がい工作を進めている、と」

「なら一人で行くか？」

　本気なのかからかっているのかわからない声こわ音ねだった。ゼストガは聞き流すことにして、これまでの疑ぎ惑わくと文句をぶつけた。

「……そもそもこの遺跡にロードマスターがいたのも、バドさんが呼んだからなんでしょう？　僕の始末を相談するのに呼んだんです。いいえ、この遺跡であわよくばあの化け物どもに殺されればと考えていたのでしょう？」

「それは正確ではないな」

　バドが生徒の間違いを指し摘てきする教師めいた調子で言った。

「あの化け物どもに殺されればと考えていただけではない。そう考えているのだ。今もな」

「…………」

　ゼストガは思わず立ち止まった。バドは振り返り、にこりともしないで言った。

「冗じよう談だんだよ」

「……冗談は嫌きらいだとおっしゃったじゃないですか」

「いつ？」

「今朝です！」

　先を行くバドを追いかけて、ゼストガは大おお股またで歩いた。この際一度に文句を言ってしまおうと、口を開いて息を吸う。

「いいですか、バドさんは──」

　バドが手を上げた。それでゼストガもぴたりと喋しやべるのをやめた。

　行く手の闇やみに、灯あかりが一つ、見えた。

　灯りはその場に留とどまっているようだった。床に置かれているのだ。バドらは慎しん重ちようにそちらに近づき、やがて灯りの中に人が座り込んでいるのを見つけた。

「まさか」

　バドの口をついてそんな言葉が出た。

　通路のど真ん中に、マント姿の人物が座り込み、ランタンを傍かたわらに置いて、何かしているのだ。この闇に閉とざされた遺い跡せきの中に自分たち以外の人間がいるとは到とう底てい思えなかったが、それは紛まぎれもなく人間に見えた。マントを纏まとっているのだから、おそらく確実に人間のはずだ。だが──。

　入り口は、鍵かぎをかけたはずだ。

　それを確かく認にんするためにバドはゼストガをちらりと見た。ゼストガも意を察して首を縦に振る。

　バドは床に置かれたランタンの灯りの中に、静かに踏ふみ込んだ。

「……何者だ」

　バドらはランタンを消してはいなかったから、近づいてくるのはとっくにわかっていたはずなのに、座り込んだ人物は顔を上げようともしていなかった。そして今バドが目の前に立っても、それは変わらなかった。

　その人物は、フードで顔を隠かくしたまま言った。

「答えが欲しいのかな？」

　フードの下から漏もれたしわがれた声に、ゼストガもバドも聞き覚えがあった。そしてランタンに照らされるこのマントにも。

　今朝遺跡の前で出会った、少年とキツネの話を教えてくれた人物だ。

「……ご老人、何故なぜ、ここへ」

　ゼストガは、掠かすれた声で言った。

　マントの人物は、ようやく顔を上げた。

　ランタンの灯りに照らし出されたのは、予想に反して皺しわ一つなく整った白い顔だ。そしてフードの中からこぼれ落ちる白く長い髪かみ。青とも緑ともとれる色の瞳ひとみが、彼らを見上げる。

　ゼストガが息を吞のみ、それから叫さけんだ。

「ロードマスター!?」

「違ちがう。だが……」

　バドの否定は強いものではなかった。

　他人のそら似にしては似すぎている。だが、魔術で化けたのだと思うには、違うところが多すぎる。瘦やせ気味だし、何より纏う雰ふん囲い気きがまったく違う。ロードマスターの持つ軽快さはなく、代わりに、暗い神秘が煙けむりのごとくまとわりつき、本ほん性しようを窺わせない。

「焦あせっては答えは得られない。まず、問いを一つに決めることだよ」

　男は呟つぶやき、立ち上がった。身長はゼストガより僅わずかに高く、ちょうどロードマスターと同じ程度だろうか。

　バドは素す早ばやく拳けん銃じゆうを構えた。ゼストガもそれに倣ならった。せめて誰だれか戦いに慣れたものがいればとちらりと思いはしたが。……バドは銃の扱あつかいには慣れているようだが、肉体的に弱く、本格的な戦せん闘とうには向いていない。ゼストガも実戦はまだあまり慣れていなかった。魔術が使えないのは相手も同じにしても、一人でここまで来た人間だ、自信はあるのだろう。

「何故……俺たちの前に現れる？」

　バドが相手に狙ねらいをつけたまま尋ねた。

「おや、結局それが君の問いか。答えはいつも返るわけではないのだけれど、それでいいなら答えてあげるよ」

　男は笑い、首を傾かしげた。子どもを相手にしているような態度だった。

「君たちと会ったのはただの偶ぐう然ぜんだよ。ここは私のお気に入りの場所でね。暗くて、静かで、馴な染じみ深い場所だから。時々考え事に来るんだ──それと、運命を視みに。ここが一番カードが当たる気がしてね」

「……馴染み深いというのはどういう意味だ？」

「その質問に答えていたら〈夜〉に追いつかれてしまう」

　男は低い、くぐもったような声で笑った。

「それより君らは運うん試だめしはしなかったのかい？」

　意味をはかれず、バドもゼストガもすぐには答えられなかった。この目の前の男との会話の中に、運試しを誘さそうような要素が何かあっただろうか？

「ほら、あれだよ──君らは、お話の中の少年のように運試しはしなかったのかい？」

「〈夜の王〉──」

　ゼストガはふと浮うかんだ言葉をそのまま呟き、息を吞んだ。男は満足そうに微ほほ笑えむ。

「そう。〈昼〉の台座に触ふれた者は〈昼の王〉に。そして〈夜〉の台座に触れた者は〈夜の王〉に──君らはチャンスがあったのに、それを試そうとはしなかったようだね」

　チャンス、と言われて初めて、ゼストガはあの描えがかれた扉とびらの下で、自分が何に近づいていたのか本当に理解した。〈昼〉の書をすべて集め、台座に戻もどした者が〈昼の王〉となり四分の一秒だけ世界を思うがままに作り替かえ、願いを叶かなえることができる──民間で、そういう話がいつの頃ころからか語られている。フレアバタンで彼が対たい峙じした《始原のキツネ》信しん奉ぽう者もまた、そういった話を信じていた。《学園》に言わせればそんなものはただのまやかしで根こん拠きよのないでたらめ、迷めい信しんということだったが、本当のところは誰にもわからない。それと同じように、この男は〈夜〉の台座に触れれば〈夜の王〉となるのだと言っているのだ。

「世界を……作り替えられると？」

「ゼストガ、惑まどわされるな」

　バドが鋭するどくゼストガを制した。ゼストガは頭かぶりを振った。惑わされるつもりはない。だが確認しなければ。この男が何を知っているのか。

「そうだよ」

　ところがいとも簡単に男は頷うなずいた。

「四分の一秒だけその機会を与あたえられる。世界を超ちよう越えつ的な視点から認識し、その運行に手を加えられる。望むことを、なんでもできるはずだった、あの少年もね……」

「だが、できなかった……？」

「たとえば、君がその少年だったとして」

　男は楽しそうに笑ってゼストガを指さした。

「自分の意識が世界全体にまで引き延ばされるというのがどういうことか、想像できるかい？　世界のあらゆる場所に自分がいて、あらゆる視点から世界を見つめると同時に自分自身を見つめる、そういう感覚を味わうんだ。四分の一秒が永遠にすら感じられる。逆に言うと、そういう状態になるからこそ、世界を変えられるんだ。でも、まともな精神状態でいられると？」

「──無理です」

　素す直なおな良い子だね。男は感心したように言った。

　そして、肩かたほどの高さに右手を掲かかげた。

　その手に唐とう突とつに仮面が現れる。

「！」

　ゼストガもバドも目を疑った。男がポケットや懐ふところに手を入れるような仕草は見なかった。ただ、忽こつ然ぜんとその掌てのひらにそれは現れたのだ。

「そろそろ時間なんだ。私はもう行くよ」

「行く──？」

　不意に男の足あし下もとで、何かが光を放った。

　すぐに光は目を眩くらませるほどの強きよう烈れつなものとなったが、その寸前にゼストガは男の足下から光を放っているのが原始文字と幾いくつかの複雑な図形だというのを見て取った。床ゆかに描かれたその線の一本一本が光り輝かがやき、男を包み込もうとしているのだ。

「待──」

　ゼストガの声に、至近距きよ離りからの連続した発はつ砲ぽう音が重なった。バドが撃うったのだ。無茶を、と思い視線を上げもう一度男を見た時には、その姿はほとんど光に包まれていた。

　ただ、白い光の中に一つ、黒っぽいものが見える。

　例の仮面を被かぶっているのだ。

　それは光の中にあって影かげのように黒い仮面で、獣面を模して銀と宝玉で美しく飾かざられ、男の目元を覆おおっていた。仮面舞ぶ踏とう会にでも着けていくような、華はなやかな仮面だった。

　そして目を焼かれて思わずゼストガは視線を逸そらした。

　光はその直後にふっと消え、闇やみが視界を支配した。ランタンは変わらず周囲を照らしていたが、光量の変化が激しすぎ、先さき程ほどまでより遥はるかに暗い世界の中で、しばらくは網もう膜まくに焼き付いた光の名残なごりが幻まぼろしのように瞬またたいていた。

　ただ一つはっきりしていたのは、その光と闇の入り混じる世界に、すでにあの仮面をつけた男はいないということだった。

「長ちよう距きよ離り移動魔術による転移だ」

　バドの声が微かすかに震ふるえていることに、ゼストガは気付いた。

　やっと回復しつつある目でバドを見ると、彼の顔はランタンの赤みがかった光の中にあってもなお、青ざめて見えた。

「……魔術ですって？」

　繰くり返し呟き、ゼストガもそれが意味することに気付いた。

「バカな！　魔術はここでは使えない、そう言ったのはあなたでしょう！」

「ロードマスターの封ふう印いんに逆らって魔術を使ったのだ。結界をねじ曲げて──」

「どうやって！」

「無む理り矢や理りだ。やり方など知らん」

　バドは答えつつ、中折れ式の銃じゆう身しんを折って空薬やつ莢きようを落とし、新しい銃弾をシリンダーに詰つめていく。空薬莢がチンと澄すんだ音を立てて床を転がり、例の男が先程までいた辺りで止まった。そこにはまだ微かに黒ずんだ線が残っていたが、それも見ているうちに風に吹ふき飛ばされたかのように消えていく。

　男は、この原始文字と図形を使って、彼らの前から姿を消したのだ。

「……バドさん。あの至近距離で外したんですか」

「魔術で全弾弾はじかれた」

　壁かべの、バドが指さす場所を見てその言葉の意味を理解する。バドの構えていた銃の角度から考えるとおかしな場所に弾丸がめり込んでいた。まさしく、弾き返されたのだ。

「確かなのは、あの男がロードマスター以上の魔力を操あやつる上、技術的にも優すぐれているということだ。ここの結界はロードマスターのオリジナルだ。これをねじ曲げる技術など、《学園》でも未開発だ」

「それがわかったからいきなり撃ったんですか？　むちゃくちゃですよ、敵対する人間とは限らないのに。だいたいあの顔、ロードマスターの関係者じゃないんですか？」

　人をケダモノのように言うな、と言いながらバドは再装そう塡てんを終えた銃をホルスターに戻した。

「関係者ならなおのこと、あのくらいでは死んでくれんよ。それに狙ったのは足下だ。原始文字を一つでも削けずれば発動できん」

「……僕に対するより随ずい分ぶん優やさしい対応ですね。いきなり眉み間けんを狙ねらったりしないんですか」

「君は他人が自分を信じるのは嫌いやがるくせに、自分が誰かを信じることには無防備なのだな」

「…………」

　ゼストガはムッとして視線を逸らした。

　だが、確かに考えていた以上に自分は無防備だったようだ。バドのことを信しん頼らいしていたつもりはないが、ある意味それに近い感情は抱いだいていた気がする──つまり、バドは理性的で、論理的で、だからこそ自分にも彼の思考は辿たどれる、彼は自分に近い人間だと。

『もう長いこと離はなれていたし、このまま離れていられると思っていた』

　バドは、確か遺い跡せきに入った時にそんなことを言っていた。おそらく、その時に気付くべきだったのだ。彼が内部調査局にかつて身を置いていたことに。そして、そうであるならば自分たちの利益のためにどのような手段でも取ってくるだろうことに。

　苛いら立だつべきはバドに対してではない。自分自身に対してなのだ。

　バドは床や壁を調べ始めていた。その背中に、ゼストガは尋たずねた。

「……内部調査局にいたのは、いつ頃ごろですか？」

「二〇八年の五月から二一三年の十月まで」

「全然知りませんでした……」

「俺が現げん役えきだったのは君がまだ基き礎そ課程の頃だぞ。知られていてたまるか」

　バドは床に飛び散っていた塗と料りようや、跳はね返されひしゃげた弾頭を調べながら言った。

「……ろくでもない五年半だったよ。ろくでもないものをたくさん見たし、聞いたし、自分でもやった。知りたくもないこととやりたくもないことばかり教え込まれたな。死体の始末の仕方だの医い療りよう上の──いや、話すべきことじゃない」

「……どうして内部調査局に？」

「当時の局長に目をつけられた。あれが不幸の始まりだ」

　長々と、バドは溜ため息を吐ついた。

「さあ、これ以上質問はなしだ──塗料が少し残っている。調べれば何かわかるかもしれん」

「…………」

　ゼストガは今日この遺跡で起こった様々なことを思い起こした。へまもしたし、殺されかけたし、力いっぱい振ふられた相手とまた顔を合わせてしまったし、なんだかもう疲つかれた。懐かい中ちゆう時計を見てもまだ時刻は昼過ぎ程度で、いったいこの長い長い一日がいつ終わるのかと項うな垂だれた。せめて何かしていたいと思い、塗料をこそげ落とすという繊せん細さいな作業をしているバドのためにランタンの灯あかりで手元を照らしてやり──彼はその一日をさらに長引かせる発見をした。

「……カードですね、これ」

　それはちょうど床の亀き裂れつに入り込み、ごく僅わずかな角だけを地上にさらしていた。丸みを帯びた角を摘つまみ、ゼストガは亀裂からそれを引き抜ぬいた。やはりカードだった。ゲームや占うらないに使うものだ。

「……本当に『運命を視みに』来てたんですね」

「なんのことだ？」

「あの男です。運命を視に来たって言っていたでしょう。占いでもしていたようですよ」

　カードに描えがかれた道どう化けの顔を眺ながめて、ゼストガは言った。道化は仮面をつけていた。顔の半分だけを覆う仮面で、白しろ塗ぬりに星だの花だのが描かれていた。その仮面がここから去った男の仮面と重なり、ゼストガはその場に凍こおり付いた。

「仮面──」

　呟つぶやいて、もう一度、あの男が去り際ぎわに身につけていった仮面を思い出そうとした。見えたのはほんの一いつ瞬しゆんだった、だが確かに見たのだ。

　黒塗りで華やかな、舞踏会か何かで身につけるような仮面を。

「────」

　仮面と魔術師。そう、ああいった仮面を身につけるのは──。

「《風と八月党》の魔術師……」

「……なんだと？」

　バドが手を止めてゼストガを見上げた。

「あの仮面は《風と八月党》のものかもしれません！」

「それでは何か？　《風と八月党》の魔術師が、この遺跡に潜もぐり込んで──いや、待て」

　バドの顔に、とても嫌な予感を抱かせる表情が浮うかんだ。驚きよう愕がくと焦しよう燥そうだ。

「──ロードマスターが言っていた。《風と八月党》の置き土産みやげを手に入れて、本ほん拠きよ地ちの割り出しを急いでいると」

「置き土産？」

「《道標》だ。こちらの不意をついてまた人間を送り込んでくるつもりだったんだろう。分ぶん析せきのためにまだ《学園》にある。ロードマスターと他ほかの《Ａ》位魔術師たちが封ふうじたんだ。ここと同じオリジナルの封じで、破られるはずが、ない、と──」

「でも《風と八月党》の魔術師であるあの男が、ロードマスターの封じを破って魔術を使ったんですよ！」

　バドとゼストガは互たがいに色を失った顔を見合わせ、そして慌あわただしく荷を摑つかみ、通路の奥へ走った。

　遺跡を出て、どうにかして《学園》と連れん絡らくを取るために。

　長い、長い一日は、まだまだ終わらない。
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　そういえばよ、とヴォルドは楽しそうな含ふくみ笑いの後で言った。

「てめえ、前に俺に訊きいたことあったな。リティーヤの指導教官になってすぐ」

　ヤムセは机に腰こし掛かけたヴォルドを見上げ、幾いくつかのことを同時に考えていた。まず、ヴォルドがここでこんな話をする意図。それからヴォルドの話す、自分がしたという質問の内容。最後に、ヴォルドがここに来た理由。

「どうして、《学園》は自分に生徒なんかつけたんだってな。渉しよう外がい担当官の仕事が減るわけでもなし、中ちゆう途と半はん端ぱになっちまうって。覚えてるか？」

「……はい」

「そうか、いい子だ」

　ヴォルドは何故なぜかそう言ってヤムセの頭をがしがしと撫なでた。

「いい子には教えてやる。てめえに弟子でしつけろって提案したのは俺だ」

「……？」

　意図が、読めない。

　それは以前からのことだった。ヴォルドはそのひねくれた外がい面めん以上のものは決してヤムセに悟さとらせず、そのくせヤムセの内面をえぐるような言葉を好んで吐きかけた。だが、だからこそ、ヤムセも彼の意図を時には読むことができた。彼の基本的な思考はヤムセにいかにダメージを与あたえるか、そこに絞しぼられるのだから。

　今回も、そういう意図なのだろうと思った。

　だが、いったい、弟子をつける、つけない、という話のどこに、ヤムセがダメージを受ける要素があるのだろうか。

　ヴォルドはヤムセの表情を眺め、心底嬉うれしそうににやにやと笑って言った。

「オルドゥナが心配してたんだ。てめえが、いつか《学園》を離れようとするんじゃねえかってな。ユローナにこだわってるうちはいい。てめえはあの女にイカれてた、ユローナを追うためなら、否いなもなく《学園》に居続けるだろう。だがもしユローナが捕つかまったり、死んだりしたら？　その時てめえは、糸が切れた凧たこみてえにどっかに飛んでいっちまうかもしれねえ」

「…………」

「だから、オルドゥナはそれを案じて、俺に相談してきた。俺が短い間だがてめえの師し匠しようだったからな。それで俺は言ってやったんだ、じゃあ弟子でもつけろ、ってな」

　ああ──とヤムセは心中で呟いた。確かに、長い期間ではなかったが、ヴォルドはしっかりとヤムセの内面を見み抜ぬいていたのだろう。

「てめえはユローナに捨てられた。そのことを引きずってる。だから絶対に弟子を置いて《学園》を去るような真ま似ねはしねえ。時間が経たって、情が移ればなおさらだ。だから、リティーヤはな、重しなんだ、てめえの」

　──勝手にどこかに行かないように。

　ヴォルドは煙草たばこを挟はさんだ指で、ヤムセの額を突ついた。

「どうだ、俺の読みは当たったろう？」

「…………そうですね」

　ヤムセは素す直なおにそう答え、ヴォルドはげらげらと声を上げて笑った。

「よーしよし、いい感じだぜ、ヤムセ。だが話が面おも白しろくなるのはここからよ。いいか、オルドゥナはそれじゃあできるだけやっかいなのを弟子につけようってんで、成績も最悪、素行も問題のリティーヤを選んだ。ところがそのリティーヤが、〈昼〉の石板と《始原のキツネ》に深く関かかわってる、ってのが後からわかったわけだ。当然、魔導書調査委員会がでしゃばろうとする。なんせやつらはラガロ以来《グリーンワードの魔導書》の管理と研究は自分たちの仕事だって考えてきた集団で、中でもグレイビルに至ってはそのためなら《学園》がどうなろうと一向に構わねえってやつだ」

　ヴォルドは話すうちにいつの間にか短くなっていた煙草をヤムセのカップに捨てた。

「で、ここで問題が起こる。てめえや研究室のやつらはリティーヤを実験動物みてえに引き渡わたす気はなかったし、グレイビルも諦あきらめるつもりはなかった。裏に表に、色々とあっただろう？」

　色々、という言葉で済ますには少々ありすぎた気もする。魔導書調査委員会はヤムセの教官資格取り消しだの、ロードマスターの告発だの、かなり厳しい攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。リティーヤを守りきれず、一時的に魔導書調査委員会の手に渡してしまったこともあった。

「……しかし、もう魔導書調査委員会も諦めたのでは？　彼らはリティーヤの保護中に問題を起こしました。リティーヤの〈昼〉魔ま力りよくが暴走するようになったのは彼らの実験のせいです」

「ああ、勿もち論ろん、ありゃ大失敗だ。言い訳のしようもねえ。だがな、それで諦めるほど、グレイビルと魔導書調査委員会ってのはおとなしくねえんだな、これが」

　ばんばんと背中を叩たたかれ、苛いらついたせいもあって、ヤムセはきつく言い返した。

「グレイビルもロードマスターに手出しをするのはこの前の一件で懲こりたはずです。これ以上は泥どろ仕じ合あいです。ロードマスターが本気で対たい抗こうすれば、魔導書調査委員会もタダでは済まなくなりますよ」

「タダじゃ済まなくなって困るのはオルドゥナだぜ」

　ヴォルドは呆あきれ顔だった。

「ロードマスターとグレイビルが争ったら、そりゃタダじゃ済まねえよ。《学園》をまっぷたつに割るような事態になるだろう。でもな、そんなことして、《学園》がどうにかなっちまったらイヤなのは、ロードマスターであってグレイビルじゃねえんだよ」

「……なん、」

　なんですって、と言いかけた言葉を、ヤムセは飲み込んだ。言い終える前に気付いたのだ。

　ヴォルドはその心理を読んで、大きく頷うなずいた。

「そうだ。ロードマスターはあくまで《学園》の存続を考える。オルドゥナだってそうだ。対する魔導書調査委員会とグレイビルは必ずしもそうじゃねえ。ロードマスターが本気になれねえ状じよう況きようでも、全力でかかっていける。ありゃグレイビルが有利だ」

「バカな！」

　ヤムセは思わず立ち上がって机を叩いていた。立ち上がったせいで、今度は机に腰掛けるヴォルドをヤムセが見下ろす恰かつ好こうになる。

「魔導書調査委員会はあくまで《学園》の一機関ですよ、《学園》が崩ほう壊かいすれば調査委員会自体が消しよう滅めつします」

「《学園》は崩壊しねえよ。ロードマスターが反はん撃げきしねえからな」

　平然とヴォルドは言い、机に置いてあった缶かんからクッキーをひと摑み取り出し、頰ほお張ばった。

「……なんだこれ、うまいな」

「しかし、それは賭かけです。ロードマスターは反撃するかもしれません。グレイビルは賭けに出てくるというのですか？」

「ん。ああ、出る。つーか、出た。だからだな、何度も言うが、グレイビルは《学園》の最終的な崩壊は望んじゃいないが、内部分ぶん裂れつ程度ならそれもまた良しとか思ってんだよ。変態だぜ」

「…………出た？」

　ヤムセは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。その時不意に、考えていた疑問の答えが出てきた気がした。今ヴォルドがこんな話をする意図。そして今ここに来た理由。

「おう」

　ヴォルドは菓か子しの残りを机の下にいるイヌにやると、立ち上がってヤムセと視線を合わせた。身長は僅わずかにヴォルドの方が高い。肩かた幅はばもあり、体重もおそらくは重い。ヤムセは今いま更さらながら、相手の腕うでに巻かれた腕わん章しようの示すものを意識した。

　内部調査局──。

　ヴォルドは懐ふところから懐かい中ちゆう時計を取り出して時間を見た。ヤムセは確信した。彼がここに来た理由を、こんな話をする意図を。

「十二時ちょうど──」

　ヴォルドが呟き、研究室のドアが開け放たれた。室内に内部調査局の腕章を巻いた魔術師たちがどっと入ってきた。廊ろう下かにもまだいるようだ。それから、窓から見た限りでは研究棟とうの外にも。

　ヴォルドの手が時計をしまい、懐から書類の束を取り出して、ヤムセに見せつけるように掲かかげた。

「反逆罪でてめえの身み柄がらを拘こう束そくする。第一級離り反はん者ユローナの著書を隠いん匿とく、研究していた疑いがかかっている。他ほかにも諸もろ々もろな。抗こう弁べんは取調室で聞くぜ」

　入ってきた魔術師たちが周囲を速すみやかに取り囲み、ヤムセの抵てい抗こうに備えた。

「皮肉なもんだな、ヤムセ」

　ヴォルドは新しい煙草を取り出し、それに火をつけて吸った。

　ヤムセの顔に、煙けむりを、吐はきつける。

「重し代わりにオルドゥナはてめえにリティーヤを背負い込ませた。てめえが惜おしかったからよ。他のどんな組織にも渡したくなかったからよ。だが、そのリティーヤのために、てめえは敵を作った。そしてその敵のために今身を破は滅めつさせようとしてる。オルドゥナは読み間ま違ちがえたようだな、リティーヤはてめえにゃ重すぎたんだ」

「そして先生は私の敵の手先というわけですか」

　吐き捨てるように、ヤムセは言った。その剣けん幕まくをちゃかすように、ヴォルドは肩かたをすくめた。

「ちょいと協力してやってるだけよ。その方が面白いからな。その方が、てめえの──」

　ヴォルドは手元の書類をまとめて丸め、それでヤムセの頰を叩いた。

「イイ顔が見られるからな」

　ヤムセは一いつ切さい表情らしい表情を見せなかった。ただ無表情に、ヴォルドを見つめていた。

　ぎらつく、目で。

「……あなたは昔から、ずっと、そうでしたね」

　背後から近づいてきた魔術師が、ヤムセの両りよう腕うでを背中に回し、彼を跪ひざまずかせて腕を縛しばり上げた。

　そして再び立たされ、ヴォルドの横を通り過ぎる時、ヤムセは低い声で囁ささやいた。

「今も、俺が憎にくいんですね」

　ヴォルドは紫し煙えんを吐き、低く笑った。

「何言ってんだ。愛してるぜ」

　男たちの視線がすれ違うその一いつ瞬しゆんだけ交差し、憎ぞう悪おと、怒いかりと、冷れい笑しようとがぶつかり合った。




　十二時一分。

　それは、まさに、その瞬間に訪おとずれた。




　どん、と床ゆかから衝しよう撃げきが衝つき上げてきた。

　揺ゆれは立て続けに魔術師たちを襲おそい、誰だれもが立っているので精せい一いつ杯ぱいだった。窓ガラスがびりびりと振しん動どうする。窓の外では雲が凄すさまじい速度で流れ、渦うずを巻き、分厚く発達する。白い雪雲は見る間にどす黒く染まり、その間からは稲いな光びかりすら見える。尋じん常じようの光景ではない。

　そして魔術師たちは見えざる異変も感じ取っていた。

「魔力が」
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　畏い怖ふを含ふくんだ声を漏もらしたのは、内部調査局の魔術師の一人だった。

「魔力が、集まって……」

　窓から見える黒い雲の下では、大規模な魔術が発動した時の特とく徴ちようである、魔力の大きな流れが発生していた。

　魔力は、通常これだけ距きよ離りが離はなれていては感知できない。それが、今は魔術師たちを圧あつ倒とうするほどだった。学内の誰もが気付いただろう。

「南か」

　ヴォルドは舌打ちしてそう呟いた。

　南には正門がある。距離が離れているため確実に正門の方だとは言えなかったが、少なくとも方向的には、黒雲と魔力の流れはそちらから発生していた。

　その頃ころには衝き上げるような揺れも収まり、警けい鐘しようがかんかんかんと甲かん高だかい音を立てるのが、窓越ごしにも聞こえていた。《学園》の鐘かねはその鳴らし方を変えることで警告の内容をも伝えている。今回は──。

「襲しゆう撃げきだ」

　すでに歴戦の魔術師たちは冷静さを取り戻もどし、ヴォルドの指示を待っていた。ヴォルドは窓を見て考え込む表情をしていたが、不意ににやりと笑った。

「おいてめえら。仕事はなんだ？」

　視線が合った若い局員が、躊躇ためらいがちに姿勢を正して答えた。

「防ぼう諜ちよう活動です」

「よし。俺らの敵はこの中に入り込んでる小こ狡ずるいやつらだ。塀へいの外からやってくるアホどもの相手は治ち安あん維い持じ局辺りに任せておけばいい。どうだ？」

「……非常時は治安維持局と連れん絡らくを取り合い──」

「ああ、黙だまれ」

　局員は口を閉とざした。ヴォルドはまだ笑え顔がおだった。

「いいか、どうだ、って言ってんだから質問に答えろ。はいか、いいえか？」

「……はい」

「よし。そう、俺たちの相手にすべきは内部に潜ひそむ悪党だ。じゃあ、今からそいつらの退治の仕方を教えてやる──おいヤムセ、ロードマスターは今特とく殊しゆ負ふ荷か実験センターにいるのか？」

「いえ、今は式典に出席しているはずです」

「東地区の迎げい賓ひん館かんか。じゃあ、まあ、確実だな」

　ヤムセが問う前にヴォルドは彼に背を向け部下に指示を出した。

「キリフエル、二人残す。ヤムセを局の地下にぶちこんでおけ。他はついて来い。特殊負荷実験センターに向かう」

　今ここにいる魔術師のうち、ヴォルドが内部調査局を支配した時代を知る者が半分、今日上司としてのヴォルドを初めて受け入れた者がもう半分。後者はこれから何が起こるのかほとんど理解していなかったが、前者は違った。視線を交かわし、緊きん張ちようが走る。

「先生」

　そしてヤムセは、前者のグループに入っていた。

「正門を陽動だとお考えですか」

　ヴォルドが、ドアに手をかけたところで立ち止まった。肩が震ふるえていた。笑っているのだ。

「だったらなんだ、ヤムセ？　てめえは重大犯罪の容疑者だぞ」

「私にも行かせてください」

「へえ？」

　そこで、ドアにもたれかかって、ヴォルドが振ふり返る。にたにたと笑って、目だけが冷たく厳しく、ヤムセの内面を貫つらぬく。

「面おも白しれえ。チャンスをやる。俺に理由を言ってみろ」

「負傷者が出る可能性が高いと思います」

〈流れ〉魔ま力りよくによる治ち癒ゆ魔術はヤムセの得意とするところだった。《学園》に彼以上の使い手は片手で数えられる程度しかいない。

「そして、私はまだ《学園》の魔術師です」

　ヴォルドはにたにた笑ったままヤムセにもう一度背を向けて言った。

「キリフエル。そいつの監かん視しを怠おこたるな。全員ついて来い」

　その言葉に応こたえるように、それまで机の下で存在を忘れられていたイヌが、のっそりと立ち上がった。
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　ユローナについてわかっていることはそう多くはない。

《学園》に入る際の申しん告こくでは北部の出身だったはずだが、実際には西部の出身だったし、両親の名前もでたらめだった。彼女が最初からそうやって素す性じようを隠かくしていたのは元々出しゆつ奔ぽんの意図があったからだとも言われているが、そうではなかったとヤムセは思う。

　ユローナには当初出奔の意図はなかった。

　彼女は、《学園》の魔術師として一生を終えるつもりだった。

　ヤムセは、そのことだけは確信している。

　素性に幾いくつかの偽いつわりがあったのは、ただ彼女がそれ以前の何もかもを捨てたかったからだ。

　父も、母も、故郷も捨て、まったく新しい自分になりたかったからだ。

　けれどその十五年後に、ユローナはまた、何もかもを捨てるはめになった。

《学園》を飛び出して。




　特殊負荷実験センターは第三研究棟とうの北一キロほどのところにあった。原生林を切り開いて建てられた巨きよ大だいな施し設せつで、地下一階から地上二階まで吹ふき抜ぬけの実験室は特殊な魔力環かん境きようを再現し日々様々な実験が行われている。

　マツやトウヒの森の中に忽こつ然ぜんと現れるどっしりとした建物は、古風な石造りで、蔦つたも絡からまり、貴族の城館のような風格を漂ただよわせていた。

　それが、今は凄せい惨さんな殺さつ戮りくの舞ぶ台たいとなっていた。

「あっはあ！　素す晴ばらしいな、おい！」

　ヴォルドは笑っていた。

　ヤムセはドアの一枚を押して、室内を窺うかがった。実験室とおぼしき部屋は、器具も机も床も血まみれだった。動く者はいない。

　廊ろう下かも、部屋も、似たようなものだった。建物の外面には何一つ変わったことはなかったが、一歩踏ふみ込んだ途と端たん、そこはもはや異世界の様相を呈ていしていた。

　血は天てん井じようまで及および、時折ぽたぽたと垂れてきて魔術師たちのコートを汚よごした。あまりの惨状に、中には吐はく者までいたが、ヴォルドはまったく意に介かいさず、ずんずん進んでいった。

　何者かが──いや、何らかの悪意ある集団が、ここを襲ったのだ。

「先生。何故なぜここが襲われるとわかったのですか」

　ヤムセはヴォルドに追いつき、その背に呼びかけた。ヴォルドは部下が部屋を調べるのを立ち止まって待っていたが、彼を振り向いて言った。

「てめえ、知らなかったのか？」

「──？　何を」

　ですか、という問いは最後まで発せられることはなかった。

「局長！　生存者です！」

　血の海の中で、生者が発見されたのだ。




〈流れ〉魔力はあらゆる流れを操あやつり、支配する。生命を維持する体内の流れも例外ではない。だから繊せん細さいな作業に優すぐれ、高い集中力を持つ魔術師ならば、肉体に影えい響きようを及ぼし、傷を癒いやすことができる。

　傷口が塞ふさがり、出血が止まった。

　生存者は焦しよう点てんの合わない目でヤムセを見上げた。白衣からして、研究員の一人だろう。

「何があった」

「しゅう──げきが」

　それはわかっている。

　ヤムセはなおも相手の目を覗のぞき込んで尋たずねようとした。

「いったい、誰だれが──」

「裏切り者はどいつだ」

　だが、ヤムセを押しのけて、ヴォルドが生存者の胸むなぐらを摑つかんで詰きつ問もんした。生存者は何度か瞬まばたきをしてヴォルドを見ると、カッと目を見開いて彼の腕うでを摑んだ。

「リルードだ！　あの青二才──」

「外見を言え。年、所属、わかっていることは全部だ」

　ヤムセが呆ぼう然ぜんと見守る中、生存者は次々に情報を吐き出していった。ヴォルドは後の世話を部下に任せて、立ち上がった。

「どういうことなんですか」

「ここから逃にげて状じよう況きようを知らせることのできる人間が一人もいなかった」

　ヴォルドは、ヤムセにというよりは、他ほかの魔術師たちに対して語り聞かせるように言った。

「ここの実験室は魔力が遮しや断だんされている。奇き襲しゆうをかけたところで、魔術で全員眠ねむらせるのは不可能だ。それを短時間でこれだけ殺して回れたんだから、中の構造がわかる案内人がいたってことになる──わかってんな、てめえら」

　ヴォルドは吸いかけの煙草たばこを落とした。血だまりの中に落ちた煙草の火は細い煙けむりを残して消えた。

「これを目に焼き付けておけ。絶対に忘れるな。裏切り者はここに敵対勢力を誘ゆう導どうし、殺戮がつつがなく終しゆう了りようするのを手伝った。やつが手を下していようがいまいが、関係ねえ。やつは殺人者だ。この裏切り者をとっつかまえて残りの人生たっぷり後こう悔かいさせてやるのが俺らの仕事だ。どうだ、楽しいだろう？」

「局長」

　キリフエル──ヤムセの同期でもある魔術師が、慎しん重ちように尋ねた。

「何故、ここが狙ねらわれたのですか？　何故正門が陽動で、ここが狙われるとわかったのですか」

「ここが狙われたわけじゃねえ。やつらはここから来たんだ──そうだろう？」

　問いは、まだ手当てを受けている生存者へ向けられた。生存者は苦々しげに頷うなずいた。

「そうだ。ここでは《道標》の分ぶん析せきが行われていたんだ」

「《道標》……？」

「学内で見つかって、ロードマスターが封ふう印いんしてた《風と八月党》の置き土産みやげだ。《道標》の分析データを完全に消去するためにも、やつらはここを全ぜん滅めつさせる必要があったらしいな」

　一いつ瞬しゆん、ヤムセは目眩めまいすら覚えた。

《道標》は一人の主あるじしか認めない。その主に対たい抗こうするためにはそれを上回る魔力で己おのれこそが新たな主であると書き換かえる必要があり、管理を任されたロードマスターは当然そうしたはずだった。その上で、さらに他の《Ａ》位魔術師たちと協力して《道標》を完全に封じ、万が一の事態に備えていたのだ。

　だが、その《道標》を使って《風と八月党》が侵しん入にゆうしたという。

　つまり、ロードマスターを主とする書き換えが機能していなかった上に、その封じまで破られたということだ。ヤムセはロードマスターから聞いた話を繫つなぎ合わせ、ヴォルドに嚙かみつくように言った。

「《道標》にかけられた封印を遠えん隔かく地ちから解くことは不可能です。ということは、もし今の話が事実だとすれば、そもそも、最初から封印解除のための仕し掛かけが組み込まれていたことになります。封じを施ほどこした魔術師たちにも、ロードマスターにも、まったく気付かせず、巧たくみに隠された仕掛けがあったということに。《学園》以上の技術です。それを彼らが有していると、そう──そう、おっしゃるのですか？」

「ああ」

　ヴォルドはにたにたと笑って肯こう定ていした。

「否定してもな、他に潜入ルートはねえんだよ。《学園》は魔術で二重三重に守られている。治ち安あん維い持じ局が張ってる正規ルート以外、空からも地下からも入ってくる手だてはねえ。そんな状況下で、いきなり学内に戦せん闘とう集団が現れたんだ。これを他にどう説明できる？　このクソみてえな血の海の説明を、他にどうできるってんだ？」

　ヴォルドは笑っていたが、その目は憎ぞう悪おに輝かがやいてもいた。彼が怒いかり狂くるっていることにヤムセは一いつ瞬しゆん遅おくれて気付いた。自分のテリトリーを荒あらす存在を、彼は許さない。激げき烈れつで、苛か烈れつな方法で、彼は徹てつ底てい的に敵を追いつめ、破は滅めつさせる。今の彼のテリトリーは《学園》だ。彼はここを侵しん犯ぱんする者を、どこまでも追いつめるだろう。

　背筋にぞっとするものを感じ、ヤムセは口を閉じた。これ以上会話は必要ない。

　ここからは、行動がすべてに優先する。

　奥を見てきた部下が生存者なしと告げると、ヴォルドは何本目かわからない煙草に火をつけ、紫し煙えんを吐いて言った。

「敵は《風と八月党》だ。手口から見ても、生存者の目もく撃げき情報から見ても間ま違ちがいねえ。エルケラス、治安維持局に報しらせろ。《風と八月党》の第一の目的は《地図》にある。前回の襲しゆう撃げきで奪うばえなかったそいつをまた狙ってくる可能性が高い。《地図》は今禁域書庫に移動してるはずだ。同地区にある《グリーンワードの魔導書》〈昼〉の書の保護も必要になる」

〈昼〉の書とは、物言うキツネが《学園》創設者であるラガロに託たくした、〈昼〉魔ま力りよくを支配する石板の欠片かけらのことだ。五つに砕くだかれた欠片のうち、今《学園》にはキツネから渡わたされたものと、ユローナから奪ったものの二つがあり、さらに《蛇のスネーク目連隊・アイズ》から借り受けて作った複製品が一つある。

「俺らはこれから内通者リルードの追つい跡せきと捕ほ縛ばくに入り、禁域を目指す。エルケラス、治安維持局に部隊を禁域に送り込めと伝えるのを忘れるな」

　命を受けた魔術師が伝令に出るとすぐに、ヴォルドは生存者の救護等のために最小限の人員を割さき、残りを率いて実験センターの外に出た。血とその他のものの臭においが充じゆう満まんしていた屋内から解放され、若い魔術師たちはほっとしたような顔をしていた。

　しかしヤムセにはわかっていた。

　今度は自分たちが血の海に横たわる番かもしれないのだという程度のことは。




　禁域とは《学園》本部の北地区を指す。《Ａ》位魔術師たちが集つどう《学園》の中ちゆう枢すうであり、幾いくつかの重要機関の本部の他、《Ａ》位魔術師たちの居住区もある。学生たちがたむろする中央部とは違ちがって、ひどく静かな地区だ。

　実験センターから原生林の中に切り開かれた道を突つっ切ると、やがて高い灰色の壁かべに行き当たる。禁域とそれ以外の地区を分ける壁で、右手に折れてしばらく行くと道はメインストリートとぶつかり、そこに禁域に至る唯ゆい一いつの門がある。禁域と言っても一いつ般ぱんの魔術師の出入りが完全に禁止されているわけではなくて、開門しているならば許可証で出入りが可能になる。

　警けい鐘しようが鳴り響ひびく中、門はすでに閉とざされていた。

　だが、警鐘が鳴ったから閉ざされたというわけではないようだった。警備兵がいないのだ。

「中に入ってから警備兵を始末して、閉門したというところでしょうか」

「まあ、普ふ通つうそうするわな。一時的かもしれんが中央からの援えん軍ぐんを防げる。北地区内の警備だけならなんとかできる自信があったんだろう。ほれ、くっちゃべってる暇ひまはねえぞ。ここ破は壊かいしろ、便利道具」

「……便利道具とはどういうことですか」

「てめえのことに決まってんだろ。うちの可愛かわいい部下どもを消しよう耗もうさせるよりてめえにやらせた方がお得だ。おい、どうせなら派手にやれよ、その方が他の魔術師への警告になる」

「…………」

　ヤムセは嘆たん息そくして魔術の準備に入った。ヴォルドはああ言ったが、実際には他に数名の局員が手伝い──何しろ禁域を守る門だ、生半可な魔術ではひび一つ入れられまい──威い力りよくを増した魔術が組み立てられていく。定められた単調な韻いん律りつと言葉が繰くり返され、それが次し第だいに魔術師たちの意識を共鳴させ、一つにしていく。幾本もの細い支流が一つになって大河となるように、魔力が一つの流れとなり、世界に干かん渉しようしていく。

　そして、しっかりと閉ざされた門もん扉ぴが鳴動する。微び細さいな振しん動どうは瞬またたく間に大きく激しい揺ゆれとなり、ついには接続部に亀き裂れつが入り、蝶ちよう番つがいがひときわ高く鳴り響いて壊こわれた。

　蝶番の壊れた扉とびらは振動を止めるとゆっくりと内側に倒たおれていき、重々しい音を立てて地面に倒れた。

　倒れた扉の向こうには、他とは多少異なる光景が広がっていた。

《学園》本部は元々台地の端はしに建てられており、北へ行くほど標高が高くなり、特に禁域は小高い土地を丈たけ高い石いし壁かべで囲み形成されている。内部には他の地区と違って農場も牧草地も原生林もない。岩いわ肌はだの露ろ出しゆつした限られた土地に建物が集まり、城じよう塞さい都市の様相を呈ていしているのだ。

　入ってすぐには石畳の敷しかれた広場があって、それを囲むように幾つかの重要機関の本部が建ち並ぶ。広場は集会や式典で使われることもあり、かなり広く取られていた。

　そのあちこちに倒れている人々がいた。

　駆かけつけ、うつぶせに倒れた男性の一人を起こすが、外傷などはないようだった。ただ、意識を失っている。他の者も、どうやら同じような状態らしかった。

「警備は向こうで死んでる」

　背後からそう声をかけたのはキリフエルだった。彼は憂ゆう鬱うつそうな、緊きん張ちようした表情で周囲を見回して言った。

「あれだけ音を立てたのに、人が出て来ない。たぶん、集団で〈夜〉魔術か〈夢〉魔術を広こう範はん囲いにかけて、この辺りの人間の意識を奪ったんだ」

「…………」

　この気温の中に寝ねかせておくと命に関かかわるので、ヤムセはとりあえず男性を担かついで近くの建物の中に放ほうり込んだ。建物の中にも倒れている者がおり、やはり同じように意識はなかった。

　周囲の建物をざっと見た後、ヴォルドの指示でもう一度広場に集まり、そこからさらに奥、《地図》と〈昼〉の書がある中心部を目指すことになった。空の荷馬車が二台発見されており、それを侵入者たちが偽ぎ装そうして乗ってきたものだとすると、敵はざっと三、四十人と考えられた。対するこちらはヤムセを入れても二十四名。

「禁域に外部の侵入者を許すのはこれが二度目だ。知ってたか？」

　その二十四名を前にして、何気ない様子でヴォルドは言った。

「そいつらを捕つかまえたのは、直前に情報を仕入れた内部調査局だ。確かにこの城壁の中には治安維持局も張っている。だがやつらの縄なわ張ばりだなんだのと気を遣つかうこたあねえ。どうせ奇き襲しゆうを受けてあえなく敗退しちまってる。一度目もそうだったんだからな」

　緊張していたはずの局員たちの間から、笑い声が漏もれた。治安維持局と内部調査局の不仲は昔からだった。互たがいに相手をバカにする冗じよう談だんには事欠かない。

　ヴォルドの命令一下、魔術師たちは素す早ばやく移動を開始した。

　ヤムセもまた周囲を警けい戒かいしつつ、禁域の中を駆け抜ぬける。

　──自分を捕とらえようとした者たちと、ともに。

　不意に、そう遠くない未来に思考が飛んだ。

　もし、この状じよう況きようを無事に切り抜けたとしても、彼に待っているのはユローナの研究を引き継ついだという罪とユローナの弟子でしという鋳い型がただ。彼女の研究の後こう継けい者しやであるという理由で弾だん劾がいされるのであれば、いったい自分はどうするのか。いっそのこと、居直って、徹底的に戦うか？　そう、それも悪くない。結果がどう出るにしろ、自分一人なら、どうとでもなるのだから。

　だが、彼は一人ではない。

　そう。

　もう、一人ではないのだ。

　ヤムセは唐とう突とつにそのことに気付いてハッと空を見上げた。頭上の雲は正門の上にあるそれと違って白く、その雪雲から、ひらひらと軽かろやかに雪せつ片ぺんが落ち、額に触ふれて解けた。その水すい滴てきが額から目め頭がしらを伝い頰ほおを流れた。仲なか違たがいしたままの父と、今の自分より若い頃ころに殺された姉、それに袂たもとを分かった幼なじみが思い浮うかんだ。それに象しよう徴ちようされるのは徹底的な断絶だった。何故なぜ自分が彼らの顔を思い浮かべたのか理解できなかった。断絶し、終わった人間関係をこの場で思うことに何の意味がある？　ああ、そうか、と彼は少し考えてやっと悟さとった。つまり自分はこれまでと同じようにどうせまたこの関係も終わると考えているのだ。それはそうだ、彼女は弟子で、まだ早いだろうがいつかは彼の下もとから巣立っていくのだから。

　巣立って。

　けれどそれは今ではない。

　ふと吐はいた息が白く凍こおり付き、寒さを覚えて彼はコートの襟えりを立てた。





２






《グリーンワードの魔導書》〈昼〉の書が保管されているのは、ラガロの塔とうと呼ばれる古い塔の地下だ。

　入ってすぐの広場を抜けて北、禁域の中心部へ進むと、道は最高位魔術師たちの居住区を貫つらぬいて曲がりくねりながら丘おかの上に続き、そこでさらにもう一つの壁と門に行き当たる。この壁の中は《学園》の最重要地区に指定されており、学長の邸てい宅たくや《学園》全体を守る魔ま法ほう陣じんの塔、そして《学園》がこれまでに溜ため込んできた知識の宝庫である禁域書庫などが建つ──いや、それらはぴたりと隙すき間まがないほどに並び、区別のつけようがない。学長が最重要地区に住まいを持つのは守られるためではなく、そこにあるすべてを守るためなのだ。

　そして、その最重要地区の中心に、さらに壁で囲まれた空間があり、ラガロの塔はその中に建っていた。禁域を囲む壁を第一の壁、最重要地区を囲む壁を第二の壁、そしてこのラガロの塔を外界と隔へだてる壁を第三の壁というが、第三の壁の中に入ることができるのは、学長と一ひと握にぎりの《Ａ》位魔術師だけである。最重要地区とその周辺は道も複雑に入り組み、建物の中庭や階段を通って、ようやく第三の壁に至る。道を知らなければ辿たどり着くのは容易ではないだろう。

　だが、侵しん入にゆう者の足そく跡せきを追うのは簡単だった。

　警備の魔術師や、学長のそば近くに仕える者たちが、傷つき、倒れていたのだ。

　魔術師は一般の人間よりも魔術に慣れているため、完全に不意をつくか、実力差がなければ魔術で眠ねむらせるのは難しい。どうやら第二の壁の内側では、侵入者たちは不意をつくことに失敗したらしい。眠らせることができなければ道行く人々や守備隊の魔術師が邪じや魔まになる。だから彼らは容よう赦しやなく、一いつ切さいの区別なく、邪魔なものを排はい除じよした。

　その結果が、この血みどろの道だった。

　倒れた同どう僚りようを抱かかえて泣き叫さけんでいるのは、学長の屋や敷しきで働く一般人の女性だ。他ほかにもすすり泣きや助けを求める声があちらこちらから聞こえる。自分たちも怪け我がを負った数名の魔術師が、そういった人々の対応に追われ、また負傷者の手当てに走り回っている。その中の一人に声をかけてみると、すでに部隊が再編されて侵入者を追っているとのことだった。

　だが、一度突とつ破ぱされ数を減らした守備隊に多くを期待するのは愚おろかだ。下手をすれば全ぜん滅めつの可能性もある。こちらが辿り着くまで足止めできるかどうか──。

　そして実際、事態はその中間といったところだった。

　やがて、進行方向から散発的な銃じゆう声せい、怒ど号ごう、悲鳴などが聞こえてきた。ちょうど建物の間を上る階段が右手に曲がって踊おどり場となっているところだったので、ヴォルドの合図で皆みな立ち止まり、身を伏ふせて慎しん重ちように踊り場の上の様子を窺うかがった。階段は踊り場で右手に折れると、その後は第三の門の前にある広場まで、真っ直すぐに上っている。そして門前広場に至るまでの階段の両りよう脇わきには、建物の陰かげに身を隠かくすようにして、《学園》の守備隊が散らばっていた。彼らは皆頭上を見上げ、応戦している。敵は上だ。だが、階段が急なせいで門の様子まではわからない。

　その状況を知らされた時、ヴォルドは嫌いやそうな顔をちらりと見せた。どういうことなのか、ヤムセにもわかっていた。攻こう撃げきが上から来るということは、門前広場はすでに占せん拠きよされているということだ。そして門前広場が占拠されているのならば、敵勢力の一部はすでに門を開けて内部へ潜もぐり込んでいると考えられるのだ。

「一気に仕し掛かける」

　短くヴォルドが言い、作戦を説明し、魔術師たちはおのおのの武器を手に取った。といっても本来はヤムセの捕ほ縛ばくに動いただけだから、携けい帯たいしていたのは拳けん銃じゆうとサーベルだけだ。

　部下が密ひそかに散り、配置についた後、ヴォルドは丸まる腰ごしのヤムセに自分のサーベルを投げて寄よ越こした。

「先生は」

「こいつがいる」

　ヴォルドは禁域に入ってからもずっとつかず離はなれずでそばにいる、例の巨きよ大だいなイヌを指し、その耳を搔かいた。毛は長く、白と黒が入り交じり、両の耳は黒かった。

「俺の背中は狙ねらうなよ」

　ヤムセに向かってからかうようにそう言うと、彼は部下に合図を出した。




　魔術は準備に時間もかかるし体力や精神力の損そん耗もうも激しい。

　だが、攻撃を集中する機会を間ま違ちがわなければ、戦場の勝敗を決する威い力りよくを持つ。その場にいた侵入者たちも守備隊ももはや大規模魔術を使う余力はなく、一方内部調査局は解き放たれるのを待つ猟りよう犬けんのようなものだった。

　だからさして時間もかからずに、広場を奪うばい返すことに成功した。侵入者側は建物の中庭へ逃にげ込み、守備隊はそれを追い、戦場はそちらへ移った。

　広場を囲む建物の一角が《地図》の保管されている禁域書庫だったが、内部はすでに荒あらされており、おそらくは《地図》も奪われているだろうと思われた。

　ヴォルドはまだ銃声が聞こえる中、死体とけが人が転がる広場をずかずかと突つっ切って、門の前に立ち、門もん扉ぴを蹴けった。

　ぎい、と音を立てて、門扉は頼たよりなく開いた。

　鍵かぎが壊こわされ、門の番人はすでに血の海に倒たおれている。

「我々が駆かけつけた時にはもう門をこじ開けられていた」

　肩かたを負傷し、青ざめた顔でそう言ったのは最重要地区守備隊の副隊長だった。隊長は負傷が重く、すでに運び出されている。

　退路の確保のためか、追っ手を寄せ付けないためか、侵入者たちの一部はここに残り、それが守備隊に応戦していたのだ。侵入者のうち、この場に留とどまって応戦していたのはおそらく十名程度。ということは、残る二、三十名が、この門の向こうでラガロの塔を目指しているはずだった。

　副隊長は負傷した肩を押さえて言った。

「救きゆう援えんに感謝する。ここから先は我々が行く。一隊が中庭へやつらを追いつめている。あなた方はそちらを──」

「おい、行くぞ」

　ヴォルドは副隊長の言葉を無視し、局員に顎あごで門扉の向こうを指した。副隊長が顔をいっそう青くする。

「行くとはどういうことだ！　内部調査局の領分ではない、ここは我々の指示に従って──」

「てめえらの人数じゃ死ににいくようなもんだ。中にはまだ二十人からいるんだろう？　そっちこそとっとと中庭に行け」

「！　最重要地区内では我々に権限がある、そちらこそ──」

「あの中にはいなかった」

「何が……」

「内通者のリルードって魔術師だ。そいつを追っている。それは俺たちの領分だろう？」

「だからといってここで好きにさせるものか！」

「わめいてるだけだ。構うな、行け」

　ヴォルドは部下にそう命じ、部下の方もあっさりとそれに従った。

　鍵の壊れた扉とびらの間をすり抜ぬけ、局員が素す早ばやく中へ入っていく。副隊長が耐たえ難がたい様子で罵ば声せいを吐き、守備隊に指示を出す。ヴォルドが低く笑う。ヤムセはそういったやりとりを聞くとはなしに聞きながら、周囲の警けい戒かいを続けていた。

　妙みようだったのだ。

　退路確保なりなんなりの目的でここに人員を割さいていったのなら、十人という数字はあまりに少ない。ここから先にも守備隊は配置されているが、大した数ではないはずだ。一方、十名では、再編された守備隊相手でやっと互ご角かく。移動に使った荷馬車の痕こん跡せきや証言などから、侵入者は少なくとも三十名はいる。ここまでほとんど脱だつ落らく者はいなかったはずだから、残そうと思えばもっと多くの人間を残せたはずだ。たとえばもっと人間がいたら、広場の周囲に配置し、狙そ撃げきするなり、魔術で攻撃するなりすれば──。

　うぉん！

　それまでまったく静かで、一声も吠ほえていなかったイヌが、いきなり吠えた。ヴォルドがハッとして部下を振ふり返り、大声で叫んだ。

「──伏せろ！」

　ひゅん。

　そんな音が聞こえた。

　その直後、ほど近い距きよ離りにあった噴ふん水すい像が腰こしの辺りからまっぷたつに断たち切られ、上半身が雪の残る石いし畳だたみの上に落ちて砕くだけた。

　魔術で生み出された風の刃やいばだ。どこかに侵入者がまだ潜ひそんでいて、こちらを狙って放ってきたのだろう。魔術の攻撃はさらに続き、その発動までの間を埋うめるように銃声が鳴り響ひびいたが、その場にいた魔術師は皆伏せるか物もの陰かげに隠れるかしていた。ヤムセも門の隙間から内部に飛び込み、鉄の扉の裏に身を隠した。

　同じ場所に一歩早く逃げ込んでいたヴォルドは、舌打ちして部下たちの様子を見た。中へ入った者とまだ外にいる者、半数ずつだろうか。

「中にいるのはこのまま塔とうを目指せ。ここから壁かべ沿いに右手だ」

　ヴォルドの指示が飛ぶ間、ヤムセは敵の様子を窺った。この広場と第三の壁は禁域でも最も高い土地にあり、広場を囲むように建物が並んでいた。貴重な物品を収めた保管庫や、書庫である。荒らされた書庫を除いてどの建物の扉もしっかりと閉められているが、西の端はしに建つ建物が敵方に占拠されているようだ。二階の窓から、魔術を放った人間がいたのだ。

「西です」

「わかってる。てめえも行け。やつらの目的はこっちの分断と足止めだ。ここでぐずぐずしてたら石板かっさらわれるぞ」

「…………先生」

　ヤムセはサーベルを持つ手とは逆の左手を、門柱にもたれるようにして座り込むヴォルドの腿ももに置いた。掌てのひらが濡ぬれる嫌な感かん触しよくがあった。

「その前に治ち療りようをさせてください」

　腿からの出血が雪を解かし地面に吸い込まれていく。

　先さき程ほどの魔術で、腿を切り裂さかれていたのだ。

　ヴォルドは、やや血の気を失った顔で、唇くちびるの端をつり上げて笑った。

「ふざけんな」




　右足の付け根できつく縛しばった。それだけで、ヴォルドは門の外に残った部下に指示を出し始めた。

「西の端の二階の窓と、東から三つ目の一階だ。顔出したら一発お見み舞まいしてやれ」

「先生。治させてください」

「てめえだけはごめんだぜ」

「……先生」

「しつけえんだよ！」

　こちらの結界に敵方の魔術がぶつかり、衝しよう撃げきがどんと周囲を揺ゆらし、傍かたわらの木々から雪が落ちた。爆ばく音おんに耳を押さえ、ヴォルドは舌打ちする。

「結界が邪じや魔まだ。キリフエル、三人連れてけ。援えん護ごを──」

「血を失いすぎてからでは手て遅おくれになります」

「──てめえは黙だまってろ！」

　怒ど鳴なると同時にヴォルドは弾だん幕まく代わりに東西の建物に魔術を叩たたき込み、衝撃でそれらの建物の窓ガラスが一いつ斉せいに割れた。その間にキリフエルら四名は素早く建物の裏手に回り込んでいる。ヴォルドはそれを睨にらみつけ、ヤムセもそちらを魔術で援護しつつ、なおも言った。

「十年前とは違ちがいます」

「ああ？　そりゃそうだろうよ、そんなこたあわかってる。だがそんなこたあどうでもいい。俺はてめえにゃあ二度と傷を見せねえ、そう決めてんだ。行け。やつらだけじゃ不安だ」

「……行きません」

　ヤムセが答え、振り向いたヴォルドがその顔を殴なぐりつけた。




　十年前。

　その時の光景を、ヤムセはよく覚えている。

　夏にしては冷え込んだ日で、肌はだ寒ざむいくらいだった。日が昇のぼる前から研究室に行ったのは頼たのまれていた資料を用意し忘れていたからで、まさか人がいるとは思っていなかった。いつも鍵を預かってもらっている事務室に鍵が戻もどっていないと知って驚おどろいた。ユローナや他ほかの誰だれかが間違えて持ち帰ってしまったのかもしれないと思ったが、念のために行ってみると研究室のドアには鍵がかかっておらず、彼は訝いぶかしく思いながら開けた。

　椅い子すや机は倒れ、あるいはまっぷたつに割れ、床ゆかに転がっていた。書しよ架かは倒れて本が床中に散らばり、そして赤く染まっていた。

　血を。吸って。

『……あ』

　ヤムセはぎこちなく息を吸った。開け放たれていた窓からは風が吹ふき込み、カーテンをばっと揺らして彼の髪かみを掬すくい上げた。血の臭においが充じゆう満まんしていた。吐はきそうになって口元を押さえ、それでも視線を逸そらせずに室内を凝ぎよう視ししていた。

　床と言わず壁と言わずカーテンと言わず、べっとりと辺り一面に飛び散っていた。

　血だとか、なんだとかいうものが。

　そしてその中心、部屋のちょうど真ん中に、研究室の責任者であるアヴィラーズが仰あお向むけに倒れていたのだ。

　目をぼんやりと開いたまま、明らかに、死んでいた。

　口元を押さえ、ヤムセはそれ以上一歩も動けなくなってしまった。夜明け前の青い闇やみの中で、それはあまりに異常で、日常の場面が完全に非日常に転てん換かんされてしまっていた。いや、その時日常は失われたのだ。そのことに彼が気付くまで、もう小一時間ほど必要だった。

　その時突とつ然ぜん足を摑つかまれた。

　彼は驚きと恐きよう怖ふのために、振り払はらわんばかりの勢いで足あし下もとを見た。足を摑んでいるのは力強い手だった。ヤムセからは死角になっていたが、ドアの脇わきの壁にもたれかかるようにして、男が一人、蹲うずくまっているのだ。あちこち血だらけで、ひゅうひゅうという不安定な呼吸が口から漏もれている。コートも血で汚よごれていたが、明らかに《学園》のものだ。まさか目の前の人物がこの惨さん状じようの原因なのか──ヤムセの脳のう裏りに一いつ瞬しゆんそういう考えが過よぎった。

　だがヤムセはすぐに違うと判断した。男は確かに血だらけだったが、それはほとんど自身の傷によるもののようだった。部屋を染める血の量を考えると、今この男の全身を濡らす血では返り血が少なすぎる。それに、確か男はアヴィラーズの友人だったはずだ。一、二度研究室にやってきたのを覚えている。

『だ、大だい丈じよう夫ぶですか！　今、人を呼んできます』

　ヤムセはそう言って部屋を出ようとした。だが男は手を離はなさなかった。口が僅わずかに動くのが見えた。ヤムセは屈かがみ込み、耳を近づけた。

　間に合わん。

　声はそう言っていた。

　ヤムセは言われてハッとした。確かに、この時間帯では研究棟とうにはまだ他の魔術師は来ていない。事務室にいるのは当直の一いつ般ぱん人で、治ち癒ゆの魔術は使えない。外に助けを呼ぼうにも、ここからでは正魔術師の居住区までかなりの距離がある。往復で三十分以上かかるかもしれない。ぐずぐずしていたら、この出血量では間に合わなくなる。治癒の魔術は扱あつかいが難しいから、こんなにも出血していたのではこの男自身には使えない。傷はあまりにも深い。繫つなぎ方を間違えば、最悪腕うでや足を失うことになるだろう。

　ヤムセは素早く決断した。

『僕がやります』

〈流れ〉魔術には自信があった。アヴィラーズの遺体を目の前にして精神集中が保たれるかという不安はあったが、魔術師は緊きん急きゆう時にも意識を切り替かえられるよう、日ひ頃ごろから訓練を積んでいる。魔術の手順を思い出せば、心は落ち着いていった。血を止めて、応急手当てだけして、後は専門の魔術師か医師に見せればいい。大丈夫、そう自分に言い聞かせた。

　その時、また男が口を動かした。意識を失いかけているらしく、ほとんどうわごとのようだった。ヤムセはそれでも耳を近づけ、何を言っているのか理解しようとした。

　それがいけなかった。

　ユローナだ、と男は言った。

　ユローナが、逃にげた、と。

　それきり男は意識を失った。

　──頭も、何もかも、ぐちゃぐちゃになった。

　勿もち論ろん、それで精神集中などできるわけがなかったのだ。




　ユローナに置いていかれたのだという事実を彼が理解し受け入れるまで、随ずい分ぶん時間がかかった。美しく魔術に優すぐれ天才ともてはやされていた彼女は少年時代のヤムセにとって憧あこがれの対象だった。慕したっていたのだ。アヴィラーズの死よりも、自分がユローナに必要とされていないというその事実が、彼を打ちのめした。結局彼女を待ち続け、ようやく諦あきらめた時、二年という時間が流れていた。

　その後ヤムセが一いつ旦たん《学園》を離れ、また戻ることにした時、彼の再訓練をしたのが、当時すでに引退していた、あの男だった。

　血だらけで、研究室にいた、ヴォルドだったのだ。

　ユローナが出しゆつ奔ぽんした頃ころヴォルドは内部調査局の局長で、あの夜研究室に行ったのは、旧知の仲だったアヴィラーズに頼まれてのことだったという。アヴィラーズは、ユローナが内規に違い反はんする実験を行ったという証しよう拠こを得て、手を引くように彼女を説得しようとし、万が一の事態に備えてヴォルドを呼んだらしい。しかしユローナは聞き入れず、争いになり、ヴォルドも間に入ろうとしたが遅おそく──ああいう事態になったのだ。

　ヴォルドの手足には怪け我がの影えい響きようが残った。ヤムセが治ち癒ゆ魔術を失敗したせいだ。

　以来、彼はヤムセを忌いみ嫌きらっている。

　ヤムセはそう考えている。




「っけんな！　行け、このウスノ──」

　ヤムセも殴り返した。

　がっ、という音を立ててヴォルドは門柱に後頭部をぶつけ、呻うめき声を上げた。その間にヤムセは彼の右腿ももを出すためにズボンを裂さき、止血帯を取って傷口から溢あふれ出る血を拭ぬぐった。風の刃やいばはすっぱりと組織を切断していたから、思っていたよりも短時間で治ち療りようできそうだった。

　イヌは、主あるじを守ることもせず、黙ってヤムセを見ている。怯おびえているわけではない。落ちついている。おそらく、ヤムセの行こう為いが手当てのためだとわかっているのだ。

「こ……の、いてえだろうがコラ！」

　傷口に手を当てて治癒の魔術を始める。ヴォルドが起きあがって何か喚わめいているが、聞き流して言った。

「私に殴られてへばっているようでは長くは保もちません」

「…………よくも言いやがったな」

　ヴォルドの奥歯がきつく嚙かみ合わされてがりがりと鳴っている。後が怖こわいといえば怖いのだが、この際構ってはいられなかった。余計なことは考えずにただ人体を巡めぐる生命の流れに意識を集中させた。その流れが断絶されている箇か所しよを一つ一つ探さぐり当て、そこを修復するイメージを膨ふくらませる。魔ま力りよくを操あやつり、傷口を塞ふさいでいくと、ヴォルドも徐じよ々じよにおとなしくなった。相変わらず口くち汚ぎたなく罵ののしっていたが。

　キリフエルらが攻こう撃げきを避さけて建物の内部に入り込み、敵を探り当てるまでの間も、魔術師たちはキリフエルらを援えん護ごするために魔術を放ち続けていた。ヴォルドは治癒魔術を受けているため、それすらもできずひどく不服そうだった。出血量は多いが、まあ元気な方だろう。意識もしっかりしている。

　あの時とは、違うのだ。

　ヤムセは無意識のうちに十年前と今とを比べていた。血に濡ぬれた手が自分の足首を摑んだ時は悲鳴を上げそうになったものだ。血だらけのヴォルドを助けようとしたのは幼さのなせる驕おごりだったのかもしれない。あのとき、もしもユローナのことを言われずとも、ヤムセには自分が彼を正確に治療できたかどうか、自信がない。当時はあったのだろうが、今、当時の自分の技量を考えてみると、やはり無茶だった気がする。

　間に合わんと呟つぶやいたあの時、ヴォルドはおそらく死を覚かく悟ごしていたのだ。

　それを無む理り矢や理り、ほとんど自分の驕りや自負心だけのために生きながらえさせたのは、ヤムセだった。

　傷が着実に治っていくのを見つめ、ヤムセは呟いた。

「どうして、私の再訓練を引き受けたのですか」

「あ？」

「……先生が引退することになったのは、怪我の後こう遺い症しようのせいでしょう」

「…………何？」

　ヤムセは顔を上げてヴォルドを見た。

　ヴォルドは、得心がいかないような顔をしていた。

「私が先生から奪うばったものと、先生が私に与あたえたものとを考えたら、釣つり合いません」

「…………ああー…………」

　ヴォルドは何かを理解した顔をした。そして嘲あざけりを含ふくんだいつもの目でヤムセを見る。

「なるほどな。てめえの計算にゃ、間ま違ちがいがある。てめえは自分の尺度でしか物を見てねえ。だからわからねえんだ」

「……つまり、先生の視点では釣り合いが取れているのですか？」

「つか、俺の黒字だ」

「…………」

　きっぱりとそう言われてしまうと、なんだか自分が損をしているような気がしてくる。確かに、再訓練を引き受けてもらえたという恩と、治療に失敗して引退に追い込んだという過去のために、師に対して逆らえないところはあった。自分の言葉に従う弟子でしを良いいように利用してきたのはヴォルドだ。だがそれはヤムセの押しの弱さのなせるわざでもあって、一いち概がいに過去と恩のせいとも言えないのだが──。

　まあ、とにかく、治療を終えなければ。

　ヤムセは治療の最後の段階に入り、また視線を傷口に落とした。

　ごく近くに、不自然な大気のうねりが生じた。小さなつむじ風が幾いくつも生まれ、こちらに近づこうとして結界とぶつかり、風のうねりが轟ごう音おんとなって耳を聾ろうしたその一瞬、ヴォルドが何事か言った。

「本当はあの日、ユローナを始末する手はずだった」

「──？」

「アヴィラーズに頼たのまれていた」

　音が途と切ぎれた。だがその時にはヴォルドは敵の潜ひそむ広場の方を見ており、横顔からは何もくみ取れなかった。

　いきなりヴォルドは部下に向かって言った。

「おい、西だ、結界が消えた！　魔術ぶちこんでやれ！」

　それに従い、次々に魔術が西の建物へ放たれる。〈流れ〉魔術による衝しよう撃げき波はが壁へき面めんを砕くだき、〈夜〉系統の凍とう結けつの魔術が姿を現した敵の手足を凍いてつかせる。西はこれで無力化できるだろう。残るは東──。

　突とつ然ぜん、ヴォルドはヤムセを押しのけた。

「行け。血は止まった、もう十分だ」

「まだです。動けば簡単に傷口が開きます」

「てめえはアホか！　西からの攻撃が止やんでる今がチャンスなんだよ！　壁かべ伝いに奥に行け。それで先に行ったやつらと合流できる！」

　ヴォルドは突つき飛ばすようにしてヤムセを押し出した。ヤムセはその腕を摑つかんだ。

「先生！」

「行け」

　落ち着いた眼まな差ざしだった。

　心臓を凍てつかせるような、ぞっとするほどの強い意志を感じさせる目だった。

　だが、不意にその目に宿る光がいつもの皮肉げな嘲りの色を帯び、ヴォルドは笑った。

「生きて帰ってきたら教えてやるよ」

「…………」

　どのみち、ここでぐずぐずはしていられない。

　ヤムセはヴォルドの命令に従い、彼に背を向けラガロの塔とうを目指した。




　──ヤムセが行ってから、ヴォルドはよっこらしょと声をかけて身体からだを起こした。

　もう一方の門柱の陰かげに隠かくれていた部下が、防護魔術で敵の攻撃をかろうじて凌しのぎ、ヴォルドへ向かって声を張り上げた。

「局長、東が落ちません！　キリフエルたちのいる場所からでは──」

「わかってる。俺が行く。援護しろ」

「はい！」

　ヴォルドは残ざん弾だんを確かく認にんして拳けん銃じゆうをベルトに挟はさんだ。腿には痛みと違い和わ感かんがあったが、〈夢〉魔術で精神の一部に干かん渉しようし、一時的にその感覚を断たち切った。長くは動けないが、これで今は走れる。元々故障持ちの身体だ、今いま更さら傷の一つや二つ、増えたところで大した違いもない。

「頼むぜ」

　大おお柄がらなイヌは一声、ばふ、と吠ほえて、彼に従った。

　援護する部下のために合図を出して、ヴォルドは足に力を入れた。





３






　長ちよう距きよ離り移動魔術による転移の後、再びリティーヤは平へい衡こう感覚を喪そう失しつして転んだ。

「いだっ！」

「君さあ、女の子なんだから……悲鳴に濁だく音おんはやめようよ」

　ロードマスターがまたわけのわからない文句を言った。

　リティーヤは、打ち付けた腰こしをさすり、床ゆかに座り込んだままロードマスターを見上げた。

「いいじゃないですか、悲鳴なんて咄とつ嗟さに出るものなんですから！」

「あのね、いだ、と、いた。どっちが可愛かわいいと思う？　咄嗟だからって甘えちゃダメだよ。むしろそういうところこそ大事なんだから。女の子の身だしなみ、っていうの？」

「ロードマスターの趣しゆ味みを押しつけないでくださいっ」

　リティーヤはぶうぶう言って立ち上がった。

　そこは、窓のない小部屋だった。ぱっと見た印象は最初に転移した遺い跡せきの石室と近い。狭せまくて、台座が置いてあって、そこにサークレット状の《道標》が安置されている。

「ここ、学内ですよね」

「うん。禁域」

「へえ！　あたし初めてです。それで、どうして急いで戻もどってきたんですか？」

「あ、ちょっと待って」

　ロードマスターはドアを開けた。鉄のドアは音もなく速すみやかに開いた。

　ドアは廊ろう下かに繫つながっていた。

　そして、ドアを開けたリティーヤらの目の前で、一人の男がもう一人の男に銃じゆう床しようで殴なぐられて吹ふっ飛んだ。殴った男──以前《風と八月党》のロリロナがつけていたような仮面をつけている──は弾がないらしい銃を振ふりかざして倒たおれた男の上にまたがり、のしかかられた男も応戦し、二人とももつれあって転がった。

「は？」

「あー。もうここまで来てたか」

　ロードマスターはぶつぶつ言い、リティーヤを外に出すとドアを閉めて何事か呟いた。施せ錠じようのための魔術なのだろう。リティーヤは背後で鍵かぎのかかる音を聞きながら、呆ぼう然ぜんと呟いた。

「あ……れ？」

　すぐ近くでは男二人が組み合い、その向こうの曲がり角からは銃声が聞こえてくる。というか跳ちよう弾だんがそばの壁に当たった。壁に据すえ付けの燭しよく台だいでは蠟ろう燭そくの炎ほのおが不ふ穏おんな伸のび縮みを繰くり返し、怒ど号ごうと喊かん声せいが交こう錯さくし──。

　廊下は、まごうことなき戦せん闘とう状態にあった。

「れ？」

　ロードマスターは目の前で繰り広げられていた争いに割って入って仮面の男の肩かたに手を置き魔術であっさり眠ねむらせると、肩で息をするもう一人の男に手を差し伸べた。

「現状は？」

「ろ、ロードマスター!?　よくお戻りに……」

　男はロードマスターの手を借りて起き上がった。

「うん、そうそう。で、現状は？」

「侵しん入にゆう者は三十名ほど、《風と八月党》です！　正門でも騒さわぎを起こしているらしく、救きゆう援えんはまだ到とう着ちやくしません。こちらは守備隊が──」

　男が状じよう況きようを報告するのを聞きながら、リティーヤは、ようやく《学園》が危機的状況にあることを理解した。

　そして、ここがラガロの塔と呼ばれる建物の中であることも。




《道標》は絶対に安全な場所に人知れず保管されねばならない。ロードマスターが選んだのは禁域の中でも最重要地区内にあり、なおかつ入る者の限られるラガロの塔だった。勿もち論ろん学長であるオルドゥナも承認している。

　ラガロの塔というのは正確にはラガロの時代に建てられた建築物の集合体の名めい称しようで、塔はその建築物群の北の隅すみにひっそりと建つ。リティーヤらが転移したのは塔と連れん絡らく通路で繫がった館やかたの一つで、館内を突っ切らなければ塔へ辿たどり着くことはできない。館も塔も造りは古く、切石を積み上げた壁には、青い塗と料りようで直接、幾き何か学がく模様が描かき込まれていた。

　ロードマスターは行方ゆくえを遮さえぎる《風と八月党》の魔術師たちを魔術で吹き飛ばし、なぎ倒し、無力化しながらずんずん進んだ。リティーヤはその背中に隠れてついていくだけだ。彼と顔を合わせて三秒と立っていられた相手はいなかった。しかも、これはリティーヤもかなり経たってから気付いたのだが、致ち命めい傷しようを与あたえないよう完かん璧ぺきに手加減されている。

　的確な力の制せい御ぎよ、それに無む尽じん蔵ぞうの魔ま力りよく。

　話には聞いていたが──強い。

　周囲への被ひ害がいが少ない〈夜〉魔術と体術を中心に攻こう撃げきを組み立て、集団には距きよ離りを取って〈流れ〉魔術で衝撃波を叩たたき付ける。相手に応じて戦い方を巧たくみに変え、魔術の使い方にも、身体の使い方にも無む駄だがない。力押しになりがちなヤムセとは、また違う強さだった。建物自体を傷つけないために大規模魔術の使用は控ひかえているようだったが、この分なら、この人だけでここを奪うばい返すこともできるのではなかろうか、とリティーヤは呆然と考えた。




「あ、あの」

「ん」

　塔に辿り着き、階段を上っている時、リティーヤはロードマスターに尋たずねた。階段は急きゆう勾こう配ばいで長く続き、ロードマスターはひたすら真っ直すぐ上を目指していた。駆かけ足あしに近い速度で、リティーヤはついていくのでやっとだ。話し続けるのは辛つらかったが、訊きいておかないと何もわからないままだ。

「ここ、どう、して、《風と八月党》、が？」

「〈昼〉の書狙ねらいでしょ。台座に辿り着く前に、書を集めておきたいんじゃない？」

〈昼〉の書という言葉を聞いて、リティーヤは悲鳴じみた声を上げそうになった。だが息を吸い込んだところで手が伸びてきて口を塞ふさがれた。先を行っていたロードマスターが立ち止まって、彼女の口を塞いだのだ。

　ロードマスターはそっと目配せして、リティーヤに数段上にある扉とびらを見るように促うながした。階段はそこで終わっている。ここが、塔の最上階なのだろう。

「…………？」

　扉の隙すき間まからは光が漏もれ、足音も聞こえてくる。

「！」

　人がいるのだ。守備隊の魔術師は塔に入る手前で倒れていたから、おそらく上にいるのは侵入者たちだ。

　リティーヤが事態を理解するのを待ってから、ロードマスターは手をどけて、残る数段を上りきり、扉に手をかけた。リティーヤもロードマスターを真ま似ねて、用心深くそばに近づいた。自分のそばにいろと手で示され、リティーヤはこくこくと頷うなずく。侵入者は《風と八月党》だ。リティーヤが学生だろうがなんだろうが、容よう赦しやしてくれる相手ではない。

　ロードマスターはリティーヤの緊きん張ちようした様子がおかしかったのかくすりと笑うと、扉に向き直り、いきなりそれを蹴け破やぶり中へ飛び込んだ。

　扉の向こうはがらんとした空間だった。部屋の仕切りとなる壁かべもなく、柱もなく、一つの階がまるまるホールになっている。幾いくつもの細長い窓から白い雪雲が見え、ぐるりの壁には青い塗料で細かな幾何学模様が描かれているようだ。部屋の真ん中には大理石で作られた台がある。

　そして、その台の手前に、男が二人と、少女が一人いた。

「！」

　少女がこちらを振り向き、無言で拳けん銃じゆうの銃口を向けてきた。撃げき鉄てつが起こされ引き金が引かれたが、放たれた弾だん丸がんはリティーヤの身体からだもロードマスターの身体も傷つけることはなかった。

　ロードマスターの張った結界に弾はじき飛ばされたのだ。

「やめなさい。無駄だよ」

　そう言って少女を押しとどめたのは、マント姿の背の高い男だ。銀と宝玉で飾かざられた黒い美しい仮面で顔の半ばが隠かくされている。それは銃を撃うった少女の方も同様で、男のものとはデザインの異なる漆しつ黒こくと黄金の仮面がその顔の上半分を覆おおっていた。

「あなた方が来たということは、下に残してきたうちの子たちはやられてしまったのだろうね」

　しわがれ声で、男は呟つぶやいた。だとしても仕方がない、という調子の声だった。

　そして、男の隣となりでリティーヤに向かって手を振るのは、少年と言ってもいいような若い男だった。髪かみの質も目の色も、目を細めて笑う顔も、キツネに似ている。

「嬢じようさんお久しぶりー！」

　その顔を見て、リティーヤは思わず悲鳴じみた声を上げていた。

「《キツネ》！　あんたまでいたの!?」

「いるだけだよー。〈昼〉の書の取り合いに関しては、俺はどっちの味方にもならないからね。今回は成り行き任せで、俺は見てるだけー」

「ここまで来て見てるだけですって？」

「ほんと。今回のメインは──」

　ちらりと、その目が隣の仮面の男と、ロードマスターとに注がれる。

　その二人は、互たがいからほとんど視線を逸そらしていなかった。

「キミがシルルトか。《風と八月党》党首の」

　ロードマスターが男にそう確かく認にんした。男の方は仮面に手をかけ、ゆっくりと外して答える。

「ええ。そしてあなたがロードマスター。《学園》の副学長」

　長い白はく髪はつが、外した仮面に絡からまることもなく、さらりと流れて肩に落ちた。

　仮面の下から現れたのは、ロードマスターと、あまりに似通った顔立ちだった。

　磁器のような白い肌はだも、貴公子然として整った目鼻立ちも、青とも緑ともつかない双そう眸ぼうも、同じだ。ただ、ロードマスターよりほんの少し瘦やせていて、髪が長い。

「そんな……」

　リティーヤは知らずそう呟いていた。

　三週間ほど前の《風と八月党》による《学園》襲しゆう撃げきで、リティーヤは彼を見ていた。その時は一いつ瞬しゆんだったから確信が持てなかったが、並べて見ればこの二人が他人のそら似以上にうり二つなのは明らかだ。眉まゆ、目、鼻、口──何もかも、そっくりだ。それでいて異なる部分も確かにあるから、魔術による変身ではない。

　あの奇き妙みような相そう似じと相そう違いは、見み間ま違ちがいではなかったのだ。

「どうしてそんなに似てるの!?」

「どうしてその子を連れてきたんだい？」

　リティーヤの問いを聞き流し、シルルトと呼ばれた男はロードマスターへ尋ねた。

「まあ、色々あって──さすがにこんな戦場に放ほうり出すわけにはいかなかったからね」

「ふぅん。今回は彼女は諦あきらめるつもりだったけれど、一いつ緒しよに連れていくのもいいかもしれないな」

「いやいや」

　ロードマスターが一歩前へ出て、リティーヤを自然と庇かばう態勢になった。ただ、この位置関係だとリティーヤからはロードマスターの顔が見えなくなる。

「そんなよそ見は、許さないよ？　シルルト」

　表情が、わからない。

　リティーヤはこくんと喉のどを鳴らして唾つばを飲み込んだ。ロードマスターの周囲で魔力が動くのがわかる。大規模な魔術の準備に入っているのだ。

　そしてそれは、相手も同じだった。

　二人が二人とも、これからの魔術に備えている。

　まだ準備段階なのに、互いの魔力の余波が突とつ風ぷうとなって部屋を駆け抜ぬける。その風に髪を乱されながら、リティーヤは邪じや魔まもできず、ロードマスターの背中と、シルルトの顔を見つめていた。

「……ごめんね、リティーヤ」

　振ふり向かず、ロードマスターは言った。

「うまく説明できそうもないけど、ボクらは複製というか……」

「兄弟のようなものだよ。同一の存在から生まれたのだから」

「きょうだい……」

　リティーヤはシルルトの言葉を繰くり返して呟いた。

　確かに、彼らは兄弟のように似ている。

　だが、あそこまではっきりと、眉の形や唇くちびるの形まで、寸分違たがわず同じ兄弟などいない。ロードマスターの言った、複製という言葉の方がまだしっくりくる。

「うーん、ロードマスターが近いかな？」

　リティーヤの考えを見み透すかすようにそう言ったのは、《キツネ》だ。《キツネ》は彼らとは違う世界にいるかのように、一人気楽そうにへらへら笑い、頭の後ろで手を組んでいた。

「複製って言うには、ちょっと個体差が激しいんだけど。記き憶おくが飛んじゃってたり、精神がぐちゃぐちゃだったり、色々劣れつ悪あくな状態のも出来ちゃったからさ」

「……え？」

「あ、つまりね、この子たちの原型の少年がいて、その子はまだあの絵の扉の向こうだと思うんだけど、とにかくその子が失敗して、分身みたいな、できそこないがたくさんできて──」

「やめてください」

　強い調子で言ったのはロードマスターだった。その声に込められた感情の強さに驚おどろき、リティーヤは身をすくめる。いつも、吞のん気きに泰たい然ぜんと構えている人なのだが──。

　そして彼とは対照的に、《キツネ》は相変わらずの、からかうような笑えみを浮うかべていた。

「俺は、君ら二人は最高傑けつ作さくだと思うよ？　でも他ほかのは、やっぱり──よく言って、できそこないだよ」

　わざわざその言葉を繰り返す《キツネ》に、ロードマスターは吐はき捨てるように言った。

「だからボクはあなたが嫌きらいなんです」

　そこまではっきりと、彼が負の感情を表現するのは珍めずらしかった。

　今、彼が《キツネ》に向けている感情は、目の前に立つ同じ顔の男に対する感情以上に強く、鋭するどいものに感じられた。怒いかりか、苛いら立だちか、何かはよくわからないが。

　ロードマスターは、《キツネ》と面識が──因いん縁ねんが、あったのだ。

　そういえば、そうだ。

　ロードマスターは初対面のはずのリティーヤになんと言った？　『嬢さん』と、そう呼んだのだ。《キツネ》がリティーヤを呼ぶように。知り合いに決まっている。




『あ、つまりね、この子たちの原型の少年がいて、その子はまだあの絵の扉とびらの向こうだと思うんだけど、とにかくその子が失敗して、分身みたいな、できそこないがたくさんできて──』




《キツネ》と少年、そして絵の扉。

　それらの単語が一つの可能性を描えがき出す。ひょっとしたらロードマスターは、あの遺い跡せきの物語や、あの描かれた扉の向こうに消えた少年と、何か関係があったのではないか？　何か──とんでもない秘密が、あったのでは？　いや、まさか。リティーヤは瞬しゆん時じにその考えを打ち消す。それはあまりに、とんでもない。もしもそれが事実だったら、ロードマスターは。

　……それでも、もしかしたら。

「ロードマスター……」

　リティーヤは礼服に包まれた、今まで自分がついてきた相手の背中を、呆ぼう然ぜんと見つめた。

　ロードマスターは前を向いたままだったが、僅わずかに苦く笑しようしたような気配があった。

「……ボクのこと、信じられなくなった？」

《キツネ》を以前から知っていたこと。《風と八月党》の党首と繫つながりのあること。〈夜〉の台座を隠かくしていたこと。それらを黙だまっていたこと。

　そして、まだ語られていない、けれどこれまでの話から推察される、最大の秘密。

　信じられるわけがない。彼の素す性じようはわからないことだらけで、本当に《学園》の味方なのかすら怪あやしい。ここで信じたりしたら、自分は本物のバカだと思った。

　それなのに言葉は自然に出てきた。

「いいえ。大だい丈じよう夫ぶです」

　ロードマスターは頭を搔かいた。恥はずかしそうな顔をしているのが想像できて、リティーヤはちょっとほっとした。たぶん、自分はバカかもしれないけれど、間違ってはいない。

「まあ、信しん頼らいされちゃったからには頑がん張ばらないとなー」

「おや。頑張らないつもりだったとは驚きだな」

「いや。だからさ、キミをどうにかしないと、身に覚えのないことで追われて迷めい惑わくだっていう個人的な目的だけじゃなくて──《学園》の魔術師として、侵しん入にゆう者をこらしめないと、ね？」

　吞気そうに言って、ロードマスターは右足を一歩前に出し、掌てのひらを正面に向けて右みぎ腕うでを突つき出した。《ヘビの一族》の時代の言葉を、なめらかに発音していく。意味はリティーヤにはざっとしかわからないが、言葉が紡つむがれるにつれて、周囲の壁かべに描かれていた幾き何か学がく模様が光を放ち始めた。

　その時になってリティーヤは気付いた。それは模様ではなく、魔術のために用意されていた、原始文字と図形だったのだ。

　部屋全体を取り囲むように、巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが描かれ、発光していた。

　対するシルルトも、まるで合わせ鏡になっているかのように、同じ姿勢で古代の言葉を呟つぶやき始める。その手には古びた護ご符ふが握にぎられ、そこにくくりつけられた小さな宝石がきらきらと光を放ち始める。

　壁に描かれた青い線からは青い光、護符の宝石からは白い光。どちらの光にも熱はない。〈昼〉魔ま力りよくによってのみ生み出される純じゆん粋すいな光ではなく、あまりに強大すぎる〈夜〉魔力が物理法則を侵しん食しよくし、可視化したものだ。

　二つの光がぶつかって、溢あふれ──リティーヤは思わず目を閉じそうになった。

　だが、その光の中で、何かが動いた。

「！」

　小さな音を聞きつけて、リティーヤはその場から右手へ逃にげた。

　直後、銃じゆう声せいが部屋に響ひびき、遅おくれて硝しよう煙えんの臭においが鼻をつく。銃で、撃うった人間がいる。

　ロードマスターもシルルトも魔術に集中している。青と白の光が蛍ほたる火びのように彼らの周りを飛び交かい、ゆったりとしたリズムに乗って、幻げん想そう的な古代の発音が紡がれていく。彼らに銃を撃つ理由も余よ裕ゆうもない。《キツネ》の姿は見えないが、まあ彼もそういうタイプではないだろう。

　撃つとしたら。

　光と硝煙の向こうから、ゆらりと少女の姿が現れた。二つに分けて頭頂近くでまとめたプラチナブロンドに、仮面の奥から覗のぞくアイスブルーの大きな目。華きや奢しやな腕で凶きよう悪あくな大きさの銃を構え、リティーヤに狙ねらいをつける。

「相変わらずの間ま抜ぬけ顔ね」

「ロリロナ！」

　かつて一度北の町で出会った少女はにこりともせずに撃げき鉄てつを起こし、引き金を引き──だがしかし、銃口からは弾だん丸がんが出ない。

　弾たま切れだ。

　ロリロナは銃をリティーヤに向かって投げ捨て、リティーヤが怯ひるむ僅かな隙すきに魔術を放つ。嫌いやな予感が背筋を走り、リティーヤはまたその場から飛び退のいた。直後に小さな風の刃やいばがそれまでいた場所を裂さき、スカートの裾すそを切る。
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　だがリティーヤも魔術の準備はしていた。

「止まれ！」

　リティーヤの指が言葉とともにロリロナをさす。ロリロナが一いつ瞬しゆんぎくりと身体からだをこわばらせる──が。

「は！」

　強固な意志の力がリティーヤの魔術を跳はね返し、その身体は自由を取り戻もどす。

　互たがいに相手の出方を探さぐり、その場でにらみ合った。

「お。こっちでは女の子対決かー。がんばれー」

　気楽な声を上げているのは、いつの間にかそばにやってきた《キツネ》だ。彼は壁にもたれるように座り込み、完全に観戦態勢に入っている。リティーヤはじりじりとロリロナの様子を窺うかがいながら、《キツネ》を怒ど鳴なりつけた。

「あんたねえっ、ロードマスターにまで手出してたの!?」

「え。ああ、少しね。あの子の原型っていうか、そういう子とは昔つるんでたけど」

「原型なんて──そんな言い方、あんたほんと最低！」

　いきなり、ひゅんという音が耳元を掠かすめた。

《キツネ》にかまけてついつい目の前のロリロナへの注意力が途と切ぎれてしまっていた。ロリロナの放った風の刃は狙いもろくにつけられていなかったから肌はだを掠める程度で逸それたが、その間に彼女自身がリティーヤに突っ込んできた。身体ごと。

　肩かたからタックルされて、耐たえきれずに床ゆかに仰あお向むけに転がる。馬乗りになったロリロナはリティーヤの胸むなぐらを摑つかんで言った。

「あんただの最低だの、変なこと言わないで」

　その手に光るのはナイフの輝かがやきだ。リティーヤは悲鳴を飲み込み、ロリロナの肘ひじを摑んで振ふりかざされたナイフを止めた。

「ぎゃーっ、あんたなんてもん振り回してるの!?」

「うるさいぎゃあぎゃあと！」

　純粋な力比べではリティーヤの方に分があったが、この姿勢ではロリロナの方が力を込めやすい。押し返し、また押し返され、リティーヤはぎりぎりと奥歯を嚙かんだ。

「う～～～～～…………っ、凍てつけ！」

　リティーヤは接せつ触しよくしている手から肘へと、直接〈夜〉魔力を送り込んだ。加減をする暇ひまはなくて下手をすると凍とう傷しようでは済まないかもしれないとは思ったが、調整できずにそのまま放った。だがロリロナはぱっと飛び退き、リティーヤの手と魔術から逃のがれた。綺き麗れいな顔をしかめ右肘を庇かばう。やはり少々やりすぎたか、とリティーヤは起き上がりながらもぞっとするが、ロリロナはそれ以上は気にする様子も見せずにまたナイフを構えた。

「二度と……なれなれしい口をきけないようにしてあげる」

「は……、え？　誰だれに？　あんたに？」

「あの御お方かたによ！　決まってるでしょこのバカ！」

「御方……御方？」

　リティーヤは思わずロリロナと対たい峙じしていることも忘れて周囲を見回しそうになった。いや、ロリロナがあの御方とかなんとか言うのだから、《風と八月党》の党首か──いやいや、リティーヤは彼にあんまりなれなれしい口をきいていない。では──。

「御方……って、《キツネ》？」

「当たり前でしょう！」

　きつくつり上がった目がリティーヤを睨にらみつけ、それが一瞬後には間近に迫せまる。速い。

「く！」

　必死で身体を捻ひねるが避よけきれず、翻ひるがえったコートの裾がナイフで切り裂かれた。

「あーっ、あたしのコート！」

「命よりコートが大事？」

　ロリロナの声が耳元で聞こえる。まずいと思った時にはまた尻しり餅もちをつき、ナイフが再び閃ひらめいて、コートの袖そでが肘の下辺りで床に縫ぬい留められた。ナイフはさらに絨じゆう毯たんを貫つらぬき床石の継つぎ目に入り込み、抜ぬけなくなってしまう。起き上がれない。

　顔を上げると、屈かがみ込んだロリロナの顔が目の前にあった。

　氷河を光に透すかしたような、アイスブルーの双そう眸ぼうだ。

「あの御方は人類に魔術と知識を、アタシに家とパンを与あたえてくださった。アタシをゴミためみたいな場所から救い上げ、育ててくださった。アタシの命よ。どんな侮ぶ辱じよくも許さない」

　けれどその目は狂くるおしいまでの情熱を宿して輝き、リティーヤを圧あつ倒とうする。きっと自分はこんな目をしたことがない。こんな──激しい目。

　そうだ。これは信じる者の目だ。

《風と八月党》は、《始原のキツネ》の信しん奉ぽう者集団なのだから。

「だから、今」

　二本目のナイフが振り上げられる。なんとかこの場を切り抜けようとリティーヤはもがいた。だが右みぎ腕うではナイフで袖を縫い留められ、左腕はロリロナにのしかかられて動かせない。

　そしてナイフが、

「罰ばつしてあげる！」

　振り下ろされた。

　きん、という澄すんだ音が響いて、ナイフが床に落ちた。

　リティーヤの無む理り矢や理り振り上げた右腕が、ロリロナの手からナイフを弾はじいたのだ。それはからからと床の上を転がって《キツネ》の足あし下もとで止まった。

　縫い留めるナイフを無視して振り上げたせいで、袖は引きちぎれてひどい有様だ。その右みぎ掌てのひらを驚きよう愕がくの表情を浮うかべるロリロナの額に押し当てて、リティーヤははっきりとした発音で言った。

「少し寝ていて」

　ロリロナが抵てい抗こうしようとした。だが接触されて、なおかつ不意をつかれての魔術には抵抗しにくいものだ。すぐにロリロナの身体は力を失い、ぐったりとリティーヤの上に覆おおい被かぶさった。

　リティーヤはおそるおそる起き上がり、ロリロナの身体を仰向けに寝かせてやった。

　背後に足音が聞こえて振り返ると、《キツネ》がやってくるところだった。

「あー、やっぱりこうなったか」

「……やっぱり、って……」

「能力的にはその子の方が高いけどねー、実は嬢じようさんの方が実戦慣れしてるし」

　リティーヤは《キツネ》の顔を見つめ、急に腹が立ってきて、その頰ほおを平手で叩たたこうとした。が、不意を打ったはずの一いち撃げきは簡単に受け止められ、反対に非難の眼まな差ざしを向けられる。

「なんだよう、いきなり」

「あんたのために、怒おこって、戦ってた子なのよ！」

「……へ？　だから？」

「あんた、さっきのあの子の言葉聞いてなかったの!?　あんたが、育ててくれた、って──」

　その時になってリティーヤはある可能性に気付き、言葉を切った。

《キツネ》はにやにや笑いをやめない。その笑いが、余計にリティーヤの嫌な予感をあおった。

「六年前だよ。あの子が九歳の時だった」

　リティーヤが《キツネ》と別れたのは七年前、九歳の時だ。

　その一年後に彼は同じく九歳の子どもを拾った。リティーヤとよく似た、アイスブルーの目をした女の子をだ。

　それが何を意味するのか、リティーヤはほぼ正確に悟さとった。

「最低……」

　愕がく然ぜんとして呟つぶやくリティーヤを愛めで、《キツネ》は、幸せそうに笑った。

「嬢さんが勝つ、って、わかってたから。心配はしてなかった」

「…………黙だまって！」

「ああ、そうだね。もうそろそろ、決着がつきそうだし──」

《キツネ》はそう言って顔を部屋の中央へ向け、リティーヤも反射的に彼の視線を目で追った。

　ロードマスターとシルルトの周囲を飛び交かっていた蛍ほたる火びは、今や一つの大きな光となり、白く青く輝きながら、膨ぼう張ちようしているようだった。まるで巨きよ大だいな繭まゆのようだ。もう、ロードマスターの姿もシルルトの姿も見えない。

　熱のない光が、部屋を満たしていく。

　そして一気に膨ふくれあがったその光にリティーヤもまた飲み込まれた。
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　それが、一いつ瞬しゆんのことだったのか、それとも何分も続いていたのか、リティーヤにはよくわからない。

　リティーヤの前で、後ろで、左右で、上で、下で、二つの光は互たがいに絡からみ合い、嚙みつき合い、相手を飲み込もうと激しく戦っていた。なんとなくだが、青い光がロードマスター、白い光がシルルトだというのがわかった。二つの意志と二つの魔ま力りよくが部屋いっぱいにぶつかり合っている、そんな感じだった。

　青い光が爆ばく発はつするようにパッと広がったのを目にして、リティーヤは叫さけんだ。

「ロードマスター！」

　そして、どちらの光も消えた。




　初めはちかちかとした光が目の奥で瞬またたき、周囲の様子もわからなかった。

　次し第だいに、目が慣れてきて、瞬まばたきを繰くり返すうちに黒っぽいシルエットが見えてきた。

　目の前に何かが転がっている。

「…………？」

　リティーヤはそれがなんなのかわからず、とりあえず警けい戒かいして後あと退ずさった。徐じよ々じよに今の光量に目が慣れて、ちかちかとした光が薄うすらぎ、消えた。

　目の前に転がるものが、何かわかった。

　目を見開き、リティーヤはそれを凝ぎよう視しした。

　それは人間だった。

　横向きに、リティーヤの方に頭を向けるようにして倒たおれ、ぐったりとして起き上がる気配もない。白い髪かみの間から赤いものが見える。血だ。白い肌はだが血に汚よごれ、破れた純白の礼服もまた。床ゆかに血が広がっていく。

「ろーどますたー……？」

　その時、笑い声が聞こえた。とんでもないしわがれた哄こう笑しようが響ひびき渡わたった。

　笑い声の主は、最初に立っていた場所とまったく同じ場所に立っていた。

　彼は、俯うつむき、顔の半ばを手で覆い、肩かたを震ふるわせ、痙けい攣れんするようにして笑っていた。

「噓うそ……」

　シルルトが、笑って、そこに、立っていた。




　ロードマスターが、負けたのだ。
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『《Ａ》位になるって本当ですか？』

　チョコレート色の肌の養い子がそう尋たずねてきたのは、七年前の春のことだ。彼は読んでいた本からちらりと視線を上げて、問いを発した相手を見た。彼女は、足を組んで椅い子すに座り、本を開いていた。だが読んではいない。彼の返答に集中し、読むふりをしているだけだ。彼女は随ずい分ぶん前に子どもと言える年ねん齢れいは通り過ぎていたが、彼にとってはいつまでも子どもだった。

　春とは言ってもまだ肌寒く、暖だん房ぼうは欠かせなかった。彼らは研究室のストーブを挟はさんで向かい合い、本を読んでいた。

　彼はまた視線を本に戻もどして答えた。

『うん。なるよ。うちの室長もそろそろ引退だからね、ボクが後を継つぐ』

『……地位が上がると煩わずらわしいことも増えると言っていたじゃありませんか』

《Ａ》位ともなれば権限は《Ｋ》位とは比べものにならない。《学園》の運営にも関かかわることになり、自然、仕事量も増える。今までのように身軽にあちこち飛び回ることもできなくなる。

『うん。でも、いいんだ』

『どういう心境の変化ですか？』

『どういうって』

　彼はおかしくなって、思わず噴ふき出した。笑いながら顔を上げると、彼女はもう本を読むふりをやめて、訝いぶかしげな顔で彼を見つめていた。

『だってさ、キミがいるところなんだよ』

　笑いすぎて出てきた涙なみだを指で拭ぬぐい、彼は言った。

『《学園》は、キミらがいるところなんだ。それなら、ボクだって少しは頑がん張ばらないと』




　──彼には一つの目的と複雑な事情があった。《学園》に身を置くことを選んだのは、そういった目的と事情を考えた結果、そうするのが自分にとって最適だろうと判断したからだ。

　だが、『手段』と見ていた《学園》は、彼の中で次第に大きな意味を持つ場所になっていった。彼が調査や任務にかこつけてあちこち飛び回って、久しぶりに《学園》に戻ってくると、文句を言いながらも必ず出で迎むかえてくれる人たちができたのだ。そんなことは初めてで、自分を頼たより、あるいは支えてくれる人たちに囲まれて、正直、幸福を感じていた。

　だからその人たちのいる場所のために働くのは、そう嫌いやなことでもなかった。

　西部で力を持っていた《祝福チルドレされン・オブし明・ブレス日のト・トウ子らモロウ》の動きが活発になり、彼がその内部に潜もぐり込んだのは、一年ほど前のことだ。

　そこで、彼らと敵対する《風と八月党》のこと、及およびそのシルルトと名乗る党首のこと、彼が自分と同じ顔だということを知った。一度、彼と対面する直前までいったが、ちょうど魔導書調査委員会の陰いん謀ぼうで告発された時のことで、潜せん入にゆう捜そう査さは中断せざるを得なかった。

　そして、今日、やっと対面がかなったのだ。




『《学園》の魔術師として、侵入者をこらしめないと、ね？』




　事態は理解していた。《道標》に施ほどこした封ふう印いんが破られたこともわかっていた。相手の魔ま力りよくが自分を上回る可能性も、理解していた。

　勝てないかもしれない、とは思っていた。

　だが、負けるつもりはなかった。

　少なくとも、この《キツネ》の前では。




　ロードマスターは傷つき、倒れていた。シルルトはひとしきり笑った後その傍かたわらに膝ひざをついて、囁ささやくように言った。

「魔力をもらうよ」

「魔力……」

　身体からだに力が入らず、起き上がることもできなかった。ただシルルトの口を、自分と同じ形の口を見上げた。

「そう。私たちは同一の者から生まれ、まだその繫つながりがある。だから、私たちの間でなら、そういうこともできるんだよ……」

「ああ、うん」

　ロードマスターは答え、自分の方に伸のびてくるシルルトの腕うでを、不意に摑つかんだ。

「知ってる」

「…………何、」

「ボクも、そうやって、奪うばってきたから……だから、わかっているんだ」

　シルルトが、手を振ふり払はらおうとする。だがロードマスターは指をしっかりとその手首に絡からめ、離はなさなかった。冷静に目と目を合わせ、にこりと微ほほ笑えみ、秘密を明かし合う子どものように囁き返した。

「魔力を奪う時、無防備になるんだよね」

　シルルトの足あし下もとから、突とつ然ぜん金色の光が放たれた。シルルトは立ちすくみ、光る床を凝視する。光っているのは、床に書かれていた原始文字だ。

　ただし、文字は一いつ切さいの法則を無視して、てんでばらばらに明めい滅めつを繰り返している。

「これは……!?」

　魔術の方向性を決めるのはすべてイメージと意志だ。今ロードマスターは、意図的にろくにイメージを固めず魔力を暴走させていた。まったく制せい御ぎよされていないロードマスターの魔力が完全に暴走した場合、被ひ害がいはこの塔とう全体に及ぶだろう。衝しよう撃げき波はによって土台から跡あと形かたもなく吹ふき飛び、すべてのものは塵ちりとなる──いや、石板の欠片かけらは残るはずだ。あれはかつて一度しか破は壊かいされていない。大寒波の原因と言われるその一度だけ。それに塔には全体を包む結界があるから、そこから先に被害が拡大することもない。

　シルルトを殺すことはできる。そして、おそらくロードマスターも一いつ緒しよに死ぬ。

　それでも、負けることだけはできない。

《学園》が石板を奪われる事態だけは、絶対に避さけなければならない。

　それに、ここでシルルトを殺せば、少なくとも魔力を奪われることはない。自分の力が、自分の大切な人々に敵対する人間の手によって利用されるのは、想像するだけで耐たえ難がたかった。まあ、死ぬと言っても、考えてみれば今まで自分は好き放題やってきたし、残すべきものもきちんと残した。後こう悔かいがないと言えば噓になるが、それでも魔力を奪われるよりはマシだ。

　──そう、思っていたのに。

　黄おう金ごん色の光が狂くるったように明滅するその一いつ瞬しゆん、光の向こうにちらりと少女の姿が見えた。

　その姿が、幸福感に近い感情で満たされていた彼の頭を、激しく揺ゆさぶった。

　今ここに誰だれがいるのか、思い知らされた。自分はいい。そうではない。

「リ──」

　あの子が。

『ボクの』

　そしてその一瞬魔術の発動が遅おくれ、

『うんめい』

　シルルトの手が、ロードマスターの額に触ふれた。




　金色の光が床ゆかから放たれ、むちゃくちゃな明滅を繰くり返し始めた時、リティーヤはすでに思いつく限りの魔術をシルルトに叩たたき込んでいた。一方シルルトはそれらの魔術を結界一つで弾はじき飛ばし、リティーヤのことなど意に介かいさず、ロードマスターの傍らに屈かがみ込んでいた。突然の光にシルルトもまた驚おどろいているようだった。だから、これはシルルトの仕し業わざではないのだというのはすぐにわかった。

　ロードマスターだ。彼がまだ反はん撃げきを企くわだてている。リティーヤはその一瞬、希望を抱いだいて光の向こうを見み据すえようとした。

　だが、光の明滅が激しくなるとともにロードマスターの魔力が高まり、爆ばく発はつしそうになるのがわかった。二人の姿はあっという間に光に飲み込まれ、リティーヤはその光とそこから放たれる魔力に圧あつ倒とうされてその場に立っているのでやっとだった。何か、おかしいことはわかった。普ふ通つうの魔術ではない。リティーヤが魔力を暴走させた時と同じで、魔術にまったく法則性が感じられないのだ。

　だが、結局光はすぐに消え、魔力の動きも途と切ぎれた。その後には、ロードマスターの額に触れるシルルトの姿があった。新たな魔力の動きを感じて、リティーヤは総毛立った。触れたところから、ロードマスターの魔力がシルルトに吸い出されていくのがわかった。

「ロードマスター！」

　リティーヤは必死になって、自分の中に眠ねむる〈昼〉魔力を揺り起こそうとした。炎ほのお、とにかく大きな、圧倒的な炎をイメージした。指先が震ふるえ、熱が体内で膨ふくれあがる、その前兆を感じる。後先は考えられない。なんとかして止めなければ。その思いだけだった。

　だが、それはかなわなかった。

「あ……」

　リティーヤの魔術が完成する前に、シルルトはゆっくりと立ち上がった。

　終わったのだ。

　それを理解した途と端たん、集中が途切れ、リティーヤの中で組み立てられていたイメージは発動の遥はるか手前で散っていった。

　シルルトが、ロードマスターを見ていた。

「……何故なぜ、抵てい抗こうを止やめた？」

　ロードマスターは床に転がったまま、はは、と掠かすれた声で笑った。

「だって、さあ。しょうがない、でしょ」

「…………」

「巻き込めないもん」

　ぽかんとするリティーヤの耳元、呼気が掠めるほどの間近で、《キツネ》が囁いた。

「アレ、嬢じようさんのことだよ」

　全身の力が抜ぬけそうだった。

　ロードマスターの魔術は彼自身すら巻き込んでいただろう。彼は命を捨てる気だったのだ。

　ロードマスターが最後の魔術を諦あきらめたのは、リティーヤのせいだ。

「あああ……」

　リティーヤが、いたから。

《キツネ》はリティーヤの背後にいて、相変わらず楽しそうに笑っていた。

「ね、だから俺は言っただろう？」

　倒たおれ、もはや言葉を返すこともできないロードマスターへ。

「嬢さんが、あんたの『運命』だって」

「どういうことなのっ！」

　リティーヤは最後の力を振り絞しぼるようにして怒ど鳴なった。《キツネ》の胸むなぐらを摑んで詰つめ寄った。彼の目に映る自分は、嚙かみつく寸前の獣けもののような、ぎらぎらとした目をしていた。

「運命、って、どういうことなの！」

「言ったまんまだよ。昔、彼に未来を教えてあげたことがあったんだ。嬢さんに教えたみたいにね。俺は未来が見えるんだよ。人の運命がわかるんだ──そんなこと、もう知ってるだろ」

《キツネ》は笑っていた。獣じみた目を細めて、吐と息いきがかかりそうな距きよ離りで、人間らしさの欠落した笑えみを浮うかべていた。

「彼は、嬢さんのために、魔力を失う」

「…………っ、あたしの……っ、噓うそ……！」

「本当。実際に、そうだっただろ？」

　リティーヤはそれ以上耐えられず、《キツネ》を突つき飛ばし耳を塞ふさいだ。

　それでも、頭の中に蘇よみがえる声は止められない。

『キミがボクの運命』

　あの言葉は。

　ロードマスターが言ったあの言葉は、そういう意味だったのだ。

　だから彼は、予言されたリティーヤが現れた時、リティーヤを試ためしたのだ。

　自分が魔ま力りよくと引き替かえにするのに、ふさわしい相手か。

　リティーヤが《キツネ》について一つの答えに辿たどり着いた時、あの時もそうだった。

『運命を、受け入れるよ』

　何かを失うことを覚かく悟ごした目で。

『だから、キミも、真実を、見つけ出すんだよ』

　彼はあの時覚悟したのだ。リティーヤのために魔力を失う覚悟を。

　リティーヤの何倍もの年月を《学園》と魔術に捧ささげてきた彼が。強大な魔力を操あやつり、この《学園》でおそらく彼以上の魔術の使い手はいないだろうと言われている彼が。その彼が、専門課程の学生に過ぎないリティーヤのために、その魔力を奪われるという辱はずかしめを受け入れたのだ。

「……バカじゃ、ないの」

　リティーヤはようやくそれだけ声を絞り出した。いつもなら気が抜けるような笑顔を返してくる相手は、今は床に這はってぴくりとも動かない。

「バカよ……あたしみたいな、こんな見習い、どうなったって……！」

　彼ののらりくらりとした態度にばかり気を取られていた。些さ細さいなことで苛いら立だってしまった。

　バカだ。

　あたしが、バカだったのだ。

　胸が張り裂さけそうで抑おさえきれない声が喉のどからほとばしり出た。

「ああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「せめて」

　リティーヤの絶ぜつ叫きようを聞きながら、シルルトは、感心したように──いや、憐れん憫びんすら込めて、ロードマスターを見下ろした。

「苦しませずに送ってあげよう」

　そして、ゆっくりと右手を伸のばした。それはロードマスターの魔力を奪うばったのと同じ手だった。今度はその手で、彼の命を、奪う気なのだ。おぞましい、冷れい徹てつなる〈夜〉魔力が、その掌てのひらから溢あふれ出ようとしていた。熱を奪い、あらゆるものを死に至らしめる、〈夜〉魔力──。

　リティーヤはその時には〈昼〉魔力をもう一度叩き起こし、イメージを組み立てていた。熱が全身を駆かけめぐり、膨れあがっていく。意識がとぎすまされて、今まで感じたことがないほどに高こう揚ようしていた。ともすれば暴走しそうになる力の手た綱づなを締しめ、矢や継つぎ早に手順を飛ばして、最速で魔術を準備し、そして怒鳴った。

「触るな！」

　伸ばしたシルルトの手に、〈昼〉魔力を叩き込んだ。

　シルルトの〈夜〉魔力とリティーヤの〈昼〉魔力がぶつかり、爆発した。シルルトはのけぞり、その隙すきにリティーヤはロードマスターとシルルトの間に割って入った。その時、シルルトのゆったりとしたマントの下から明めい滅めつする赤い光が漏もれていることに気付いた。

　シルルトは、怪け我がをした手を庇かばうように一歩後あと退ずさると、無事な方の手でマントの下からずだ袋ぶくろを取り出した。光はその中から漏れていた。繊せん維いと繊維の隙間から、そして袋の結ばれた口から、心臓の鼓こ動どうのようなリズムを刻む光が漏れ出している。リティーヤの体内で、揺ゆさぶり起こされた〈昼〉魔力が、そのリズムに合わせるようにどくんどくんと暴れていた。いや、どちらから始まったものなのか、よくわからなかった。熱が、上がっていく──。

　だから、わかった。袋の中身は、おそらく〈昼〉の石板だ。

　シルルトは興味深そうにリティーヤを見て、それから袋をまた元のようにマントの下に戻もどした。光はやがて消え、リティーヤは、荒あらい息を吐はいて彼の目を見つめ返した。リティーヤの中にある〈昼〉魔力と〈昼〉の書が何らかの関係を持つことに、彼も気付いただろう。

　それなのに。

「あ……っ」

　そこで力が抜ける。

　体温が上がっている。息が荒くなり、立っていることすらできなくなって、その場にかくんと膝ひざをついた。座り込んだり倒れたりするのは避さけたくて、かろうじてそこで踏ふみとどまる。けれど全身が震ふるえ、熱がこの後もどんどん上がるのだと感じられた。

〈昼〉魔術を使った後の反動、《凍こごえの呪のろい》だ。

　意識が遠のきそうになる。全身が痛み始め、手足と頭が重く、ふらふらとして視点が定まらない。世界が、揺れる。このまま意識を失えば、リティーヤは連れ去られるだろうし、ロードマスターも殺される。ここで終わったら、何もしなかったのと同じなのだ。それだけはいやだ。

　だから。

「──知るかあっ！」

　リティーヤは叫さけんで足に力を入れた。腿ももが震えたが、無む理り矢や理り立ち上がった。

　そして目に最後の力を込めてシルルトをしっかりと見み据すえた。

「このひとには、絶対、触らせない！」

　何の表情も浮かんでいない、ただ綺き麗れいなだけのシルルトの顔に、リティーヤは吠ほえた。

「このひとは、うちの、室長なんだから!!」

　シルルトの目に、感情がちらりと見えた気がした。

　幼い少年の、嫉しつ妬とのような、何かが。

　だが、その時、愛らしい声が二人の間に割って入った。

「声でかい」

　今のはシルルトではない。《キツネ》でもない。

　振ふり向けば、ロリロナが、頭を押さえ、何度も首を振りながら、立ち上がっていた。

　忘れていた。リティーヤの魔術など所しよ詮せん学生の魔術だ。大して効果を持続させられるわけもない。ロリロナが覚かく醒せいするのは時間の問題だったのだ。

「声、でかいのよ、バカ」

　冷たい表情で彼女はそう言い放ち、懐ふところに手を突っ込んで、出した。

「頭痛いんだから！　黙だまってよ！」

　手に握にぎられているのはナイフ。それを、ひどく乱暴に、まるでいい加減に、投げつけてくる。

「────」

　ロリロナの放ったナイフは、リティーヤの腹部に吸い込まれていく。内臓が傷つけられれば、長くは保もたない。治ち癒ゆ魔術が間に合わなければ死ぬ。ナイフが見えて、それがリティーヤのところに達するまではほんの一いつ瞬しゆんだったが、頭にはめまぐるしく様々なことが浮かんだ。時間が引き延ばされたようだった。

　とん、とナイフが刺ささった。

　リティーヤの前に身を乗り出した、《キツネ》の左手に。

　ナイフは掌から入り、完全に貫かん通つうしている。傷口から床ゆかへ血が滴したたり落ちる。

《キツネ》は、ベーコンに突き刺さったナイフを抜ぬきでもするように無造作に、自分の手に刺さったナイフを引き抜いて、床に投げ捨てた。

「見てるだけの、つもりだったんだけど」

　傷口から、どくどくと血が溢れて、彼の服を汚よごした。

「咄とつ嗟さに、手、出ちゃった」

　そう言って、いつもと変わらない顔で、屈くつ託たくなく笑いかける。蒼そう白はくな顔で震えるロリロナではなく、呆ぼう然ぜんと立ちつくすリティーヤに向かって。

　リティーヤは、笑うことも、物を言うこともできなかった。

「……そろそろ時間です」

　呟つぶやいたのは事態の推移を気にも留めず時計を見ていたシルルトだった。

「あと二分で離り脱だつ時刻です。辿り着けない者は予定通り置いて……──？」

　その時、階段を駆け上がる音が聞こえ、《キツネ》はその場を飛び退のいた。直後にリティーヤと《キツネ》の間に割って入った人物がいた。彼の翻ひるがえった黒く重いロングコートが、その一瞬リティーヤの視界を覆おおい尽つくし、包み込む。

　コートとともに現れたのは、見慣れた指導教官の後ろ姿だった。

「せんせい……」

　ヤムセが、来たのだ。

　しかし彼はリティーヤを振り返りもせず、手にしたサーベルでもって《キツネ》に斬きりかかった。《キツネ》は後ろに跳とび、かろうじて一いち撃げき目を避よける。

「先生！」

　ヤムセは振り下ろしたサーベルをすぐに引き戻し、今度は突ついた。《キツネ》はそれも避けようとしたが、自分の流した血に足を滑すべらせて転び、刃やいばが腹を掠かすめた。シャツが破けて血がまた流れた。

　ヤムセは一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなくサーベルをもう一度振るう。尻しり餅もちをついた恰かつ好こうの《キツネ》では絶対に避けられない。彼がさっき左手を庇って動きが遅おくれたことにリティーヤは気付いていた。

　だから動いてしまった。

　自分の身体からだを投げ出すようにして《キツネ》を庇った。

　そのリティーヤの頰ほおを掠めるようにして、ヤムセはぎりぎりでサーベルを止めた。危あやうく肩かた口ぐちからずっぱり斬られるところだった。ぞっとしたが、熱で意識が朦もう朧ろうとしているのもあって、自分が何をしてしまったのか、正確には理解していなかった。

　ただ、彼の鋭するどい眼光にさらされ、こくりと唾つばを飲み込んだ。
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　背後でシルルトが帰き還かんのための魔ま法ほう陣じんを発動させるのがわかった。ロリロナは自失しているのか、動く気配はない。リティーヤは彼らを背後にして、ヤムセから目を逸そらせなかった。
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　ヤムセの目には暗い光が宿っていた。その全身から彼の意志が──殺気と、気き迫はくと、激しい怒いかりが伝わってきた。彼は、《キツネ》とそれを庇う弟子でしに対して、深く激しく怒っている。

　前回のように準備を整えているわけではないから、《キツネ》のような危険な相手を拘こう束そくする手だてはない。となれば《キツネ》を止めるには一つしかない。

　ヤムセは《キツネ》をここで討うつ気なのだ。

「どけ」

　たった一言発せられた命令には、砂すな粒つぶほどの甘さもない。

　実のところ、リティーヤの身体には反動が重くのしかかり、動こうにも動けなかった。《キツネ》に支えられるようにして、荒い息を吐き、かろうじて床に座り込んでいた。

　だが、果たして動く力があって、なおかつ意識がはっきりしていたら、自分はどいたのかどうか──リティーヤは、後から思い返しても答えを出せなかった。

「……それとも」

　ヤムセの視線が、リティーヤを貫つらぬく。

「これが、おまえの選せん択たくか？」

　ぞわりと背筋に悪お寒かんが走り、自分のしたことの幾いくらかを知った気がした。

「違ちが……っ」

　その時、ヤムセがハッとした様子で左手を掲かかげた。ほぼ同時に彼の周囲で風の刃が舞まった。シルルトが仕し掛かけてきたのだ。ヤムセの左手に幾つもの裂れつ傷しようができ、血が床に滴った。

　シルルトはさらにヤムセに幾つかの魔術を打ち込みつつ、何食わぬ顔で《キツネ》に言った。

「時間です。その娘は諦あきらめましょう」

　立ちつくしていたロリロナはシルルトに手を引かれて彼の傍かたわらに立たされ、彼らの足あし下もとではあらかじめ描かかれていたらしい魔法陣が強い光を放ち始めている。《キツネ》も、ヤムセがシルルトの攻こう撃げきを防ぐ間に素す早ばやく身を起こしていた。

　だが、陣の内側に飛び込む直前、彼は突とつ然ぜん立ち止まってリティーヤを振り返った。

「嬢じようさん」

　いつになく真しん剣けんな目で、リティーヤに向かって、

「一いつ緒しよに、」

　手を、

「行ってみる？」

　差し出してきた。

　リティーヤは呆然とその手を見つめた。

　だが手を握り返すことも、すがることも、はね除のけることもできなかった。

　その差し出された腕うでの肘ひじから先が、リティーヤの手の中に落ちてきたのだ。

「……え？」

　何が起こったのかと思って、視線を上げた。

　血が、大量の血が辺りに飛び散っている。いや、肘にある切断面からは今も新しい血が流れて、床の血だまりをどんどん大きくしていく。

「あ……っ、は」

《キツネ》は俯うつむき、傷ついた左手で肘の上を押さえて呻うめいた。後方に下がって陣の中に入ろうとするが、足がふらついている。

　リティーヤは血がまだ溢あふれ出す腕を抱かかえ、その血で染まりながら、呆然と《キツネ》を見た。《キツネ》と、割って入ったヤムセを見た。ヤムセはシルルトが放った攻こう撃げき魔術を結界で防いだところだった。サーベルが、血に濡ぬれている。

　彼が、斬ったのだ。

「せ、ん……せ……？」

　だが、リティーヤの囁ささやきは、だんっ、という床を踏ふむ音でかき消される。

　リティーヤの横を抜け、鋭く踏み込んで《キツネ》との距きよ離りを詰つめたのは、倒たおれていたはずのロードマスターだ。礼服の血の染しみは乾かわくどころか広がっている。手には、細身のサーベル。彼が腰こしにつるしていたものだ。儀ぎ礼れい用だとリティーヤはずっと思っていた。だがそれは確かに儀礼用などではなかった。

「ああああああああああああああっ!!」

　ロードマスターが咆ほう哮こうする。全力を込めて、鋭く、深く、サーベルを突き上げる。

　だが、ロリロナが一歩早く《キツネ》を魔法陣の中に引っ張り込んでいた。

　ロードマスターの一撃は届かず、彼らの間を隔へだてる壁かべのように、床に描かれた文字がひときわ強く白い光を放った。さらに追いすがるヤムセのサーベルは、その光の壁に跳はね返される。

　血の気をなくした顔の《キツネ》が、ロリロナに支えられて光の中からリティーヤを見ていた。狂くるおしい目をしていた。

　リティーヤを、求めていた。

《キツネ》はふっと微ほほ笑えむと、小さな声で言った。

「……もう、迎むかえには行けない。極地で、」

　白い光が、

「待ってるよ」

　消えて。

「あ」

　それで、彼らの姿はかき消えた。

「や……あ……」

　頭が痛い。心臓が痛い。呼吸ができない。

　──あいつは、あたしを、助けようとしてくれたのに。

　ただ悲鳴とも嗚お咽えつともつかない、わけのわからない声が喉のどから漏もれ、そして高ぶった感情が、再び〈昼〉魔ま力りよくを呼び起こす。頭の芯しんの方から白くなり、意識が侵しん食しよくされていく。抑よく制せいする方法を学んだはずなのに、魔力はリティーヤの意図を外れて暴走しかけている。心がおかしい。壊こわれそうだと思った。だって腕が。腕がここに残っていて。

　──あたしは、この腕を、奪うばった。

「…………っ」

　リティーヤは意識を飲み込まれる寸前、自分の拳こぶしに嚙かみつき、魔力の暴走を抑おさえ込んだ。

《キツネ》の腕を抱だいて、その血で胸を染めながら。

　サーベルを持ったままのヤムセの腕が、崩くずれゆくその身体を支えた。




　意識を失ったリティーヤを抱き上げ、ヤムセはロードマスターを振ふり返った。

　ロードマスターはサーベルを床ゆかに突き、それを支えにかろうじて膝ひざをついている状態だった。すでに傍らにはテヨルが駆かけつけており、中断してしまった治ち癒ゆ魔術を再開している。

「血が止まらない」

　助けを求めるようにテヨルは顔を上げる。汗あせと涙なみだが一緒になってそのこわばった頰を滴したたる。テヨルはヤムセに僅わずかに遅れてこの部屋に辿たどり着き、ロードマスターの治ち療りようを始めたのだ。そして意識を取り戻もどしたロードマスターは無茶をして──今の状態だ。

　浅い、苦しそうな息をして、ロードマスターは俯いたまま、はは、と笑った。

「あー……色々ごめん。テヨル。ヤムセ」

　ヤムセはリティーヤをテヨルに預け、ロードマスターの傍らに屈かがみ込んで治癒魔術を引き継ついだ。深い裂傷も、骨折もあった。それに、吐と血けつしていることから考えて臓器が傷を負っている。急がなければ。ヤムセは感情を押し殺し、治療に専念しようとした。

「ロードマスター、多少痛みますが我が慢まんしてください。まだ死にません」

「恰かつ好こう悪いなあ……もう、最悪だよねえ……」

　そこまで喋しやべると、げほ、と俯いたまま咳せき込む。血が床に滴る。

「石板取られちゃったし。《キツネ》止めらんなかったし。学生、一人、守りきれなかったし、さあ」

　テヨルは床に座り込み、熱にうなされるリティーヤを膝に抱いていたが、顔を上げてロードマスターを見つめた。

「私たちが《学園》を守れなかったからです。陽動ってわかってたのに、動けなくて……！」

「……テヨル、ごめん……」

　またロードマスターが謝った。今度は僅かに頭を持ち上げ、照れ臭くさそうな、申し訳なさそうな、少年じみた笑えみを見せた。

「もう、《学園》いられないや。ほんと、ごめん」

「……っ、いいえっ」

　テヨルも、ヤムセも、わかっていた。治癒魔術のためにロードマスターの体内の状態を探さぐったのだ。ならば、彼の魔力が、一いつ般ぱん人並みの状態に落ち込んでいることも、わかってしまう。

「……ボク、自身は、もういいかなーって思ってたんだけど」

「ロードマスター、少し休みましょう」

　ヤムセはロードマスターの肩かたに触ふれて、横たわるよう促うながした。ロードマスターはそれを拒こばみ、首を振った。

「ん。でも、もう……動き出さないと」

「無理です、この身体からだでは──」

「ボクは、もう、《学園》にいられない。魔力のことだけじゃない。たぶん、あいつの存在が……そうさせない」

　同じ顔の人間が現れて、質問もなしでは済まされないでしょう、とロードマスターは笑う。

「だから、ここから、とるべき行動を──キミたちに教える」

　そう言うと、膝を立てたまま慎しん重ちように腰を下ろし、ヤムセとテヨルを見つめる。

　顔は白く、口元にはまだ血がこびりついていたが、彼はしっかりとした声で言った。

「ボクは、ここで死ぬことになると思う」




　ヴォルドは視界いっぱいの青空を見上げながら、瓦が礫れきの中に埋うもれていた。

「あー……」

　そこは、ラガロの塔とうに至る、第三の門の手前だった。

　広場を囲む建物の一つに入り、そこの屋根の上に逃にげた《風と八月党》の魔術師とやり合い──騒そう動どうで古い屋根が抜ぬけて、全員仲良く一つ下の階に落ちたのだ。さらにその後の戦せん闘とうで建物の崩ほう壊かいが進行した。動いている敵はもういないが、自分も倒れてきた柱に挟はさまれ身動きできなくなってしまっていた。

　右みぎ腕うでを持ち上げ懐ふところを探ろうとしたが、痛くて途と中ちゆうで諦あきらめた。煙草たばこの感かん触しよくは胸にあるのに、吸えないのは腹立たしかった。

　だから、ひょいと青空を遮さえぎって覗のぞき込んできた相手に、その怒いかりをぶつけた。

「一発殴なぐらせろ」

「いやです」

　可愛かわいげのない最後の弟子でしをじろじろと見てから、太陽の位置を確かく認にんする。

　そこから判断すると、考えていたよりも長く意識を失っていたようだ。身体は確実に冷えつつあったが、壁と瓦礫がかろうじて風を防いでいた。あれほど分厚く空を覆おおっていた雪雲が姿を消し、太陽が照ってくれたのも幸いした。ヤムセと一いつ緒しよにやってきたイヌが、彼の身体にすり寄ってくる。おそらくこのイヌが、ヤムセをここまで連れてきたのだろう。

「……全部、終わったか」

「はい」

「話の続き、聞きに帰ってきたのか？」

　ヴォルドは、自分が別れ際ぎわにヤムセに言ったことを忘れてはいなかった。

『本当はあの日、ユローナを始末する手はずだった』

　ところが、ヤムセは静かに首を振った。

「……いいえ」

　ヴォルドは、驚おどろきに満ちた目でヤムセを見た。

「てめえ、ずっとこだわってたじゃねえか」

「……気付いては、いましたから」

「…………」

　まあ──多少なりとも物事の裏の意味を読み取れる人間なら、わかることかもしれない。

　当時のユローナは確かに倫りん理り委員会に何度も喚かん問もんされていたが、内部調査局に疑われるようなことは何もしていなかった。万が一の事態に備えて護衛が必要だとしても、内部調査局の局長ではあまりに威い圧あつ的で、却かえってユローナを警けい戒かいさせ、説得の失敗に繫つながりかねない。

　そして、アヴィラーズがユローナの共同研究者である以上、ユローナが繰くり返していた内規違い反はんを、アヴィラーズも認識していたに違ちがいないのだ。もっと言えば、倫理委員会は当然ユローナの師であり共同研究者であるアヴィラーズにも目をつけていたはずだ。

　倫理委員会の追つい及きゆうを恐おそれたアヴィラーズがユローナを消そうとしたと考えるのは、そう突とつ飛ぴなことでもないだろう。

　あの時、殺意があったのは、ユローナではなく、アヴィラーズとヴォルドだった──。

　そういう考えを、ヤムセはすでに持っていたのだ。

「いつ、勘かんづいた」

「最近です。ユローナの出しゆつ奔ぽん前後の公式文書を洗い直していて──」

　ヤムセは言い、振り返って背後に声をかけた。どうやら他ほかにも魔術師たちが捜そう索さく隊を組んでいたらしい。すぐに彼の部下たちが瓦礫をよじ登ってくる。ヴォルドはそちらを一いち瞥べつし、もう一度ヤムセを見た。ヤムセはすでにヴォルドの傷の状態を確認している。

「あーあ。まぁたてめえに助けられるのかよ」

「……何かおっしゃいましたか？」

　本当に聞こえていなかったようで、ヤムセはきょとんとしていた。二度も言ってやる気はなかったので、ヴォルドは別の話をした。

「ラガロの塔はどうだった」

「……書は持っていかれました。それからロードマスターが」

「なんだ」

「亡なくなりました」

「────」

　ヤムセは静かな表情のままだった。やってきたヴォルドの部下と協力して瓦礫をどかし始める。その作業中に、ヴォルドはヤムセの持ってきた情報について、色々と考えようとしてみた。そういった事態がもたらす今後の学内の状じよう況きようを。だが寒く、頭も痛く、古傷も痛み、さらには他にあちこち打だ撲ぼくもあり、考えはこれっぽっちもまとまらなかった。

　だから、彼はタンカを用意しようとするヤムセを引き留め、言った。

「煙草」




　ゼストガがバドとともに《学園》に辿り着いたのは、ベリスの遺い跡せきでの一件から四日経たった午後のことだった。延々と続く車窓の雪景色を列車の中からじりじりと眺ながめるのは苦痛で仕方なかったが、どうしてもそれ以上時間を短縮できなかったのだ。

　勿もち論ろん遺跡から出た彼らはすぐに近くの電信局に駆かけ込み、《風と八月党》にロードマスターの封ふうじを解く魔術師がいるという情報を《学園》に送っていた。

　だがその情報は遅おそすぎたらしい。

《学園》がようやくその姿を上り坂の上に現し始めた頃ころから、馬車の中にいたゼストガもバドも、言葉を失って窓の外の光景に釘くぎ付づけになっていた。石いし畳だたみの坂道は《学園》と城下町のアムブールを結ぶ大動脈だ。古い石畳の道は当然雪が除よけられ、幅はばも広い。その道はだらだらと斜しや面めんを上って、丈高い、大人三人分はありそうな壁かべと、門に辿たどり着く。

　そのアーチ形の門が、跡あと形かたもなく消えていた。

　門の周囲では地面がえぐれ、臨時に板が渡わたされ、橋のようにして道が続いている。壁も一部が崩くずれ、向こうが見えてしまっている。そばにある守備隊の小屋に至っては、土台くらいしか残っていない。瓦礫は撤てつ去きよされ再建も始まっていたが、その光景はあまりに衝しよう撃げき的だった。

「……これは、また、派手にやられたな」

　バドが呆あきれたようにそう呟つぶやいたのは、馬車が臨時の橋を渡って学内に入ってからだった。

　向かいに座っているゼストガは、まだ窓から目を離はなせなかった。魔導書調査委員会はどうなったのか、《風と八月党》は目的を遂とげてしまったのか──考えているうちに気分が悪くなってくる。青ざめたゼストガを見て、バドが懐から小こ瓶びんを取り出し、勧すすめてきた。

「……なんですか」

「胃薬だ」

「…………いえ、結構です」

　ゼストガはからかわれているのか真しん剣けんに同情されているのかはかりかねて断ったが、バドはどうやら本気で気を遣つかってくれていたらしく、よく効くのにと残念そうな顔をされた。

　ゼストガはこの後魔導書調査委員会に戻もどって事態を報告する予定だ。バドは内部調査局に行く。馬車が中央地区に入ったら、行き先の違うゼストガは降りることになる。それまでにもう少し窓からの様子を見ておこうと、ゼストガは懲こりずにまた窓にへばりついた。

　門（のなれの果て）を潜くぐってしばらくの間、メインストリートは牧草地の中を突つっ切り、窓の向こうにはのんびりとした光景が広がる。牧草を刈かり取られた土地には雪が降り積もり、その遥はるか上を、近くの水辺に憩いこう渡わたり鳥が、大きな翼つばさを広げ、鳴き交かわしながら飛んでいく。進むにつれ建物が目立ち始めるが、この辺りはまだ静かな方だ──馬車が頻ひん繁ぱんに行き交かうのを別にすれば。

　牧草地が終わる辺りで、不意に、ゼストガの目に小さな異状を告げるものが飛び込んできた。

　南地区にある古い記念講堂には必ず《学園》の旗が掲かかげられているのだが、そのヘビを描えがいた深しん紅くの旗が、ポールの半ばまで下ろされている。

　弔ちよう意いを示す、半旗だ。

《学園》において半旗が掲げられるのは、現げん役えきの《Ａ》位魔術師の葬そう儀ぎの日だとか、学長が亡くなった時だとかだ。学長が死んだらさすがにもっと学内が慌あわただしくなるだろうから、他の《Ａ》位魔術師だろう。タイミングからすると、襲しゆう撃げき時に亡くなったか。

「どなたでしょうね」

　何気なくゼストガは呟き、バドも同じものに気付いたらしく、御ぎよ者しや台だいに通じる覗き窓まどをとんとんと叩たたいて、声をかけた。

「どなたが亡くなられたか、わかるかね」

　窓の隙すき間まから答える御者の声は、幾いく分ぶんの憐あわれみを含ふくんでいた。

「ああ、お若い方です。いつもひいきにしてもらってたんですよ」

「……ちっ」

　いきなり舌打ちしたバドを、ゼストガは驚いて見やった。視線に気付いて、バドはごにょごにょと言った。

「いや、小さな期待を抱いだいてしまっていただけだ」

「期待？」

「うちの局長だったら良かったのに……若くはないから違ちがうな……」

「……今何かバドさんの邪じや念ねんを感じました」

「黙だまれ。……なあ、その人だが、お名前はなんというんだろうな」

　尋たずねられた御者は、自信ありげに答えた。

　その名を聞いて、バドが、凍こおり付いた。ゼストガも衝撃を受け止めきれずに固まった。

　ロードマスター、と。

　彼は、そう言ったのだ。





３






　ロードマスターの葬儀は盛大に執とり行われたらしい。らしいというのは、葬儀の当日リティーヤはまだ寝ね込こんでいたからだ。

《Ａ》位魔術師が他組織との争いで死んだ──これは大きな衝撃となって《学園》を揺ゆさぶった。学長オルドゥナは彼の死を最大限利用することにしたようで、葬儀の席で、彼の実績、人ひと柄がら、《学園》への貢こう献けん、あらゆるものを褒ほめちぎり、持ち上げ、《学園》の魔術師に連帯と献けん身しんを呼びかけた。場は異常な盛り上がりを見せ、葬式なのだかなんなのだかわからない様相を呈ていしたらしい。

　石板を奪うばわれたという話は慎しん重ちように伏ふせられていたが、噂うわさは広まっていた。学長は噂を否定も、肯こう定ていもしなかった。ただし奪だつ還かんのための計画と人員選定は、秘ひ密みつ裏りに進められていた。《風と八月党》は脱だつ出しゆつしたシルルトとロリロナを除のぞいて全員が捕つかまるか死ぬかしたが、彼らは《学園》から奪ってはならないものを奪い、汚けがしていったのだ。《グリーンワードの魔導書》を奪い、魔術師たちの矜きよう持じを汚したのだ。




　リティーヤが立ち上がって自由に動けるようになったのは、葬儀の翌日のことだ。

「こんなところで放ほうり出していくとは、中ちゆう途と半はん端ぱきわまりないな」

　前の日に《学園》に帰き還かんしたバドはいささかやつれた顔で言った。椅い子すに座り、腕うでを組み、神経質そうにつま先で床ゆかを叩いている。

　その部屋は広く、床にはふかふかする絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられ、壁かべには木目の美しい腰こし板いたが張り巡めぐらされていた。主役のように部屋の真ん中にどんと置かれたベッドは勿論、そのそばに置かれたテーブルと椅子のセット、ゆったりとした作りの長椅子など、どの家具も大量生産ではない職人の手仕事で、細部の仕上げに至るまで作り手の神経が行き届いていた。その落ち着いた、上品な部屋の中で、壁紙の軽かろやかな緑と椅子に散らばるクッションの深紅が、ほどよい彩いろどりになっていた。

　だが、そこは、医い療りよう棟とうの一室だった。

「仕方がありません」

　擁よう護ごしたのは、ヤムセだ。彼は小さな丸テーブルを挟はさんでバドの向かいの椅子に腰こし掛かけていた。手をテーブルの上で組み合わせ、眉み間けんにいつもの皺しわを作っている。いつも以上に深くも、浅くもない。平静そのものに見える。

「話を整理しましょう──ロードマスターが〈夜〉の台座を秘ひ匿とくしており、彼と関係のある人物が《風と八月党》にいて、今回の襲撃で主動的役割を果たした。ゼストガが証言できるのはこの辺ですね。実際、管理遺跡から台座が見つかるでしょうし、そうなればロードマスターは必ず責任を問われたでしょう」

「あそこだけなら入り口を埋うめてしまえばいいんだ。……だが、党首の方はどうにもならん」

　バドはみぞおちの辺りをさすり、痛そうな顔をした。また胃痛だろう。

「ええ。《道標》を安全だと判断したのはロードマスターです。ロードマスターの封じが破られたこと、党首のことから考えても、単なる責任問題では済まず、《風と八月党》との関係を疑われる事態にもなったかと。となれば遺跡との関係も徹てつ底てい的に洗われたでしょう」

「審しん理りやら何やらで長期間拘こう束そくされる上に、無罪放ほう免めんの可能性はなかったということか」

　バドは忌いま忌いましげに懐ふところから胃薬の瓶びんを取り出し、口の中に数錠じようまとめて放り込んだ。

　話を聞いていたテヨルが、ベッドのそばで鎧よろい戸どの下ろされた窓にもたれかかって口を開いた。

「でも学長はロードマスターを買ってたし、これは緊きん急きゆう事態だ。石板の奪だつ回かいのためならなんでもしないといけない。《キツネ》とかシルルトとかについて一番詳くわしいのはロードマスターだ」

「それで彼女はロードマスターの提案を飲んだというわけか」

「まあ、一応ね」

　そう言ったのは、ベッドにいた男だった。清潔そうな寝ね間ま着きを身につけ、上半身を起こし、ベッドの頭側に幾いくつも重ねられた枕まくらの上にもたれかかるようにしている。腰から下は毛布やシーツの下にあり、表に出ている顔やシーツの上の手には幾つか裂れつ傷しようの跡あとが見えたが、だいたい治りかけている。頭とう髪はつは老人のように白く、肌はだも白かったが、それはまあ、いつものことだ。特に顔色が悪いということもない。

　傷つき、ベッドにいたが、彼は──ロードマスターは、これまでと同じような、どこか優ゆう雅がな雰ふん囲い気きを漂ただよわせて言った。

「ただ、ボクの過あやまちが──シルルトも含めてね──あの襲撃を招いたのだと考えれば、オルドゥナはボクのことを許そうって気にはならないだろう。問題が片づいた後に彼女がボクをどうするのかはわからないよ。これはあくまで当面の措置」

　彼は、死んだことになっていた。今その事実を知るのはここにいる研究室の人間と学長だけだ。テヨルが少しきつい口調で言った。

「《道標》の管理について最終的な決断を下したのは学長です。彼女があなたを一方的に責め立てることはできません」

「まあまあ。彼女には彼女の責任の取り方があるんだよ、テヨル。で、ボクにもボクの責任の取り方があるわけだね」

　ふと、青いような緑のような目が室内を横切り、バドで留まって微ほほ笑えむ。

「ボクが死んだって聞いて驚おどろいた？」

「ええ。あなたが俺を殺す気なのかと思いました」

「死人には生者を殺せないよ？」

「胃と心臓に来て死にそうになったんです」

「…………」

　難なん儀ぎな子だなあ、と呟つぶやいて、ロードマスターは枕の位置を変え、もそもそと動いた。バドの恨うらみがましい視線を避さけたくなったのだろう。

　ヤムセが、最後にまとめた。

「学長との取引により、ロードマスターは戦死扱あつかいになりました。今回の襲撃事件に関連して原因究明のための調査は行われるかもしれませんが、その責任が研究室に及およぶことはありません。研究室は、順当に行けばバドがこのまま室長代理を務めることになるかと」

「仕方あるまい」

「死亡扱いですから、ロードマスターは以後《学園》に拘束されることなく自由に動けます。ただし今後十年間にわたる学長個人への絶対的な従ぞ……いえ、失礼しました、協力が義務づけられています」

「……うん、まあ、仕方ないんだけど、その項こう目もくだけほんとどうにかならなかったのかなって」

　ロードマスターの悲しげな呟きを、ヤムセは咳せき払ばらいで聞かなかったことにして続けた。

「それから、当面ロードマスターは《キツネ》と《風と八月党》党首シルルトの捜そう索さく、及び〈昼〉の書の奪還に全力を挙げなければなりません。実質的に、学長がロードマスターを本当に無罪放免にするかどうかは、この要件が満たされるかどうかにかかっています。ただしどういう場合であれ、ロードマスターはすでに《学園》内における権限を失っています。今後は以前のような影えい響きよう力を振ふるうことも、ごり押しも、不可能です」

　そして、とヤムセはそこで視線を、その部屋にいながら押し黙だまったままの相手に向けた。

　視線を向けられたリティーヤは、部屋の片かた隅すみの長椅子に座っていたが、話は最初から最後まで聞いていた。〈昼〉魔術の反動でまだ昼間は熱が出るが、今は少し落ち着いていた。

　リティーヤは、ヤムセの目を見て言った。

「問題になるのが、あたしなんですね。ロードマスターがいなくなれば、魔導書調査委員会がきっと難なん癖くせつけてあたしのことを手に入れようとしてくる、って」

「……ああ」

　ヤムセも視線を逸そらさなかった。

「我々ではおまえを守りきれない」

　彼は椅子から立ち上がってリティーヤの前に歩いてくると、すぐ目の前で立ち止まって彼女を正面から見つめた。

「だから、おまえが自分で身を守るんだ、リティーヤ。これから言うことをよく聞け」

　その視線を受け止めつつ、リティーヤは今彼が何を考えているのか、咄とつ嗟さに推おし量ろうとした。弟子でしを守りきれないとはっきりと言うのは悔くやしいだろうし、自分自身への怒いかりもあるだろう。だから、いつもなら、リティーヤは大だい丈じよう夫ぶだと笑って答えていた。

　だが今はそうできなかった。飛び散る血と自分の中に落ちてきたあの腕の感かん触しよくが、彼の顔を見た途と端たんに思い出された。自分を守った《キツネ》から、リティーヤは、腕を奪ったことになる。彼のせいで。いや、彼のせいではない。彼は自身の仕事をしただけだ……本当に？

　あの時の、あの怒りに満ちたヤムセの目が、彼の激情を物語っている。仕事ではなく、怒りに任せて《キツネ》の腕を叩たたき斬きったようにも見えた。彼の怒りは、《キツネ》だけに向けられたものではない。彼は、《キツネ》を庇かばったリティーヤにこそ怒っていた。あの感情は彼女にこそ向けられたものだ。

《キツネ》の腕を叩き斬る前、リティーヤを貫つらぬいた彼の鋭するどい視線を、覚えている。

　リティーヤは咄嗟に視線を逸らし、ロードマスターを見た。彼はベッドの上からやはりリティーヤを見ていて、視線が合うと、励はげますようににこりと微笑んだ。

　ロードマスターが、自分の魔ま力りよくを失ってまでリティーヤを残したのは、彼女が〈昼〉魔力の持ち主だからではない。それなら最初から彼は運命とやらを受け入れている。ロードマスターはリティーヤの《キツネ》の仮説を聞いて、それに興味を持ってくれたのだ。リティーヤの力ではなく、リティーヤの考え方に、彼女自身に、興味を持ってくれたのだ。

　学内に閉じこめられて実験動物のように扱われたのでは、ロードマスターのやったことが無む駄だになる。

　気持ちに応こたえたい。

　リティーヤは、だから今はただ僅わずかに顎あごを上げ、ヤムセの目を見つめ返して答えた。

「わかっています。教えてください」




　葬そう儀ぎから二日後、リティーヤは学長室にいた。高層階にあるため、広く取られた窓からは遥はるかに広がる森の様子や、丘おかの連なり、それがやがて山に至るところまで見み渡わたせた。雲はほとんどなく、晴れ渡わたった空の下、窓の前の椅い子すに座る学長は、威い厳げんと自信に溢あふれて見えた。

「そばにおいでなさい」

　銀ぎん髪ぱつを一分の隙すきもなく結ゆい上げ、柔にゆう和わな笑えみを湛たたえた顔をリティーヤに向け、彼女は執しつ務む机の前を指した。年は六十代だろう。青いローブに身を包んだ、はつらつとした印象の女性だ。

　机の斜ななめ右手にひと組のソファとテーブルが置かれており、向かい合うソファの一方には魔導書調査委員会の長おさであるグレイビルとゼストガが腰こし掛かけていた。その向かいに座るのは、渋しぶそうな顔をしたバドと、ヤムセだ。リティーヤは、彼らの話し合いが終わるのを待って、部屋に入るのを許された。

　リティーヤが机の前に立つと、オルドゥナはゆっくりと机に肘ひじをつき、指を絡からみ合わせ、リティーヤの目を覗のぞき込んだ。どこかハッとさせられる、印象に残る目だった。

「あなたの今後について、私からお話しします。簡単に言うと、魔導書調査委員会があなたを欲しがっています」

「……はい」

「ロードマスターが亡なくなり、魔ま力りよく環かん境きよう研究室の室長が不在となった以上、あなたの保護を研究室任せにするのは問題だと主張しています。バドは《Ｋ》位ですから、室長代理でしかありません。ついては、自分たちがもう一度あなたの保護について責任を持つ立場に立ちたい、と。彼らは言っています」

「はい」

　ヤムセらの想定内だ。

　ロードマスターの庇ひ護ごがなくなれば、こうなることは見えていた。

「私としては、以前彼らにあなたを預けた時に生じた問題を忘れたわけではありませんから、この申し出をそのまま受け入れるのは躊躇ためらわれます」

　魔導書調査委員会はリティーヤの魔力を暴走させたし、彼女を北部の研究施し設せつに送り込んだ挙げ句逃にがしてしまった。管理能力に疑ぎ問もん符ふがつくのは当然のことだ。

　オルドゥナはそこでちらりとソファのグレイビルの方を見た。

「が、事態がここまで進んだ以上、石板の謎なぞを解くことは我々が最優先にしなければならない要件です。実は先日極ごく秘ひに連れん絡らくを受けたのですが、《蛇の目連隊》の方で、彼らの石板が精せい巧こうな偽にせ物ものとすり替かえられていたのが判明したそうです」

「……！」

　それは初めて聞く話だった。《蛇の目連隊》は南部の国に古くからある慈じ善ぜん団体で──前身が軍隊だったのでそういう名前なのだが──《グリーンワードの魔導書》〈昼〉の石板の欠片かけらを一つ所有していた。以前短期間《学園》に借り出されていたが、この間返へん却きやくされたはずだ。

「あちらは私たちが複製の方を返却したのではないかと言っていますが、勿もち論ろんそんなことはありません。彼らの中に内通者がいたという可能性が高いでしょう」

「…………」

　一いつ瞬しゆん、リティーヤの頭にある疑念が閃ひらめいたが、深くは考えないようにした。本当に《学園》が複製を《蛇の目連隊》に渡していたのではないか、などという疑いをここで口にするのは、どう考えてもリティーヤ自身のためにならない。この女性ならやりそうだとは思ったが。

「とにかくですね」

　これっぽっちも後ろめたい様子は見せず、オルドゥナは続けた。

「《蛇の目連隊》の石板をすり替えたのが《風と八月党》の人間であるという可能性もありますし、万が一、手て違ちがいから本物の石板が《学園》にあったのであれば、それもまた《風と八月党》に奪うばわれたことになります。つまり、《風と八月党》と《キツネ》の手に石板が三つまであり、彼らは台座の出現場所も予測できるということです。あと二つ、そのうち一つはユローナの死とともに南部古王国の地下に埋うまり、もう一つは目下捜索中ですが、もしも《風と八月党》にそれらが渡れば、どういった事態になるのか──あなたも、わかりますね？」

「……《風と八月党》が、台座に石板を戻もどします」

「そうです。しかしその行こう為いがもたらす結果を、私たちは大変危き惧ぐしています」

　よどみなく雄ゆう弁べんに、オルドゥナは語った。

「石板を戻せば気候が戻ると言われていますが、確かなことはまだ解明されていないのです。気候が戻るとしても、いったいどういうふうに？　もしも二百年前の大寒波のような急激な変化であれば、この大陸が受けるダメージは計り知れません。今度こそ、我々は手段を講じる前に滅ほろびてしまいます。これは、現状における《学園》の正式見解とみなして構いません。ただし公言は控ひかえてください」

「…………はい」

　リティーヤは喉のどを鳴らし、かろうじて頷うなずいた。

《キツネ》は以前、リティーヤに、《学園》は石板を手に入れてもそれをすぐに台座に戻そうとはしないだろうと言っていた。今、彼の予想を裏付ける言葉を、オルドゥナは言ったのだ。

「……さて、ところが、《風と八月党》は《始原のキツネ》の信しん奉ぽう者です。彼らは、そういった危険性を考えず、闇やみ雲くもに《キツネ》の言葉に従い、石板を戻そうとしています。私たちは彼らが石板を戻すことだけは食い止めなければなりません。将来的に石板が戻されることになったとしても、《学園》の厳重な管理下で行われねばならないと私たちは考えています」

「はい」

　どこの組織も、《グリーンワードの魔導書》については執しゆう着ちやくしている。自分たちこそが大陸の寒冷化を終わらせ、次なる時代の指導者となるのだと考えている。だからオルドゥナの考えは当たり前のことだ。そして、魔導書調査委員会は、その《学園》の中でも自分たちこそが《グリーンワードの魔導書》の秘密を解き明かすべきだと考え、そのためにリティーヤを求めている。

「つまり、研究が急がれる状じよう況きようなのです。あなたと〈昼〉の石板との関係……いえ、言ってしまえば、《始原のキツネ》が〈昼〉の石板と台座の問題において、どういった役割をあなたに与えているのか。私たちは早さつ急きゆうにそれを知らねばなりません」

《始原のキツネ》は、リティーヤに〈昼〉魔力を与えた。リティーヤの魔力は〈昼〉の石板と共鳴し、引き合い、石板は彼女の魔力に反応して表おもて舞ぶ台たいに現れてきた。そうやって起こる騒そう動どうを、《キツネ》は罰ばつゲームだと言って、リティーヤを試ためしたり、からかったり、精神的に痛めつけたりして遊んできた。ゲームの中心にいるのはリティーヤだが、参加者はたくさんいる。《学園》や《風と八月党》もその参加者なのだ。誰だれもが勝利を、つまり〈昼〉の石板とその真実を求めて争っており、リティーヤは彼らが真実に至るための重要な手がかりとなる。リティーヤの魔力は単に石板を世に出すための餌えさなのか、それともそれ以上の意味を持つのか。リティーヤの魔力と石板が共鳴し引き合うならば、今回《学園》から石板が失われたことは何を意味するのか──リティーヤの役割を解き明かすことができれば、その参加者はゲームの勝利に近づくのだ。

　オルドゥナの言い分はリティーヤにも理解できる。リティーヤにも理解できるようかみ砕くだいて説明してくれているのは、彼女の誠実さの証あかしなのだろう。

「だから、私はあなたの身み柄がらを魔導書調査委員会の管理下に置くことに同意します」

　だがそうなれば、リティーヤは今後長い間実験室に閉じこめられることになる。自分の研究も、自由も、何もない。ただ実験への協力と従順を求められる、実験対象に過ぎなくなる。

「……でも、あなたには一言言いたいことがあるとか？」

　オルドゥナは椅子の背に身体からだを埋うずめ、足を組んだ。

「お話しなさい」

「〈昼〉の書の奪だつ取しゆにはあたしが必要です」

「そう判断するのは私ですね。いったいどうしてそのように思うのかしら？」

「《キツネ》が待っているのはあたしだからです」

　リティーヤは確信を持って答えた。

「《キツネ》の手がかりは、彼自身が口にした『極地』にあります。アレが噓うそだとはあたしにはどうしても思えません。だって彼はあたしに来てもらいたがっていたんです。噓を吐つく利点がありません。そして、《キツネ》と《風と八月党》に深い関係がある以上、そこに《風と八月党》や石板の手がかりもあるはずです。でも、彼が待っていると言ったのはあたしです。他ほかの人間が行っても、彼はすぐに隠かくれてしまいます」

「あなたは願望によって仮定を歪ゆがめていますよ」

　オルドゥナはおっとりと微ほほ笑えんだ。吸い込まれそうな笑みだったので、リティーヤは腹に力を込めて、気持ちを強く持つようにした。

「《キツネ》は《ヘビの一族》によって人じん為い的に生み出された存在ではないでしょうか？　もっと言うと、使い魔として使うために生み出されたもの」

「…………」

「そう考えたのは、あたしの前に現れる《キツネ》が、人間とも《ヘビの一族》とも考えられないからです。それに彼は《ヘビの一族》の使い魔の研究都市を知っています。これは、昨日提出した論文の中間報告書でも書いていますけど」

「……それで、あなたのその仮説と、今回の件の関係は？」

「《キツネ》については、あたしが一番真実に近いと思います」

　オルドゥナは軽く目を瞠みはってリティーヤを見つめた。そして、噴ふき出すように笑った。

「まあ！　随ずい分ぶんな自信ですね。いったいどうして？」

「遺い跡せきが破は壊かいされていたことはご報告しましたよね」

「ええ」

「普ふ通つうではできないやり方です。現場を見ましたが、火を放ったり破壊したりする前に、わざわざ大きな結界を張っています。《キツネ》がやったんだと思います。真実を覆おおい隠すために」

「…………それも、仮定ね」

　そう言いはしたが、オルドゥナの口調は強いものではなかった。

「《キツネ》以外に、誰がどんな目的であの遺跡を破壊するんですか？　《キツネ》はあたしが真実に近づくことを恐おそれたんです。《キツネ》を捜さがしたいのなら、あたしは凄すごく有用です。だって、あたしは……半年も、彼と一いつ緒しよにいたんです。この《学園》で、誰か他に彼とそんなに長い時間を過ごした人がいますか？」

「…………」

「あたしは、直接彼を知っているんです。あたしなら彼を捕つかまえられます。そうすれば、きっと多くのことがわかります。石板のことも、《風と八月党》のことも。自由をください。あたしの役割とか、謎なぞとかを明らかにしないといけないのはわかります。でも、それならその謎解きを、あたし自身にもやらせてください。その機会を」

　リティーヤは、深く頭を下げ、固く目を瞑つぶって、祈いのるような気持ちで最後の一言を言った。

「与えてください」

　返答には、少し時間がかかった。

「……まあ、いいでしょう」

　不満げな響ひびきはあったが、確かに彼女はそう言った。リティーヤはがばりと頭を上げてオルドゥナを見た。オルドゥナは苦く笑しようめいた笑みを浮うかべていた。

「実は、しばらく前から、極地や北部の観測所で、異常が幾いくつも報告されているのです。異常自体は〈昼〉の書を奪われる前からのものでしたが、奪われた翌日からはさらに大きな変化が現れています。魔ま力りよくの偏かたよりから、私たちは極地のある地点がその異常の中心になっていると判断しました。よって、ここへ送り込む遠えん征せい隊のメンバーを選考しているところだったのです」

「遠征隊……」

「そこにあなたも加えます」

「！」

　不服そうな唸うなりがソファの方から聞こえてきた。グレイビルだ。彼は巨きよ体たいを揺ゆすって立ち上がると、恐れる様子もなく、オルドゥナに言った。

「私から、一言申し上げてもよろしいですかな」

「ご意見ならいつでも伺うかがいますよ。遠征隊の中心は魔導書調査委員会になるでしょうから」

　オルドゥナもグレイビルに視線を向けた。グレイビルはだぷだぷと腹を揺すって言った。

「遠征隊には危険もつきまといます。到とう底てい、専門課程の学生が参加できるようなものではありません」

「ええ。大変ですね、グレイビル」

　事も無げにオルドゥナは言い、心底から同情しているように微笑んだ。その無む邪じや気きを装よそおった返しに、グレイビルも一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「…………学長。我々は、学生のお守もりのために行くわけではないのですぞ」

「わかっています。リティーヤも自分の面めん倒どうは自分で見るでしょう。それに、指導教官も一緒ですから彼女を守るのは彼の役目ですよ」

「！　それはまったく聞いておりません！」

「あら？　でも、ヤムセは去年までは毎年極地調査の遠征隊に参加していたのですよ。それに、彼は渉しよう外がい担当官です。《風と八月党》のことにも詳くわしいのですから、参加は当然でしょう？　戦力的にも申し分ありませんし」

　あくまで穏おだやかな物もの腰ごしだった。ただ、一瞬だけ、彼女の目がすいと細められた。

「諍いさかいは水に流しなさい。この遠征の中心は魔導書調査委員会です。ごたごたで遠征が失敗すればあなたの責任は免まぬがれませんよ。勿もち論ろん、それは、私にも言えることですが」

「──承知しております」

　グレイビルはうやうやしく頭を下げたが、内心穏やかではないだろう。オルドゥナが釘くぎをさしたのは、意い趣しゆ返がえしなのかもしれない。リティーヤを巡めぐって散々争いを繰くり広げる魔導書調査委員会は、《学園》の利益よりも彼ら自身の利益のために動いているように見える。

「だからこそ、申し上げます」

　だが、グレイビルは昂こう然ぜんと頭を上げた。

「私の責任下に遠征隊を置くというのであれば、なおさらリティーヤを入れることは反対です。彼女は若く未熟すぎます。遠征をぶち壊こわしにしかねません」

「彼女一人コントロールできないのなら、今後も思いやられますね。魔導書調査委員会には、本当に彼女を管理する能力があるのかどうか？　疑ぎ問もん符ふが付くのは避さけられませんよ」

「極地遠征と、実験室の中とでは、管理のやり方がまったく違ちがいますので」

　両者の言葉は静かにぶつかり合った。リティーヤはひやひやして様子を見ていた。さすがにここで迂う闊かつに口を挟はさむことはできない。

　ところが、意外な人物が、グレイビルに声をかけた。

「局長」

　ゼストガだった。

　彼は控ひかえめに、隣となりのグレイビルに言った。

「リティーヤさんの考え、僕は面おも白しろいと思いました。局長はいかがですか？」

「……今は関係なかろう」

「そうですが。しかし、《キツネ》には関係があることだと思います。リティーヤさんが《キツネ》に何度も会っているのは確かですから、《キツネ》の考えを読むということもできるかもしれません。これは、遠征の成否にも大きく関かかわる可能性があります。もしも同行させずに遠征が失敗に終われば、そのことすら追つい及きゆうのやり玉に挙がるかもしれませんね」

「…………どういうつもりだ、ゼストガ」

「僕は、ただ遠征の成功を願っているだけです」

　助け船が意外なところから出てきた。リティーヤは目を丸くしてゼストガを見た。彼は視線に気付いて、にこりと美しく微笑みかけてきた。

「リティーヤさん、囮おとりとか餌えさとかで荒あら事ごとはもう慣れてますものね」

「……事実かもしれないですけど嫌いやな言い方しないでください」

「では、そういうことでよろしいですね」

　オルドゥナが強ごう引いんにまとめに入り、グレイビルも渋しぶ々しぶ椅い子すに腰こしを下ろした。隣に座るゼストガを肘ひじで一度小こ突づいていたが、仕方がないとは思っているようだ。

「それでは、入ってきてください」

　オルドゥナがそう言って、ぱんぱんと手を叩たたいた。

　なんのことかとリティーヤはドアの方を振ふり向いたが、そのドアが開く様子はない。

　その時、かた、という小さな物音が、ドアではなく、右手の壁かべの方から聞こえてきた。

　振り向くとそこに、先さき程ほどまではいなかったロードマスターとテヨルが立っている。どうやら別の小さなドアが壁の一部に偽ぎ装そうされていたらしい。

「へえ……」

　感心して思わずリティーヤは呟つぶやいたが、彼を死んだと思っていた魔導書調査委員会の二人はそれどころではなかった。ゼストガは声もなくロードマスターを見つめているし、グレイビルの方はロードマスターの姿を確かく認にんするや、明らかに怒いかりを込めてオルドゥナを睨にらみつけた。

「そういうことでしたか」

「そういうことです」

　オルドゥナはそれ以上説明するつもりはないようだった。彼女は現れた二人を手招いた。

「それでは、あなたの方から説明してください。今回の、残された時間について」

「はいはい」

　ロードマスターはリティーヤ同様机の前まで来ると、テヨルに指示を出して、持ってきた紙の束を机に並べ始めた。紙は原始文字と数字と記号と図表で埋うめ尽つくされている。現代語はたまにロードマスターの雑感が書かれているだけだ。

「あ、キミたちも集まってね」

　ロードマスターに言われて、ソファに座っていた面々もぞろぞろと机の周囲に集まった。

「ええと、そもそも、《風と八月党》がボクらに手を出してきたのは、ユローナの書いた魔導書が原因だったんだ。それはもう奪うばわれちゃったけど、レッドロック家の所蔵品に同じ本の完成版があったから、この間それを借りて読んだんだ。そしたらその魔導書には《昼の門》っていう、〈昼〉の台座の出現場所を特定するための魔術が書かれてたわけ。それを求めた、ってことは、当然彼らは次の台座の出現場所を知りたかった、ってことだよね」

　ロードマスターはそこまで説明すると、机に並べた紙を指した。

「で、これが、そのユローナの魔導書に書いてあった魔術式ね。記き憶おくを頼たよりに書き起こしたものだけど、正確だと思う。今の状態を当てはめたのがこっちで、さらにそこから──ああ、まあ、詳しい説明はいいか。とにかく、結果として、これを元に《昼の門》っていう魔術を使ったら、台座が次にいつどこに現れるのか、答えが出てきたってわけ。……言っていいんですよね、オルドゥナ？」

「場所はまだ伏ふせておいてください。とりあえず時期だけを」

「わかりました。……これによると、次に台座が人間の手に届くところに現れるのは、およそ二ヶ月後」

「意外とあるな。正確なのか？」

　そう言ったのはグレイビルだった。彼も今はしげしげと机の上を覗のぞき込んでいる。ロードマスターは肩かたをすくめた。

「たぶんね。ユローナの式にミスや矛む盾じゆんは見つからなかった。ただ、これは人間の手に届く場所、って限定がある。岩の中や水の底に出てくるのは、除外した」

　ざっと目を通したオルドゥナが、不意にリティーヤの名を呼んだ。リティーヤはぱっと顔を上げ、オルドゥナを見た。

「我々は、台座の出現前に石板を取り戻もどさねばなりません。二ヶ月後の出現場所に行けば《風と八月党》を見み出いだすことは可能でしょうが、それでは遅おそすぎますし、危険が多すぎます。つまり、遠えん征せい隊とあなたに与あたえられる猶ゆう予よは二ヶ月です。二ヶ月後には、あなたは魔導書調査委員会の管理下に置かれることになります」

「はい。……あの、もう一つだけいいでしょうか」

「なんですか」

「あたしがもしもあたし自身の謎なぞを解き明かすことができたら、もうあたしについて調べることはなくなりますよね」

「……まあ、そうなりますね」

「なら、魔導書調査委員会の管理下に置かれることもないですよね」

「…………当然、そうなるでしょう」

「じゃあ、もしもそれに成功したら、あたしを、これからもあたしの研究室に置いて、研究を続けさせてください」

　オルドゥナはちらりとグレイビルを見やった。彼は渋しぶい表情を浮うかべていたが、とにかく頷うなずいた。オルドゥナはリティーヤを見て答えた。

「〈昼〉の書の謎を解くほどの研究生なら、研究を続けてもらうのは《学園》にとっても有益です。たとえ〈昼〉の書の謎が解かれたとしても、私たちにはまだまだ解明しなければならないことが星の数ほどあるのですから」

　オルドゥナは立ち上がってリティーヤに手を差し出した。リティーヤはぎょっとしてその手と、オルドゥナの顔を見た。

「手を」

　言われて初めて、握あく手しゆを求められているのだと気付いて、慌あわててスカートで拭ふいた手を出した。オルドゥナは面白そうに笑って、その手をしっかりと握にぎった。

「二世紀の間、私たちは〈昼〉の書の謎を解き明かそうとしてきました。それでも真実には至らなかった。あなたは、たった二ヶ月で、そこに至ることができると言うのですね？」

　その笑え顔がおは、力強く、美しく、リティーヤは知らずに力いっぱいに答えていた。

「──できます！」

　それが、リティーヤが自由を得られる唯ゆい一いつの道なのだから。

　彼女らが握手をするのを見て、ロードマスターはほっとした様子で言った。

「よーし、じゃあ準備に入らないとね。大変だよ～、何しろ五人分だからねえ」

「…………あれ？　バドさんたちも行くんですか？」

　リティーヤが目を丸くしてそう尋たずねるのと、テヨルとバドが悲鳴じみた声を上げるのは、ほぼ同時だった。

「五人とはどういうことですかロードマスター！」

「まさかあなたも行くんですか……？」

　最初はバド、次がテヨルだ。二人とも、とにかく驚おどろいている。初耳だったのだ。

　だが、ロードマスターは、彼らの悲鳴をまったく気にせず言ってのけた。

「今度の遠征は研究室全員参加だよ。だって、魔ま力りよく関係の分ぶん析せきはボクらの専門でしょ。極地の異常は魔力の偏かたよりが原因みたいだから、まさしくこの研究室の出番なわけ。ね、オルドゥナ」

「まあ、そうなるでしょうね」

　オルドゥナも頷いているし、グレイビルですら不服そうながら、了りよう承しようしているようだった。

　ロードマスターは、まだ呆あつ気けにとられているバドらに、嬉うれしそうに言った。

「ボクら、みんなで行くんだよ。遠足みたいで楽しそうじゃない？」

　──後から、彼の言葉をたびたび思い返す。

　リティーヤが研究室に入ってから、室長を含ふくめた全員が参加する調査旅行はなかった。だからその遠征は、リティーヤにとって初めての全員参加の調査旅行になった。

　最初で、最後の。

　だが、準備のためにこれから取りかからねばならない膨ぼう大だいな量の作業と、それにかけられる時間の短さを想像して、バドもテヨルも完全に絶句していたし、最初だとは思っても最後だという認識のなかったリティーヤは、ロードマスターは死んでも──いや、勿もち論ろん実際には死んでいないのだが──相変わらずだなあ、と吞のん気きに思うだけだった。




「じゃ、お開きってことでいいですね、オルドゥナ？」

　ロードマスターが計算用紙を片づけながら尋ねた。オルドゥナは椅い子すに座って頷いた。

「ええ。お疲つかれさまでした」

「じゃ、リティーヤとバド、ヤムセはドアから普ふ通つうに帰ってね。テヨルはこっち手伝って、裏から行こう。入って来なかった人間が出てくのは問題だからねえ」

「う～、き、緊きん張ちようしたあ」

「……リティーヤ、せめて部屋の外に出るまではもう少しびしっとしていたまえ」

　その時、グレイビルがオルドゥナに何か言い、オルドゥナがロードマスターをとどめた。

「ヤムセは残ってもらいます。グレイビルが話があるそうです」

「……わかりました。バド、リティーヤを連れていって」

「はい。リティーヤ、おいで」

　バドがリティーヤを促うながして、ドアを開けた。リティーヤは部屋を出る前に、気になって室内を振ふり返った。オルドゥナの執しつ務む机の前にはヤムセとロードマスター、それにグレイビルとゼストガも残っている。テヨルは書類と一いつ緒しよに先に裏──つまり壁かべの隠かくし扉とびらから出たようだ。

　彼らは小声で話していて、何を話題にしているのかもよくわからなかった。リティーヤはちらっと見るつもりだったが、なんとなくヤムセの横顔に目を留めてしまった。

　いつもの、眉み間けんに皺しわを寄せた顔だ。ただ、最近──正確には《キツネ》の件以来、リティーヤの前ではあまり感情を見せなくなった。リティーヤが数日寝ね込こんでいたせいもあって接せつ触しよくする機会は必ずしも多くなかったが、それでも彼の感情をこんなにも推おし量れなくなるのは出会った頃ころ以来だった。

「リティーヤ」

　もう一度呼ばれ、リティーヤはバドと一緒に学長室を出た。

　だから、その後、その部屋で交かわされた会話を聞くことはなかった。
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　オルドゥナは気け怠だるそうに椅子の背にもたれかかり、溜ため息を吐ついた。

「それでは、話してください、グレイビル」

　その態度はリティーヤを前にしていた時とは違ちがう。絶望と疲ひ労ろう、そして諦てい観かんが、色いろ濃こく表れている。

　グレイビルは、同じように執務机の前に立つヤムセを指して言った。

「ヤムセは内部調査局に捕ほ縛ばくされたはずです。本来ならば遠えん征せい隊どころか、この場にいることすら許されません」

「ええ、わかっています。しかし今は非常事態として彼の捕縛を待ってもらっています」

　ヤムセ自身、《学園》に対する反逆罪など認める気は毛頭ないが、ユローナを追っていた頃、彼女の研究について詳くわしく調べていたのは事実だ。ほんの僅わずかでも手がかりが欲しかったのだ。今になってそれが響ひびいている。ユローナの研究に触ふれること自体が禁じられているのだから、ヤムセが内規に違い反はんしているのもまた、事実なのだ。証しよう拠こも、調べれば幾いくらでも出てくるだろう。罪はもはや免まぬがれない。

　グレイビルは、その二重にたるんだ顎あごを撫なでさすって言った。

「あなたの権限が及およぶ限り、彼をどうするのもご自由になさってください。しかし私は私の権限において、彼を遠征隊のメンバーとして認めるわけにはいきません」

「……何があっても意志を変えるつもりはないと？」

「ええ」

　グレイビルはそう言ってから、口の端はしをつり上げるようにして、少しだけ笑った。

「とはいえ、私もこれ以上学長に目をつけられたくはありません。昔から、私は悪目立ちするようで学生時代も教師に目をつけられて大変だったのです」

「……それで？」

「取引といきましょう」

　そこで初めて、グレイビルはヤムセを見た。その肉に埋うもれた小さな目を、ヤムセは静かに見つめ返した。お互たがいに、穏おだやかさの欠片かけらもない目をしていたが、声の調子は日常会話と変わらなかった。

「ヤムセがこの遠征を最後に《学園》を離はなれるのなら、私も彼の遠征隊入りを認めましょう」

「グレイビル」

　オルドゥナが、厳しい表情で言った。

「それは認めません。今の罪状は少々大げさですし、裁判は長くかかるでしょうが、ヤムセのユローナへの関かん与よは、最終的には降格処分程度で済むことのはずです。彼を追放するつもりはありません」

「ですから取引になるのですよ」

「…………ヤムセを手放すのは《学園》の利益に反します」

「それでは私は今回の遠征にヤムセの同行を認めません。もしもヤムセが同行するというのなら、我々は抜ぬけます。魔導書調査委員会なしに遠征隊を組めるというのならそうしてください」

「私を脅おどしているのですか、グレイビル？」

「そんな恐おそろしいことを？　まさか。私は、彼は遠征隊にふさわしくないと言っているだけです。それでもどうしても参加させねばならないのなら、遠征前に彼の処分を決定していただきたいのです。遠征の成否が裁判に影えい響きようすることがあっては問題ですからな」

　オルドゥナは口を噤つぐみ、目を閉じた。

　勿論、彼女はヤムセを失いたくはないだろう。ヤムセを他組織に取られることを恐れ、手を打ってきたのは他ほかならない彼女なのだ。

　だが、この状じよう況きようで、ヤムセを同行させられないのは遠征の成否に関かかわる。

　次に目を開けた時、彼女は最初にロードマスターを見た。

　ロードマスターはその視線を受け、ヤムセを見た。

　おまえが決めろということだ。

　ヤムセは不意に、この部屋に入って初めて、口元を緩ゆるめた。苦く笑しようではない。最終的な決断を任されたことが、少し、嬉しかったのだ。彼の中で、答えはもう決まっていたから。

「行かせてください」

「……というわけで、諦あきらめてくださいね、オルドゥナ」

　オルドゥナは心底残念そうに、いやむしろ絶望した様子で、長く、長く、溜め息を吐いた。

「こんなところでヤムセを失うことになるとは。想定していた最悪の事態です」

「最悪より悪くなることはないですよ」

「余計なお世話です。ああ、あなたを失うだけでも痛手は大きいのに……」

「……従属契けい約やくしたんですから満足でしょう」

「従属じゃありません、《学園》と敵対する組織に協力しないという誓せい約やくですよ。ああ、もう、本当に……グレイビル、長生きできませんよ」

「させない、の間違いじゃないですか？」

　ロードマスターがちゃかすように言うのを、グレイビルは聞かなかったふりをして、自分の腹を摘つまんですっとぼけた。

「……まあ、肥満は健康を害しますからね」

　それらの会話を、ヤムセはどこかぼんやりと聞いていた。

　思いの外あっさりと、自分の意見が通ったことに驚おどろいていた。

　オルドゥナにはグレイビルを更こう迭てつし、自分の息がかかった者を後あと釜がまに据すえるという強きよう硬こう手段も残されていた。だがそれでは魔導書調査委員会の猛もう反はん発ぱつを招くことは避さけられないし、下手をすればより大きな火種を学内に抱かかえることになる。いつまでもグレイビルのごり押しを容よう認にんするような女性ではないだろうが、今回は一歩引くことにしたのだ。

　そういった諸もろ々もろの争いから自分が離れることに気付いて、ヤムセはなんとなく感かん慨がい深く思った。内部に身を置いている限りは煩わずらわしいとしか思えなかった足の引っ張り合いも、外から見ると少し違って見えてくる。不思議なものだ──。

「あ、ヤムセもロードマスターと同じ契約書に署名してもらいますからね！　他の組織とか行っちゃダメですよ！　行く暇ひまもないくらい働かせますけど！」

　……いや、もしかしたら、あんまり離れられないかもしれないが。

　ヤムセはオルドゥナに一礼し、学長室を出た。ロードマスターらは残って遠征隊の人選について話し合いを進めるらしい。

　部屋を出た彼を、追いかけるようにしてゼストガも出てきた。

「……満足したか？」

　彼の顔を見るなり、ヤムセはそう尋たずねていた。それから、まあどうでもいいかと思い、答えを聞く前にさっさと背を向け廊ろう下かを歩き出す。雪を思わせる純白の絨じゆう毯たんが敷しかれた廊下は、細長い窓を幾つも持ち、明るかった。

「どうして同意したんですか」

　ゼストガは階段のところで追いついて、ヤムセの隣となりに並んで声をかけてきた。

「どういう意味だ」

「……《学園》を、本当に出るつもりなんですか」

「今そう話していただろう」

「しかし、僕にはわかりません。ヤムセさんの今までのキャリアを、そんな簡単に放ほうり投げるんですか？　フリーになっても十分活かつ躍やくできるでしょうけど、研究設備なんかの面では絶対に《学園》の方が──」

「パトロンを捕つかまえる力があれば問題ない。《学園》を出れば任務や足の引っ張り合いに煩わされることもないだろう」

　まあ、実際にはオルドゥナによって色々巻き込まれることになりそうな予感がひしひしとしたが、ヤムセはとりあえず一いつ般ぱん的な考え方を示した。ゼストガは納なつ得とくしなかった。

「リティーヤさんはどうするんですか。話すんですか？」

「話さない」

「どうして！」

「どうして？」

　ヤムセは踊おどり場で立ち止まり、しつこく食い下がってくるゼストガを見た。

「個人的な問題だ。おまえに説明する義務はない」

「…………僕には散々釘くぎを刺さしたくせに！」

「指導教官だからだ」

「……遠征から帰ったら、もう違ちがうんですよ」

　ふとヤムセは黙だまり込んでゼストガを見つめた。ゼストガはぎょっとした様子だったが、負けじと睨にらみ返してきた。別にヤムセとしては睨んだつもりはなかったのだが。

「……そうだな」

　ただ、人から言われて、あらためて思い知らされたのだ。

　わかっていたはずなのに。

　十分考えて、出した答えのはずなのに。

　そのことを思い知るたびに、寂さびしさのこみ上げる自分に、ヤムセは苦笑した。

「…………そうだったな」

　ゼストガは、その笑えみを見て、何故なぜか苛いら立だったようだった。

「もう、ヤムセさんには僕を止める権限はなくなるんですからね」

　ヤムセは彼を見て、その真っ直すぐな若さを、ほんの少しだけ好ましく思った。

「……遠征が終わるまでは、好きにはさせんさ」

　微び笑しようとともにそう言って、また階段を下り始めた。

　細長い、明るい日の光の下で、コートは影かげのように黒く、優やさしく彼を包んでいた。







　ヤムセがすべてを決めたのは、二日前、《風と八月党》の襲しゆう撃げきから四日経たった夜のことだ。




　その時リティーヤは〈昼〉魔術を使った後の反動で寝ね込こんでいた。〈昼〉魔ま力りよくが多くなる日中は熱が上がり、少なくなる夜は熱が極きよく端たんに下がる。激しい体温の変動に、彼女の身体からだは悲鳴を上げていた。

　病びよう棟とうの、一室だ。

　カーテンの隙すき間まからか細い月光の漏もれ入る他は、部屋は青黒い闇やみに包まれていた。窓まど際ぎわに一つだけ置かれたベッドの中、ヤムセはリティーヤを抱だいて横になっていた。上着を脱ぬぎ、枕まくらの上に肘ひじをつき、もう一方の手で彼女の腰こしを抱き寄せるようにして。体温の安定のため、彼女に寄り添そうのはもう恒こう例れいになっていた。医い療りよう棟とうは襲撃事件によって大量に出た負傷者のために人手不足で、それくらいならと謹きん慎しん中だったヤムセが今回もその仕事を引き受けたのだ。

　こうして彼女を抱くのは何度目だったか。いちいち数えてなどいないが、実際の回数を本人が知ったらひどく狼ろう狽ばいするかもしれない。自分の肘の上に頭を載のせ、彼も目を瞑つぶる。眠ねむったり、寝ずになんとなく考え事をしたり、あるいは書類仕事や本を持ち込んで時間を潰つぶしながら、彼はこうして何度も何日も何晩も、彼女のそばについてきた。面めん倒どうだと思うこともあったが、もう慣れた。

　今後のことを考えていた。

　ロードマスターが死んだことになり、今朝は葬そう儀ぎも執とり行われた。ロードマスターなしで彼女を守りきれないのは明白だから、幾いくつかの取引と、賭かけが必要になってくる。そのためにはリティーヤにひと働きしてもらうことにもなる。

　その中で、自分に求められることも、ヤムセはうすうす勘かんづいていた。

　魔導書調査委員会は、何があってもヤムセを排はい除じよするつもりだ。

　彼らはロードマスターを排除するだけでは満足しない。内部調査局に働きかけ、ヤムセを捕ほ縛ばくさせたのは彼らだ。そして、学長の強い意向によってヤムセの拘こう束そくに一時的な猶ゆう予よが与あたえられた今もなお、着々と今後の裁判の準備を進めている。反逆罪に関かかわる裁判は長くかかり、その間ヤムセは身動きを制限される。リティーヤの指導教官を務めることもできなくなる。

　彼女が最も助力を必要とするだろう、この時期に。

　彼女が置かれている状じよう況きようは厳しさを増し、絶対的に助けが必要だった。そしてもし彼が彼女を助けられなければ、彼女には《キツネ》の手を摑つかむ以外選せん択たく肢しがなくなってしまうかもしれない。それだけは避けなければならない。彼女は《学園》の魔術師としての道を歩みたがっている。その可能性を繫つなぐには、今は絶対にヤムセが彼女のそばにいなければならないのだ。

　だが、魔導書調査委員会が彼にその代だい償しようとして求めるものは、決して安くはつくまい。

　おそらく、最終的な追放処分。

　彼の完全な排除だ。

　ヤムセは嘆たん息そくして目を開けた。先さき程ほどから思考が堂どう々どう巡めぐりを繰くり返している。

『一いつ緒しよに、』

　脳のう裏りに蘇よみがえる声は、《キツネ》のものだ。撤てつ退たいの直前、リティーヤに手を差し伸のべて声をかけたのだ。その一字一句はヤムセの頭に刻み込まれている。

　あの時、もしも、《キツネ》が差し出した手を、リティーヤが取っていたら。

『行ってみる？』

　ヤムセは彼女を《キツネ》ごと叩たたき斬きっていたかもしれない。

　それだけの感情が彼の中にはあった。《キツネ》への激しい怒いかりだ。勝手に自分の下もとを離はなれていこうとした弟子でしへの、強い憤いきどおりだ。

　これは、執しゆう着ちやくだろうか。

　不意にヤムセはそういう可能性に行き当たった。自分はリティーヤに執着しているのだろうか。何か特別な思い入れでもあるのだろうか。それとも、これは単に目的を放り出そうとした弟子と、彼女を誘さそった《キツネ》に対する悪意なのだろうか。

　無意識のうちにリティーヤの髪かみを弄もてあそびながら、彼は色々に考えてみた。リティーヤはヤムセの初めての生徒だ。勿もち論ろん、そのことに対して責任は感じているし、思い入れもある。情だって移っている。彼女が成長し、一人前の魔術師──いや、まあ、多少不安はあるが──になるのを手助けしたいと思っている。ついでに言うと眺ながめていて飽あきないし、彼女のあの屈くつ託たくのない笑顔だとか、彼に寄せる盲もう目もく的なまでの信しん頼らいだとかを、好ましく思ってもいる。

　可愛かわいい弟子だ。

　そして同時に、彼が救えなかった相手だ。

　七年前、ヤムセは彼女を拾い、手当てをし、助けようとした。だがかなわず、彼女は体力をすり減らし、そのまま死に至ろうとしていた。

　それを助けたのは、ヤムセではなく、《キツネ》なのだ。そして《キツネ》はヤムセを敵と認にん識しきし襲おそってきて、ヤムセも反はん撃げきし、互たがいに傷つき──。

　ああ。

　唐とう突とつに、ヤムセはすべてを理解した気がした。

　そうだ。ヤムセがリティーヤに差し出された手にあれほど怒りを覚えたのは、七年前救えなかったリティーヤを、またあそこで《キツネ》にかっさらわれるのが嫌いやだっただけなのだ。子どもっぽい対たい抗こう意識だ。執着だの、なんだのという問題ではない。

　なんだ。

　つまらない結論に至って、彼は考え事にも飽きてまた目を瞑った。

　だが、その時ドアがノックされた。ヤムセは煩わずらわしく思いながらも目を開ける。

「……誰だれだ」

「僕です。ゼストガです」

　ヤムセは肘をついて身体を起こし、ランプの灯あかりをつけると、入るよう言った。ゼストガは部屋に入ると素す早ばやくドアを閉めた。ベッドの上の光景を一般の入院患かん者じやに見られるのは、さすがに色々まずい。

　ゼストガは事務的に用件だけを告げてきた。

「交こう替たいです。ロードマスターの葬儀も終わりましたので、以後リティーヤさんは魔導書調査委員会の管理下に置かれます。暫ざん定てい的な処置ですが」

「だからといってこの状況でおまえにリティーヤを預けると思うのか？」

　半ば呆あきれてヤムセは尋たずねた。ゼストガは、ムッとした様子で睨みつけてきた。

「どうしてですか」

「間ま違ちがいが起こったら困る」

「！　ま、間違いってなんですか、僕は純じゆん粋すいに体温の低下を」

「ほう。純粋に、か」

「…………」

　ゼストガの顔はすでに真っ赤だった。二は十た歳ちは過ぎているはずだが、少年的な純情さを残した表情で、ヤムセを睨み続けている。

「女性局員を連れて来い。そうしたら交替する」

「…………わかりました」

　意外にもゼストガは素す直なおに言うことを聞いた。もしかしたら、惚ほれた相手を抱いて手出しもせずに一晩過ごす苦痛を想像したのかもしれない。

「今も、本気で好きなのか」

　からかうつもりはなかったのだが、ヤムセがそう尋ねると、ドアノブに手をかけて外に出ようとしていたゼストガは、目を剝むいてまたこちらを振ふり返った。

「何を言っているんですか、ヤムセさんは！」

「否定するのか」

「……その」

　確認するまでもないことだった。ゼストガは答えあぐねて俯うつむいてしまった。

　そういった感情は、人間ならごく当たり前のものだ。ただ《学園》では魔術師同士の婚こん姻いんは禁じられており、恋れん愛あい関係も厳しく戒いましめられる。ゼストガがリティーヤに手を出して事が表立ったら、リティーヤの魔術師としての将来もどうなってしまうかわからない。そんな事態を招くのはヤムセも勿もち論ろん避さけたい。ゼストガにしっかり釘くぎを刺さしたこともある。

　だが、それでもゼストガの場合については、彼は少し楽観的に見ている。

「そうか。今もか。だがな」

　リティーヤが泣くような事態になるのは嫌だが、どんなに彼女が泣いて、悩なやんで、苦しんだところで、出てくる結論は決まっている。駆かけ落ちなどあり得ない。何故なぜなら、彼らが駆け落ちするということは、リティーヤが《学園》やヤムセや彼女自身の夢よりも、ゼストガとの恋愛を選ぶということだ。

　九ヶ月も接していればそのくらいはわかる。

　現状では、その可能性は、ゼロだ。

　だから、そう言ってやった。

「おまえのやり方では、こいつは一生手に入らんぞ」

　ゼストガは鼻白み、それまで真っ赤だった顔が急に白くなった。

「…………っ、僕は」

「魔導書調査委員会の管理下に置けば、確かにおまえが一番近しく接することになるだろう。だからといってこれがおまえのものになると思うか？」

「僕はそんなことは考えていません！」

　ヤムセはまたリティーヤの髪を指に絡からめながら、ゼストガを見つめた。

「一度も？」

「……………」

　そんなわけがない。事態が動き、リティーヤが魔導書調査委員会の管理下に置かれることが濃のう厚こうになった以上、ゼストガもそういった可能性を考えるに決まっているのだ。

「──失礼します！」

　ゼストガはたっぷりとヤムセを睨にらみつけた後、凄すさまじい勢いでドアを開け、出て行った。

　ヤムセはドアの閉じられるけたたましい音に眉まゆをひそめた。

　──何かが変わる必要があるのだと、ゼストガは、今ので果たして気付いただろうか。

　リティーヤの体調は回復に向かいつつあるようで、体温も随ずい分ぶん安定していたし、表情も落ち着いていた。これなら少し離れても平気だろう。

　ヤムセはベッドから降りて、めくれた毛布を直し、リティーヤの首元までしっかりと覆おおうようにした。魔導書調査委員会が女性魔術師を送り込んできたら、交替して食事に行こうと思いながら、なんとなく弟子の顔を眺める。

　そして、思考は再びゼストガが来る前の堂どう々どう巡めぐりに戻もどる。

　もしも、魔導書調査委員会が、ヤムセに当面リティーヤのそばにいる代だい償しようとして、最終的な追放処分を求めてきたら？

　それを受け入れるということは、これまで彼が積み上げてきたキャリアも、彼を見込んで世話を焼いてくれた人の信頼も、何もかもを無にするということだ。

　たった一人の、弟子のために？

　師し弟てい関係は一年足らず、それだけの関係の人間のために、これまでのすべてを捨てるのか。

「……捨てるだろうな」

　そういう答えしか出なくて、ヤムセは微かすかに笑った。何かとんでもない矛む盾じゆんがあるような気がするのだが、どうにもそういう答えしか出て来ない。彼女を《キツネ》に渡わたしたくない。その思いが強すぎるのだろうか。そのくだらない対抗意識のためだけに、年月の積み重ねを消し去るのか。

　それとも、他ほかに何かあるのか。

　たとえば、今ここで遠えん征せい隊に参加できないこと、一連の騒そう動どうから離れて裁判にかかずらわねばならないことは、〈昼〉の書や《キツネ》についての真実から遠ざけられるということだ。魔術師としてこれまでやってきて、今事態が山場を迎むかえているのは感じ取っていた。それなのにここで身を引けというのは、あまりに腹の立つ話だ。それに抗あらがい、真実に近づきたい、そういう思いもある。

　だが、そういう話だけではない。

　ヤムセはリティーヤの額に触ふれた。汗あせで濡ぬれた髪かみを払ってやると、小さな呻うめき声が漏もれてきた。触れたところから体温が伝わってくる。その温ぬくもりが、じんわりと腕うでへ、胸へと広がるようだった。

　そういえば、前もそうだった。

　あの七年前の冬も。

「…………リティーヤ」

　あの時も、今も、彼は救われていた。

　こうして彼女の額や頰ほおや手に触れた時伝わる体温に、彼は救われていた。あの冬の日、絶対的な孤こ独どくの中にあって寒さに震ふるえていたのは、彼女ではなくて、本当は自分だったように思う。今《学園》を去る選せん択たく肢しを前に怯ひるむ彼を慰なぐさめるのも同じ彼女の体温だ。これまでも、何度も。

　だから、彼女が助けを求めた時も、自分がそばにいたいのだ。

「……対抗意識だけとは、言えないか」

　呟つぶやきを聞く者は誰だれもおらず、彼は彼女のそばにいられる時間を考え、胸にこみ上げた寂さびしさに苦く笑しようした。それから嘆たん息そくし、彼女に触れていた手で自分の額を押さえ、拳こぶしを作って握にぎりしめ、きつく、きつく、血が出るほどに握りしめ、それでもなお湧わき出た感情を制せい御ぎよしきれず──。




　ベッドのそばにあった椅い子すを蹴けり上げた。








あとがき






　こんにちは、喜多みどりです。今までになく年ねん齢れい層高めの男性陣じんが出張った『光炎のウィザード　選択は唯一無二』をお届けいたします。やっと内部調査局っぽい一面を書けたバド、ツンデレだったことが判明したヴォルド（デレるのは一いつ瞬しゆん）、喜多イチオシだけど今回でちょっと株落としそうなグレイビル、ついに表紙に進出したロードマスター……うん、楽しかったです。凄すごく。ただ、おじさんである彼らが地位とか権力とか経験とか人脈とかを駆く使しして活かつ躍やくするのは当たり前といえば当たり前の話なので、若人わこうど代表であるリティーヤやゼストガには負けずにがんばってもらわないとなあと思います。ヤムセは……えーと、若人……かな……？

　まあそんなわけで『光炎のウィザード』も、本編第七巻。今回もうじうじ悩なやむ私を叱しつ咤た激げき励れいしてくださった担当編集者の木藤女史と、素す晴ばらしく色っぽいロードマスターを描えがいてくださった宮城先生には、深く感謝しております。こうやってご一いつ緒しよにお仕事できて本当に嬉うれしいです。そして、読み続けてくださる読者の皆みな様さま、ありがとうございます！　お手紙も読んでます！　今回は、二ヶ月連続刊行記念ということで、全員サービス（応おう募ぼ者負担アリ）を企き画かくしていただきました。応募の決まりをしっかり読んで、間ま違ちがいなどないようにご応募ください。

　次は、本編第八巻。ミカが動きます！　これからもおつきあいいただければ嬉しいです。
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カバー・本文イラスト／宮城とおこ

デザイン／BELL'S










光こう炎えんのウィザード




選せん択たくは唯ゆい一いつ無む二に
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